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I褐灰色土(10YR5/l)しまりややあり。粘性あり。

2褐灰色土(10YR4/1)しまり・粘性あり。炭化物を含む。

3黄灰色土(2.5Y，I/!)しまり・粘性あり。粘土庖。

( )の番号は実iWJ土器・石器類

下二仁三子:
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第93図 063号土坑及び出土遺物実測図
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1にぶし、黄褐色jc(lOYR5/4) 704.2m 。 (1:80) 
702.3m 。 (1・80) 2m 

l褐色土(lOYR4/4)
しまり・粘性あり。

2黒褐色土(lOYR3/2)
しまり・粘性あり。
黒色士プロックを含み、
炭化物を多く含む。

071 ----ーーー、、

A 

。

待
2 

703.7m 
(1 :80) 2m 

l褐灰色士(lOYR5/l)しまり・粘性弱い。
炭化物を多く含む。

A' 

2褐灰色土(IOYR4/1)しまり弱く、粘性あり。
黒色土プロックを含む。

3黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性弱い。

しまり・粘性弱い。 2m 

黒色土プロックと
ローム粒子を多く含む。

057 
〆〆つ官、¥ 一
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¥ミ二二二----------
A A' 

703.9m 。 (1: 80) 2m 

l.J!R黄他色+(lOYR1/2)しまり・粘性やゃあり。
軽石粒含む。

2灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり弱く、粘性あり。
シノレト化した土で砂を含む。

3黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性弱い。
砂と黄色土の混合土。

4褐灰色士(lOYR4/l)しまり・粘性弱い。
5.1こぶい黄樗色士(lOYR6/3)しまり・粘性弱い。

ロームと黒色土の混合土。

記|

<(1 
1灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性やゃあり。

φ1--.....2cmの軽石粒子を多く含む。
2.n&褐色土(lOYR3/3)しまり・粘性やゃあり。
3灰黄褐色土(lOYR1/2)しまりやや多く・粘性あり。
ロームプロシク・ローム粒子を多く含む。

4黒褐色土(lOYR3/2)しまり・粘性あり。
黒色土と褐色十の互層で砂'ぽ化している。

M30 I !( ) ; トf五

A 

。

¥ー一一戸-

703.1rn 
(1:80) 

l黒褐色土(lOYR3/2)
しまり・粘性やや弱いe

2m 

ロームプロンクを少lik含む。
2黒褐色主(lOYR3/2)
しまり・粘性やや弱い。

A' 

ロームプロックを多量に含む。
3灰黄褐色土(IOYR6/2)砂質上。
しまりやや弱く、粘性弱い。
黒褐色土プロックを少晶子守む。

ロームプロックを含む。 第94図 D5・54・55・57・71・95号土坑実測図

(13) 063号土坑

本土止は調査区北側のX-5Gdこ位置する。残存状況は良好で、形態は円形である。規模は、長軸2.83m・深さ

2.12mを測る。本土止からは井戸の木枠が組まれた状態で出土した(写真参照)。構造は4本の杭に臓穴で組まれた2段

の横木による枠で板を抑える状態で、板は長辺を縦方向に井戸に対して立てる状態で使用している。また、この木枠

内からは人頭大の礁が重なるように検出され、底面のみならず中層まで、詰まっていた。これらの磯は上層のものに関

しては、廃絶時の投げ込みと考えられるが、底面検出の磯も乱雑さがめだつことから廃絶後の投げ込みと考えられる。

本土止からの出土遺物は北関東系のすり鉢、中津川系の担ね鉢、カワラケなどがあった。これらの遺物から本土止は

13~ 14世紀代の所産時期が考えられる。

(14) 05・54・55・57・71・95号土坑

本遺跡の井戸士止は、掘り込み形態がし、ずれもすり鉢状の形態が多く、竪坑を深く掘り込むものはなかった。
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第95図 D57・71・95号土坑出土遺物実測図

第32表 D57・63・71・95号土坑出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形・調整 ・ 文梅 権定値()残存値 (>丸底・
No 種別 鰭種

備 考 ・ 出土位置口径(畏)底径(幅〉 穂高(厚〉 内 面 外面

青磁 碗 施紬 施紬
断面実視1 12C-13C前半

純泉窯 S区

2 青磁 碗 施利i 施紬 断宙実出'1 12C後半同安禦 S区
D57 
3 胸器 蛮 ヨコナデ 自然紬付着 断面実測 中1吐 常滑 S区

4 
瓦質

瓦 (7.9) (59) (1.7) 布目痕 ナデ 5区
土器

l 須志賀 揺り鉢 (28.5) (148) (126) ヨコナデ→ナデ腐粍 胴部ヨコナデ→ナデ底割け→デ 完全実測 13C後半北関東

1163 2 須恵質 控ね鉢 (13.8) (3.8) ロクロナデ ロクロナデ→底部凶転ヘラケズリ→高台貼付
回転実調'1 13C後半 東濃(中津川)

外而底部自然紬付着

3 土師質 方、わらけ (9.0) (7.0) 1.8 ロク口す デ ロクロナデ→底部糸切り 回転実担IJ 13C 枠内

071 l 須恵質 揺り鉢 (296) (7.0) 
ナデ→仁l縁ロクロナデ→照り 目

口縁日夕ロナデ 体部ナデ 回転実調IJ
を刻む

l 須恵器 有台何、 (12.2) (1.2) ロクロナデ→当て具痕あり
ロクロナデ→回転へフケズリ後手持ちへフケ

回転実刑l
ズリ→高台貼付

2 須恵探 有台杯 (12.2) (1.2) ロク ロナデ
ロクロナデ→底部糸切り後回転へフケズリ→

向転実測外面自然納付着095 高台貼付

3 須恵、器 有台杯 (12.2) (U) ロク ロナデ ロクロナデ→底部回転へフケズリ→高台貼イ寸 回転実担IJ

4 土師器 珂: (142) 4.7 ミガキ→黒色処理 口縁ヨコナデ→へラウズリ 完全実担IJ

No 器 種 紫 材 鰻大畏 最大幅 層大厚 • • 所 男 出主位置

4 砥石 斑1輔岩 (13.7) (8i) (74) (1220) 被熱あり 全体に黒化上F-瑛欠損 正面に浅い条痕 井戸枠内

F ο l持石 輝石安山岩 8.7 6.8 3.8 312.18 正面にすり面

6 軽石製品 軽石 8.2 7.9 60 182.55 全体にすり

7 台石 安山岩 14.9 
063 

13.8 5.3 2040.00 被熱あり 正ifli以外黒化 正日"に擦痕

B 編物右ワ 黒色轍密安山岩 (9.5) (4.8) (25) (135.47) 下部欠損 井戸枠内

9 編物石? 硬質砂岩 11.3 4.1 33 17338 右側は挟りか? 井戸枠内

10 編物石ワ 粗粒砂岩 9.1 5.2 3.0 207.00 右側は主任りか?

I1 原石 チャー 卜 2.4 2.0 0.8 3.48 

D57 5 ワ 安山岩 8.6 60 3.5 250.67 5区

口71 2 密・磁石 輝石安山岩 21.6 13.4 6.4 (2830) 一部欠損正面にすり面左側に条痕と敵打痕

υ " 敵石 硬質砂且J 13.1 4.1 3.4 303.17 下端部に敵打痕
日95
6 石撒 県11mる (1.2) 1.2 0.3 (0.32) 先端部欠損

104 



4U
ぃ十

m

aト
A

702.5m 
O (1:80) 2m 

1.灰白色土(10YR7/1)

砂層。さらさらした土。

2褐灰色土(10YR4/1)

しまか粘性あり。

@ 053 

--~ア-

~ 
。 704.1m 

(1:80) 

l褐色土(lOYI¥4/4)
しまり、粘性ややあり。

黒色土プロックを含む。

2褐色士(10YI¥4/4)

しまり弱く、粘性あり。

060 

。
<::/ <::/ 

703.8m 
(l・80)

Iにぶい黄褐色土(10YR5/4)
しまり・粘性やや弱い。

黒褐色土プロックを少量含む。

2褐灰色土(10YI¥4/1)
しまり・粘性やや弱し、。
にぶし、黄褐色土を少量含む。

@frゴ¥
( I / ~ 

~ιチ

族五Z
102.7m 
(1:80) 

Iにぶし、黄褐色士(lOYR4/3)

しまリやや強い。粘性やや弱い。

φ1'"'-'3cm黒褐色土プロック・
炭化物を少量含む。

2. ~こぶい黄褐色土(lOYRν3)
しまり・粘性やや弱い。

φ1.......3cm黒褐色土プロックを多量含む。
炭化物・ロームを少韻;含む。

3.1こぶい黄褐色土(lOYR4/3)
しまりやや弱い。粘性弱い。。1-._，3cm黒褐色土プロックを少量含む。
砂を多量に含む。

2m mh
 

aA一
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VA一夜
。 703.5m 

(1:80) 

013 '4. ¥ 

A 1 A' 

。 103.8m 
(1:80) 2m 

1暗褐色土(10YR3/3)

しまり・粘tJ弱い。
2にぷい黄褐色土(10YR5/4)

しまり弱く、粘性あり。
ロームプロックを含む。

A 

万ZJ〉ムヨ努

トレンチ

4.¥ 

。 702.3m 
(1:80) 

ァ，:':?::~、
事総'主F

lにぶし、黄褐色土(10YR4/3)

しまり・粘性やゃあり。

ローム粒子を多く含む。

@:9  

主O丘
2m 一方初-

2m 

l灰黄褐色土(10YR4/2)
しまりあり、粘性弱い。

白色の粒子を少量含む。

ミ|

<::/ 

て三宝 1 (1:4) 

~.. .. ::; 
、b

::1叫
。 704.0m 

(1:80) 2m 

。 703.1m 
(l :80) 2m 

2m 

l褐灰色土(lOYR4/1)
しまり・粘性弱い。
中世覆土より白い土。

ω)0 

1 (1:4) 

703.7m 
(1:80) 

1褐灰色土(lOYR4/1)
しまり・粘性弱い。

2m 

103.5m 
(1:80) 2m 

(iI '¥ 086 

可310
μ l灰黄褐色士(10YR4/2)
n しまり・粘性やや弱い。

小ロームプロックを少批含む。

第96図 D4・10・13.53・56・59・60・62・64・79・86号土坑及び出土遺物実測図

第33表 D10・13・56・62号土坑出土遺物観察表 (crn) 

主筑 種目U 回種
法 量 成形 ・ 関盤 ・ 文織 推定値()残寄髄<)丸底.

No 
口径(畏〉 窟径(幅)穂高(厚〉 内 面 外面 備 考 出主位置

010 I 土師質 かわらけ (52) (1.0) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 回転実祖IJ

013 
瓦質

瓦 (39) (3.5) (1.1) 布目痕 剥荷量
土器

062 l 須恵器 有台杯 (76) (1.3) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り→高台貼付 回転実J開l

No 器 種 紫 材 愚大畏 軍大幅 軍大摩 聾. 所 男 出土位置

2 敵石ワ 輝石安山岩 20.8 14.8 10.8 3660.00 被熱あり 部分的に黒化
010 
3 阪石つ 籾i石安山岩 14.5 13.1 6.6 1880.00 被熱あり 右側以外黒化被熱害IJれあり

D56 l 不明 鉄 9.0 2.3 1.0 16.91 
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<(1 
703.8m 

(I :80) 

2m 

l黒褐色土(10YR3!1)
しまり・粘性やや弱い匂
小ロームプロックをノ'Jd-止含む。

2黒褐色土(10YR3/l)

1府と同じロームを少量含む。

2m 

1黒色土(10YR2!1)

しまり・粘性あり。
白色のロームプロックを含む。

。
2m 

l 筒灰色土(10YR5!l)

しまり強く、粘性弱い。

ローム少量;含むn

2褐灰色土(lOYR6!1)

しまり強く、粘性弱い。
ローム多ii!:含む。

。2m 

lオリーブ灰色土(2.5GY6!1)

しまり 粘性弱い。

φJ'"'-'2mmの川砂のような

石を多量に含む。 2m 。
1褐灰色土(10YR4/1)

しまり、粘性やゃあり。I 039 

ミi

カ
タ
一
フ
ン

@ 

A' 
カクラン

<(1 <(1 

702.6m 
(l・80)

カクラン

2m 

l黒褐色土(10YR2!1)

しまりやや弱く、粘性やや強いa

少ロームプロック少ii(含む。

。2m 

l灰黄褐色(10YR1!2)しまり・粘性弱い。

軽石・ローム粒子を多く含む。

2黒褐色(lOYr3!1)しまり・粘性あり。

lcmの軽石粧を含む。

2m 

H2 

A場
703.1m 
(1:80) 

A 

7ffd011 2m 。

。

A' 

0107 

勿ヲりァう効力ヲヲパ三
2m 

l黒色士(lOYR2!l)しまり粘性やや弱いc

ローム 灰黄褐色土プロック少量含む。

下¥

@Jif 

迂|

2m 

l 黒褐色土(10YR2!2)

ローム粒子・軽石を少ii!:含む。

2暗褐色土(lOYR3!3)

ローム粒子・軽石φO.5'"'-'lcmを含む。

3褐色土(lOYR4!4)ローム主体。
軽石φO.5--...，lcm0黒色土を含むo

4にぶい黄褐色土(lOYR4!3)

ローム多量に含む。

軽石φO.5Clllを含む。

5黒褐色土(10YR2!3)

ローム粒子・軽石 φO.S.........lcmを含む。

078 

一方財-
。

2m 

1.1こぶい褐色土(1I1YI¥:i/:l)

2黒褐色土(lOYI<3/1)

しまり・粘性やゃあり。
ロームプロックを含む。

l黒褐色土(lOYR3/l)しまり・粘性やや弱い。

φ1 "'2cmの軽石を少量J含む。

2褐灰色土(lOYR4!1)しまりやや弱く、粘性やや強い。

ローム少量、 φ1-2cmの軽イ5を多ljkに含む。

3燈色上(7.5YR7!6)しまりやや弱く、粘性弱い。

ロームを基調とし、褐灰色土を少盆含む。

4褐灰色士(lOYR4/l)し主りやや弱く、粘性やや強い。
ローム・φ1.-.....2cmの軽石を少量含む。

5禍灰色土(lOYR5/1)しまり弱く、粘性やや強いu
ローム多量、 φ1.-....2cmの軽石を少量含む。

7
¥
h
U
V
A
W
 

小
め

。

2m 

l黒色土(lOYR2!1)しまり・粘性やや弱いロ
小ロームプロック少五t含む?，

2黒色一上(lOYR2/1)しまり粘性やや弱いG
ローム多量含む。

〈

1
)
 

引

m
q
d
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l黒色土(10YR2!1)

しまり・粘性やや弱いの
小ロームプロックを少量含む。

2黒色土(lOYR2!1)
しまり粘性やや弱い。
ロームを多量に含む。

。l褐灰色士(lOYR4!l)

しまり・粘性弱い。
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I灰黄褐色土(lOYR4!2)
しまり・粘性やや弱い。

黒褐色土を少量含む。
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ローム粒子と鉄分を多く含む。
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第5節溝状遺構

本遺跡からは76本の構状遺構が検出された。検出位置は調査区全体に及ぶが、所産時期により溝状遺構の構

築方向に違いがみられた。弥生~古代に属する遺構は調査区の北東方向から南西方向に延びる状態で検出され

た。これに対して、中世の所産と考えられる溝状遺構は南北、東西方向を指向しており、各遺構も直角に交わるも

のも多かった。本項ではこれら遺構を時期に集成し、特徴ある遺構についてはその都度詳細を記載した。その他の

ものについては、掲載した構状遺構計測一覧を参照されたい。

検出された溝状遺構の時期別の内訳は以下の通りである。時期決定に関しては出土遺物や覆土の状況より判断

した。なお、遺構番号後ろの()番号は、調査時点で別番号を付与した遺構が後に同一遺構と判断できたものであ

り、実測図面や出土遺物は旧名称、を用いるが同一項で報告する。近世以降の遺構図は全体図を参照されたい。

弥生期 8本 M6.11.22.23.80.87.45.46 

古墳期 1本 M7 

古代 25本 M8.9.1016.26.24.25.34.35.39(76).40.41.48.42(69).43.17(51).63.65.66.71. 73. 74.75.77.78 

中世 15本 M1.2.15.17(33).18.19.27 .28.29.37.91.49(52.64).54.67.72 

近世以降 18本 M12(55).13(14).20.21.30(60).31.32.36(58.59).38.44.53.56.57.61.62.68.89.90 

不明 9本 M3.4.5.50. 70. 79.81.86.88 

(1) M6号溝状遺構

本社は調査区東側のXX.XX1区に位置する。本祉は調査区北東方向から南西方向に伸びる状態で検出さ

れ、東西端は調査区域外となる。溝はやや湾曲する部分もあるがほぼ直線に延び、掘り込み形態はU字形を呈す

る。 底面は人一人が歩ける幅の状態で、あった。 規模は検出長が97.34m、 幅が土手を含めると4 .27~4.93m、 最小

幅で、0.87mを測る。 溝深さは0 .67~0.74mで、 東端と西端の標高差は0.74mで、西側の方が低かった。

本社の特徴は、 一部西側部分で、検出された土手状の高まりで、ある(セクション図B-B'C-C'問参照)。この高まり

は構北側で高さ0.14~0 . 17m、幅0.77~0.97mを測る。 土層は砂を含む黒褐色士で、 所謂 「版築」のような堆積で

はないが、 写真図版57一⑥で示したように北側から堆積する砂層が擁り上がるのが観察できる。このため、 この高ま

りは、構掘り直し時の排士等の堆積など、人為的なものと判断した。

と二二ク

/ 
3 

1~5 

5 (1 :4) 

M22 

M23 

lJ2(14)ζコ2

1 

，_，，，，，'U ， 
第100図 M6・22・23号溝状遺構出土遺物実測図
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また、セク、ンョン図D-D' 聞は表士からの観察ができたが、表土耕作土下の2~4層の堆積は溝状の堆積を示し

ている。M6号本体との聞には6.7層の間層が堆積するが、この上部の掘り込みも溝掘り直しの可能性が指摘でき、

溝の中心が南側にずれてして状態を示していることは、住居士止の項でも述べた 「弥生期の地殻のズレjに起因する

ものカもしれない。本祉からの出土遺物は少なく、覆土中より図示した遺物等が出土した。出土した遺物は弥生後

期の箱清水式がほとんどで、あり、 4の壷は溝中へ転落したような状態で出土した。これらの出土遺物より本社は弥生

後期の所産と考えられる。

(2) M22・23号溝状遺構

本土止は調査区東側のxx区を中心に検出され、本土l上もM6号溝状遺構と同じく調査区東方向から西方向に伸び
る状態で検出された。本土止は当初の遺構確認面では検出できず、 M8・9・10号溝状遺構調査時にその下部に遺構

が存在することが確認でき、再度の確認面下げを行い検出した。その結果、古代・中世の確認面である灰白色土

層下の黒色士がM22・23号溝状遺構の確認、面で、あることがわかった。

M22号溝状遺構はほぼ同じ幅で伸びており、 規模は検出長が56.2m、幅が平均で、1.00m、深さが0.16~0. 50m

を測る。東側で一部に土坑状の大きく掘り込まれた部分が検出された。規模は径2.36m・深さ0.93mを測る。本土l上は

西側lと東側でほとんど標高差がなく、標高701.2m前後で、掘削されている。溝底面の形状は逆台形状を呈する。

M23号溝状遺構はM22号溝状遺構に沿うように南側で、検出されたO 規模は検出長27.99m、幅が0.33~ 1 .44m 、

深さは0.08~0.55mを測る。 溝の西端は自然に消滅していた。 底面の形状は逆台形であり、ほぼ平坦で、あった。 構

の比高差は西端で、0.19m低くなるが、約28m間の差で、あり、 M22号溝状遺構と同じく、ほぼ地形に沿って掘削され

ている。

両遺構からは図示した遺物の他にいずれも弥生後期の箱清水式土器片がわずかながら出土した。これらの事か

らM22・23号溝状遺構は弥生後期の所産と考えられる。

(3) M7号溝状遺構

本社は調査区東側のXX1 .xxn.xx皿区を中心に検出された。検出部北端は南北方向に伸びる形状で、
調査区内は北東から南西方向に伸びている。 規模は検出長95 .73m ・幅1.20~2.00m ・深さは0.38~0.88mを測る。

形状は逆台形である。溝の比高差は0.58mを測る。

本土止からの出土遺物は図示したものがあり、 lと2は古墳時代中期の特徴的な杯であり、 lは復元の結果ほぼ完形

となった。このことから本祉の所産時期は古墳時代と考えたい。

第34表 M6.7・22・23号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形 ・ 調整 ・文犠 推定値()残害値(>丸底.
No 種別 器種

口径(長)底径(幅)器高(摩) 内 面 外面 備 考 出土位置

1 弥生 蓋 (4.4) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測 W区

2 弥生 査 11.3 (2.4) ナデ ミガキ 完全実測 XXlI -16 土手

116 3 弥生 査 (16.7) (7.1) ミガキ |完全期 IJ 内面剥離 XXlI-16 土手 U3-398 

弥生 苦E (130) 5.0 12.2 ミガキ→口縁から胴上半部赤色塗彩 |ミガキ→口縁から胴部赤色塗彩 完全実例l NO.2 

5 弥生 事E ミガキ 櫛f曲目眠状文 櫛描波状文 断面実iWJ lV区 XX1-5 

士師器 士干 (11.9) 5.6 ミガキ 口縁ヨコナデ底部へフケスリ 完全実視l XXlI -7 

2 土日市器 士平 体部ナデ→口縁ヨコナァ 体部ナデ→口縁ヨコナデ 破片実視l XXlI -7 
117 
3 弥生 鉢 6.2 (29) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→体部赤色塗彩 完全実視l XXill-6 

4 弥生 言語 ナデ RL縄文 断面実i四l XXlI -13 

¥122 l 弥生 号車 6.8 (96) ヘラミガキ 櫛拙波状文→へラミガキ 完全実抑l

¥123 弥生 喜本 (16.4) (5.4) 7.2 ヘラミガキ→赤色塗彩 杯部・底部へラミガキ→赤色塗彩 回転実測

No 器 種 素 持 愚大長 最大幅 愚大軍 重量 所 見 出土位置

5 円f5 土製品 46 5_5 08 26.57 内面ハケナデ 外商ハクナデ→ミガキ M7 

M7 6 打製石斧 硬質砂岩 (11.9) (5.8) (1.8) (15470) 基部欠損刃部付近に磨滅 No.l 

7 1l!1石 輝石安山岩 32.2 26.9 高さ 16.5 12530.00 中央の凹径104x 9 3 凹深1.9 すり面3 正袈に凹(正回11コ 裏5コ) 田区

M22 2 敵石 硬質 9.4 7.0 3.3 357.61 上下端部に敵打痕

¥123 2 磨・敵右 輝石安山岩 10.2 6.1 4.2 350.37 正裂にすり面 Li_制IJに敵打痕
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(4) M8・9圃10号溝状遺構

本土止は調査区東側端のXIX'XX区を中心に検出された。 北東から南西に伸びる形状で、 3木の溝状遺構が並

ぶように検出された。 規模はM8が検出長46 . 30m ・ l幅0.68~3 .55m ・深さは0.38~0.73mを測る。 M9は検出長52 .85

m・|幅0.70~ 3 .32m ・深さ0.32~0.47mを測る。 M10は検出長41.23m ・ 111高5 .44~8 .52m ・ 深さ0.55~0.60mを測る。 い

ずれの溝も北側より南側が0.52~0.96m低くなっている。 構の形状はM8とM9は逆台形状の掘り込みで、底面は凹

凸があった。M10は3本の構の中で最も幅広であり、形状も複雑で、底面ーも凹凸が激しかった。また、セクション図D

D'E-E'で示したように、何度かの掘り込みの結果が現状の形を示していると考えられる。

M8三三当 A¥ ~ 3 

て二コ10
c二二二コ 11

1 ~9 ・ 12~1 7 (1:4) 

法λ 刀'/ ...側
ヲ嶋hσ 品 12

機 347艶 13

8 

ι二二コ 14
ζ一一一一コ 15

16 (1:1) 
14・15 (1 :2) 

1 ~ 13 ・ 1 7 (l: 4) 

第103図 M8・9弓ー情状遺構出土遺物実測図
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第35表 M8・9号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 
活 量 成形 ・ 調艶 ・ 文織 推定値()残存値 <)丸底・

No 種別 絹種 口径 底径 器高

〔畏〉 (幅〉 (厚〕
内 面 外面 備 考 出土位置

須官、器 蓋 (13.8) (5.0) ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転へラケズリ 回転実iW[ I区

2 弥生 蓋
つまみ

(47) ミガキ ミガキ 完全剣I[ 焼成問LI II区6.1 

3 q吊!f 高杯 (15) 杯部ミガキ→赤色塗彩脚部ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 完全実測 E区

4 弥生 同i杯 (54) 対、部ミガキ→赤色塗彰 脚部ハケ目の残るナデ ミガキ→赤色塗彩 完全実調I[ IV区

b 弥生 高耳、 (67) 杯部ミガキ→赤色塗彩脚部ハケ日の残るナデ ミガキ→赤色塗彩 完全実iJ!l[ E区

6 弥生 壷 (10.6) (37) 頚部ハケ目 口縁ハケ目の残るナデ |口唇部ハウ状工具による圧痕 口縁ハケ目 回転笑ifil[ E区

M8 
7 弥生 ~ (132) (5.5) ハウ日→ミガキ 櫛描簾状文揃措波状文 回転実担I[ E区

8 弥生 号車 (15.2) (6.3) ミガキ 櫛描簾状文櫛描i庄状文 口容部に刻み 回転実測 H区

9 弥生 古里 ミガキ 櫛描波状文 断面実ifil[ I区

10 弥生 紡錘車 (3.0) 3.5 0.7 ミガキ ミガキ→赤色塗彩焼成後穿孔 田区

12 手づくね土器 ナデ ナデ 断面実測 I区

13 手づくね土器 ナデ ナデ 断面実測 E区

14 縄文 浅鉢 隆帯 隆帯沈線 断面実調l I区

1 弥生 葺量
つまみ

(52) ミガキ ミガキ→赤色塗彩焼成前穿孔 完全実測 IV区
4.~ 

2 弥生 茸量
つまみ

(45) ミガキ ミガキ 焼成前穿孔 完辛。実測 [1'区
4.1 

3 弥生 高杯 (7.2) (5.4) 珂、部ミガキ→赤色塗彩 脚部ナデ ミガキ→赤色塗彩 完全実視I[ [V区

4 弥生 高珂: (9.7) 士干部ミガキ→赤色塗彩 脚部ナデ ミガキ→赤色塗彩 |完全実測 脚部内聞に赤色顔料付着 [[烹 W区

5 弥生 高杯 (3.8) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 完全実測 [1'区

6 弥生 道 ハケ自の残るナデ ミガキ→赤色塗彩へラf苗沈線ヘラ描斜走文 断面実測 E区
M9 

7 弥生 査 ミガキ→赤色塗彩 ミガ今一〉赤色塗彩 櫛惜積走平行線文 断面実i則 E区

自 弥生 ワ 櫛描波状文 ヨコナデ→焼成前穿孔 l折田実i開l E区

9 弥生 号車 ミガキ 櫛描簾状文(10本 2連止め) 櫛描波状文 断面実測 E区 XlX-15

10 弥生 費 ミガキ 櫛f曲簾状文(8本 3連止め) 櫛揃波状文 断面実測 I区

11 弥生 費 ミガキ 出地文RL 断面実{則 E区

12 弥生 iニチュT鉢 5.0 (1.8) ナデ ナデ 完全実測 W区

13 弥生 現 ミガキ 縄文RL |新商実担I[ JI'区

No. 揖 種 紫 材 愚大畏 最大幅 鰻大厚 重量 所 男 出土位置

11 円板 土製品 48 5.0 0.8 20.60 内面ミガキ→赤色塗彩 外面ミガキ→赤色塗彩 E区

15 軽石製品 軽石 8.7 5.6 3.4 61.05 全体にすり E区

M8 
全体にすり IV区16 軽石製品 軽石 8.0 5.4 2.3 46.95 

17 軽石製品 軽石 4.9 3.8 2.0 14.34 全体にすり W区

14 土板 土製品 43 1.2 07 18.50 内面ハケナテ'→ナデ外面ハケナデ→ ミガキ 方形 E区

15 円板 土製品 5.0 5.4 0.9 25.63 内面ハウナデ 外市ミガキ 皿区

M9 
孔径0.3 調整ナデ16 勾玉 士製 3.8 u 1.5 9.83 No.l 

17 軽石製品 軽石 5.5 4.5 4.0 46.65 全体にすり E区

3本のいずれの覆土も、砂層やシノレト層が主体をなしており、堆積状況も水流の影響を受けた様子が観察で、きた。

また、各溝状遺構からの出土遺物は多かったが、そのほとんどは覆土中からのものであり、尚且つ遺物の縁辺部が

摩耗した土器片も多く見られた。これらの事から3本の溝状遺構はし、ずれも水路あるいは自然流路の可能性が指摘

でき、現状3本の溝状遺構に分離しているが、本来は一本の溝状遺構が時間経過とともに流れを変えた結果が、現

状の姿とも推定できる。

出土遺物はM8号溝状遺構で17点、 M9号溝状遺構で同じく17点、 M10号溝状遺構で46点を図示した。特徴的

な遺物としてはM8の6が弥生時代査の口縁部破片と考えられるが、在地の箱清水式や栗林式とは形態が異なり、

系譜が注目される。また、 M9で14の方形の土版や16の土製勾玉は希少な出土例である。M10からは須恵器や土師

器の出土が多く、17の須恵器聾はほぼ全容が解る程度に復元された。また、24の弥生箱清水式の蓋は、稲や雑

穀等の痕跡が顕著で意図的な混入が考えられる(第V章科学分析参照)03遺構の遺物共通点として、いずれの溝

からも縄文・弥生・古代までの遺物が出土するのみで、中世以降の出土遺物は含まれていなかった。 このことからM

8・9・10号溝状遺構は古代まで機能していた溝と考えられる。
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第36表 MIO号溝状遺構出土遺物観察表(1) (cm) 

法 量 成形 ・ 調整・文繊 縫定値()残害値<)丸底.

No 種別 器種 口径 底径 器高
外面 備 者 出土位置

(長〕 (申書〉 〔理〉
内 面

l 須恵器 i!J. 8.0 
つまみ

4.0 ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転へラケズリ→つまみ貼イ寸
完全実測外商

I区
2.2 自然紬付着

2 須恵器 立て (9.8) (13) ロクロナァ ロクロナデ→天井部回転へフケズリ 向転、実測 E区

須Jt~器 蓋
つまみ

(2.2) ロクロすーテ ロクロナデ参天11部阿転へラケズリ→つまみ貼1'1
完全実t則外国

I区3 
3.6 自然有h付着

須曹、骨量 議 15.0 (20) ロクロナデ ロクロナデ
回転実担u外面

I 区 II~4 
自然荊h付着

5 須曹、器 士不 口クロナデ ロクロナデ→底部回転へフケスリ {止片実調I[ E区

6 須官、器 事午 14.3 7.l 4.2 ロタロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り(右)
完全実相'1 内外

E区
出火だすき有

7 須官、器 士干 14.6 8.6 4.l ロクロナデ ロクロナデ→底部切り雌し後ハケ目の残るナデ 完全実視I[ IIIK 

8 須恵器 土不 13.3 69 4.5 ロクロナデ ロクローJデ→底部ヘフ切り 完全実測 I区

9 須恵、器 士不 13.6 8.8 4.2 ロクロナデ ロクロナデ→底部凶転へラ切り
完全実i四l内外

ト百区
面自然紬付着

10 須恵器 折、 (13l) (7.3) 4.8 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラ切り 回転実測 E区

II 須恵、器 有台1平 (15.3) (111) :n u夕日ナデ Uクロナデ→底部回転ヘフケズヲ→高台貼付 回転実測 I.II区

12 須恵器 ;古;J耳、 (72) ヘラナデ ロクロナデ沈線あり 完全実測 E区

13 須恵器 査 (116) (4.1) ロクロサデ 日然科刷新 日夕日ナデ 回転実掛l E区

1'1 須恵器 ーと一u軒ム (8.4) (73) ロクロナデ ロクロナデ
回転実測内外

E区
面自然紬付着

1;; 須恵器 同町て 6.0 ナデ ナデ 完全実測 E区

16 須恵掠 (50.2) (8.8) ロクロナデ へラ描償走平11線文欄描波状文 凶転実i則 rr.rn区

17 須恵探 型E (18.5) 274 u縁ヨコヴデ I1同から底部ナデ 口縁ヨコナデ→胴から底部クタキ円 回転実測 I.rr区

18 土師器 町、 (16.3) (5.1) ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→下部回転ヘラケズリ 回転実測 E区

19 士師器 f不 (12.7) (100) (3.7) ヨコナデ→¥1音文 ヨコナデ→へプケズり 回転実測 E区

20 土師器 士不 (13.7) (100) (3.9) ヨコナデ→¥1音文 へラウズリ→ミガキ
制転実測底部

H区
にへラ記号つあり

¥[10 21 土師器 主午 (114) (10.9) (2.6) ナデ→f-I縁ヨコナデ 口縁ヨコナデ休部ナデ 回転実測 E区

22 土師1掠 J'f (6.2) (35) ロタロナデ ロクロナデ→底部と底部外周手持ちへラケズリ 回転実測 E区

23 弥生 蓋
つまみ

(2.'1) ナデ ナデ 完全実測 E区
4.5 

24 弥生 3邑 つまみ
(72) 寸デ種実痕あり ミガキ焼成前穿孔 種実痕あり 完全実担l I区

3.9 

25 弥生 重本 5.4 (4.0) ミガキ→赤色主主彩 底部ミガキ 体部ミガキ→赤色塗彩 完全実測 I区

26 弥生 高J不 (28.7) (6の) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩突起貼付 回転実測 I区

27 弥生 高亦 10.1 (58) 裾部ヨコナデ→間住期けーデ ミガキ→赤色塗彩
完全実t例外而

E区
磨滅著しい

28 弥生 間亦 (4.4) 
士不部ミ ガキ→赤色塗彩 脚部ナ

ミガキ→赤色塗彩 完全実測 E区フー

29 弥生 高1不 (59) 
上不部ミガキ→赤色塗彩 脚部ハ

ミガキ→赤色塗彩 完全実測 I区
ケ自の残るすデ

30 弥生 高f不 8.6 (6.1) 
士干部ミガキ→赤色塗彩 脚部ミ

ミガキ→赤色塗彩 |盗相貼付? 完全実i同l E区
ガヰ→赤色塗彩

31 弥生 間上不 (6.7) 
杯部ミガキ→赤色塗彩

ミガキ→赤色塗彩沈線あり 完全実胡I[ rr~ 脚部ヘラFデ

32 弥生 主主 剥阿佐 へフ拙横走平行線文 ヘァl/ii斜走文 l折面実掛'1 I区

33 弥生 査 剥閉症 ヘラ描横走平桁線文 ヘラ描斜走文 出rr函実がl 国IK

34 弥生 IτE ミガキ+赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩へフt!li斜走文沈線 断面実i四l I区

35 弥生 妄F慨L (182) (4.8) ミガキ 柵描波状文 回転実測 IIt正

36 弥生 ~m (212) (6.0) ミガキ 櫛摘d主状文 向転実測 !Iヌφ

37 弥生 雪地 ミガキ [lU阻文 断面実測 !I丘

38 弥生 事1 ミガキ ミガキ RL純文 断面実測 E区

39 弥生 主主 5.4 (2.6) ミガキ ミガキ 完全実測 III;正

40 手五牛 "li'. (8.2) (3.3) ノ、ケ110)主主るナデ ミガキ 完全英抑l III三

41 制文 i果f.* ナデ 沈線竹11文 J析而英語I'[ IIR 
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(5) M16・26号溝状遺構

本土止は調査区中央部のXXII[五を中心に検出された。M16号構状遺構は南東角をもっ直角に曲がる溝状遺構

で、規模は検出長が29.11m、 l隔が0.46~ 0.84m、深さが0.14~0.25mを測る。 M26号構状遺構は南北に伸びる構状

遺構で、 規模は検出長が24.25m 、 111高 75' 0.52~0 . 99m、深さ0 . 12~0.1 6mを測る。いずれの遺構も南側で、試掘卜レンチ
により自rJ平され確証を得ないが、構の規模や形態から同一遺構の可能性がある。出土遺物は図示したM26号情状遺

F手竺 -4三量三司 一軸句h /去費~ ，f三三テヨ二二±竺当

¥二主J 実三云j モ王手J
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第105図 M10号構状遺構出土遺物実測|丞[(1)
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第37表 M10号溝状遺構出土遺物観察表 (2) (cm) 
No 鵠 種 曹E 材 層大畏 鰻大幅 最大厚 重・ 所 見 出土位置

12 内板 土製品 51 5_1 09 21.23 内部ナデ外部へラケズリ→不明 J[区

43 円板 士製品 5.0 5.3 1.0 33.69 内剖けデ外部ミガキ II 12i 

Ml0 44 剥片 黒曜石 3.6 3.9 1.2 19.91 E区

15 磨石 ホレン7ェNJ. (13.2) (78) (5.3) (676.68) 下部欠償責而にすり而 E区

46 右、石 回11Y、才n 11.8 9.3 91 1455.93 正而にすりと条痕 周囲は敵打痕 E区

構から出土した須恵器翠の他には、 M16号構状遺構からは弥生高杯片や査片が出土している。両遺構の所産時期

は覆土の状態や須恵器護から古代と考えたい。

(6) M25号溝状遺構

本社は調査区中央のXVI.xvn. X X III区を中心に検出された。形態は西側に開く「コ」の字状で、南端はD20
号土坑に切られている。規模は検出長が86.95m、|幅が0.40-1.71m、深さが0.10-0.46mを測る。北側lと南側の
溝底面の比高差は0.59mで、あった。覆土は自然堆積で、あったが、下層にロームブ、ロックを多く含む部分が多かった。

溝底面はやや凹凸があり、水が流れた様子-は確認で、きなかった。本社からの遺物は覆土を中心に多く出土し、14

点を図示した。

これらの出土遺物から本土止の所産時期は古代と考える。

(7) M42(69)・47(51)号溝状遺構

木士止は調査区中央のIV.X.XVI区を中心に検出された。M42(69)は南北方向に伸びる形態で、南端で孔125と重

複するが溝底面の高さは、本土止の方が0.23m高い。M47(51)も同じく南北方向に伸びる形態で、南端でM25と重複

するが、底面は本土止の方が0.18m高い。両遺構ともにM25とは段差が存在する為、 別遺構と考え調査を行ったが、

覆土は非常によく似ており、出土遺物も須恵器杯や翠片など、古代所産のもので、あった。また、上面からの明瞭な遺

構重複ラインは確認で、きなかった。 よってM25.42.47は同時併存の可能性も指摘で、きる。
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万写7

旦場ず
方ラヲヲ

方芳ヲ

M16・M26

1.巣褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性弱い。

2褐色土(lOTYR4/6)しまり・粘性弱く、ロームプロックを多く含む0

3灰黄褐色土(lOYRS/2)しまり粘性あり。黒色土ブロックを含むo

4灰黄褐色土(lOYR4/2)しまり・粘性あり。ロームプロックを含む。

5褐灰色土(lOYR4/1)しまり・粘性弱い。

トレンチ

@ 

万初

hみァデ
703.2m 

O (1:100) 2m 

2m 
702.3m 
(1:80) 

(j) 

方坊
。

調
査
区
域
外

Ta2 

l熊褐色土(lOYR3/l)
しまり・粘性やや弱い。

2黄褐色土(lOYR5/8)

しまりあり。ローム掘り崩れ。

HIO 

5m 

M
Yハ
ぶ
ト
叫

(1:200) 

伏
ト
ト

F

〈

〈

M24 

H9 

-h 
M43 

Mlド@ 
M35 

(j) 

l灰黄褐色土(10YIl4!2)
しまり・粘性やや弱い。
小ロームプロック少量含む。

702.7m 
0(1:100) 2m 

(1 :200) 企均 企
l褐灰色士(lOYR4/l)しまり・粘性弱い。さらさらした土。

2黒色上(lOYR2/l)しまり・粘性あり。ローム粒子を多く含む。
地山に近いが、ぼそぼそしている。

η汚 2m 

M16・24・26・34・35・40・43号溝状遺構実測図
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@ 
M47 

B・B 

芳タ

A' 

方財
E' E 

万語表芳男努ノ

努秀男努辰荻

一歩一方財/一被安言
l褐灰色十(IOYI<4/1)し主り 粘性弱い。さらさらした土。ロームプロック少試合む。

2黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性あり。ロームブロック多此含む。

3附褐色土(lOYI<3/4)しまり・粘性あり。ロームブロックを多く含む。

4灰褐色土(7.5YR5/2)しまりやや弱く、粘性弱い。ローム少iit含む。

5灰褐色土(7.5Y1<5/2)しまりやや弱く、粘性やや強い。
φ1-._，5cmロームプロック多量含む。

702.9m(f¥-A' s一日'C-C'D-D'E-E')

702.3m(F-F' G-G' J-トH'j-I')

o (1 :80) 2m 

@ 
。20

同|

∞| 

l黒褐色土(lOYR3/2)しまり・粘性やや弱い。
灰黄褐色土ブロック少公含む。

2黒褐色土(IOYR3/2)しまり・粘性やや弱い。
ロームプロック少量含む。

3黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや弱い。
小ロームブロック少乱含むs

M25・39(76)号溝状遺構実測図

122 -

調査区域外

[)32!-------- 703.4m 
o (1:100) 2m 
ト.，.，.，.，ート一一一--1
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M63 @ M41・M48

I褐!火色土(lOYR4/1)
しまり・粘性やや弱いc
黒色 tプロックψ:!it合む。

2灰黄褐色ー(lOYR5/2)
しまり Wiぜベi'""ド弱し、c
ローム少iJ!:含む肉

手、
札136
」ー一斗

トレンチ ¥

1.1疋黄褐色イc(10YR4/2)
しまり弱く、名~i性""，.ゃあり。
軽石粒子を多く含む。

703.4m 
O (1:100)2111 

M77 

九1務男ぢ
A A' 

琴Z
I黒褐色上(lOYR3/l)

己ZZEZZ?し、ρ

li jp 
ν127 

¥[48 

1灰黄褐色土(lOYfN/2)
しまり・粘性あり。
ロームブロヌク ー

円ーム1伸子を多く含む。

A' 
A 

一今

@ ，-一一

A芳勿丘
1.1こぶい黄1tJ色土(lOY[¥<l/o)
しまり粘性やや弱く、砂少l_1(含む

トレンチ

l黒褐色=I::(lOYR3/1)しまり・粘性やゃありe

2黒褐色土(lOYR3/1)しまり;j"り。粘性弱い3
ロームプロック・砂を含む。

3. ~こぶい黄禍色土(I0YR4/:l)しまり ・粘性弱い。
砂を多く含む。

703.2111 
o (1: 100)2m  

703.3m 
O (1:100) 2m 

M41 

、、

一対毅一
M'll 

l黒褐色 ト(10YR:l/l)しまり・粘性あり。
ロームプロックを多く含む。

2黄褐色土(lOYR5/日)しまり粘性あり。
ローム主体c

702，8m 
O(1: 100) 2m 

T対
1黒褐色村lOYR3/1)し主り・粘併やや弱い。

2棺色土(I0YR6/6)しまり・粘性やや弱い。

黒1白色土プロック少H'-.合む。

恥恥恥

トレンチ

M73 

@ 
制

査

区

域

外

0 (1: 100)2m 

M41・48・63・71・73・75・77・78号溝状遺構実測図
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lにぶい黄褐色土(lOYR4/3)
しまり・粘性弱い。

2黒褐色士(lOYR3/1)
しまり・粘性やゃあり。
ローム粒子を含む。

3灰黄褐色士(lOYR4/Z)
しまり・粘性弱い3
赤色粒子を含む。

4. ~こぶい黄褐色土(lOYR4/3)
しまり・粘性弱し、。

5.1こぶい黄褐色土(lOYR4/3)
しまり・粘性やゃあり。
ロームブロックを含むc

6明黄褐色土(IOYR6/6)
しまり・粘性ややありの
ロ ムプロック主体。

， ' 
‘ 一

トレ ンチ

企柑

減努-
C 

視察

C' 

D' 

3黒褐色土(lOYR3/1)
しまりやや強く、粘性やや弱い。
小ロームプロック少量含む。

4浅黄燈色土(lOYR8/3)

しまりやや強く、粘性やや弱い。

黒褐色士プロック少量含む。

2m 

務支空

いお

放~

干
V
パ柚

C' 

烹お

703，5m 
(1:80) 

C 

~万表者
l黒褐色土(lOYR3/2)
しまり・粘性弱い。

2褐色土(lOYR4/6)
しまり粘性弱い。
ローム粒子を多く含む。

。

@ 

一一て二位三二

fE耳二二
l黒褐色土(lOYR3/Z) 一一一一一~一一----ri
しまり・粘性あり。 M29 : ) 

ロームプロックを含む。 一一一一一一一「わ←一一一
2黒褐色士(lOYR3/1) 一一「判/一 一
しまり・粘性やゃあり。 二二二=二_MW---fr寸---一一
ロームプロックを多く含む'0 11 L-----一一
3にふ、黄褐色土(lOYR5/4) 一一一一 j 
しまり・粘性ゃゃあり。 ¥0127i : 
ロームプロックを多く含む。

703.6m 
(1:80) 

タ
。

2m 。

2m 
703，6m 
(1:80) 

10m 

M42(59)・47(51)・55号溝状遺構実測図

-124 

。

第110図

(1:250) 



M74 ノノ

1褐灰色土(lOYR4/1)しまり・粘性弱し、。
砂ラミナ状に少量含む。シノレ卜層。

2黒褐色土(lOYR3/2)しまり弱く、粘性やや強い。
砂少量含む。腐食土に近い。

3黒褐色士(lOYR3/2)しまり・粘性やや弱い。
砂・シノレト少量含む。

4灰黄褐色土(lOYR6/2)しまりやや弱く、粘性弱い。
ローム・砂多量含む。

5黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや弱〈、粘性弱い。
砂少量含む。

6黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや強く、粘性弱い。
砂ラミサ状に多量含む。

7黒褐色土(lOYR3/2)しまか粘性やや弱b、。
砂多量含む。

8黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや強く・粘性弱い。
砂プロック状に多量含む。

調査 区 域外

湾訪抜

M74 

2m 
703.7m 
(1:80) 。

調

査
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外

トレンチ
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M66 

トレンチ
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カクラン

。

ロ九

F17 
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“ トレン チ。。。
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。

トレンチ。。。
F28 

。
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0
0
0
0
 

企均 五

旦お豆

市 。。。。。l黒褐色土(lOYR3/1)
しまり粘性あり。
下層にロームプロック。
赤色粒子を含む。 (1 :250) 10m 

M66・74号溝状遺構実測図
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2m 
703.6m 
(1:80) 。

2褐色土(lOYR4/4)
しまり・粘性やゃあり。
ローム粒子主体。

3にぶい黄褐色土(lOYR4/3)
しまり粘性弱い。



(8) M65号溝状遺構

本土止は調査区東側端のV'X'X1区を中心に検出された。南北方向に伸びる形状で、規模は検出長41.4m'

幅O.36-1.55m・深さはO.17-0.73mを測る。形態は基本的に逆台形状を呈するが、遺物がまとまって出土したX1 

-lGd寸近で、は溝が二股に分かれるような形状を示す部分もある。本社からの出土遺物は図示した須恵器杯や寵口

縁部などがある。これらの遺物はいずれも溝底面からは浮いた状態(写真図版61③~⑤参照)で出土している。こ

れらの遺物より、本i止は古代の所産と考えられる。

なお、本土止は南側で、Ta1と重複する。本土止の方が新しいと判断したが、 Talの東西ラインのセクションM65が現

れない事や、Ta1の南からM65と同規模のM48が伸び、その先でM41と重なり、その南でM25と重複する。これら

の事象は先に述べたM42等と共通しており、推定だかこれらの溝はすべてM25に集約される構造とも考えられる。

(9) M66号溝状遺構

本土止は調査区中央のN・V'X区を中心に検出された。掘立柱建物i止群を囲むように検出され、 検出長62.55m'

幅O.33-0.66m・深さはO.06-0.20mを測る。本土止からの出土遺物は図示で、きるものはなかったが、 須恵器霊片・坪

片等が出土した。本土止は出土遺物やその配置から古代の所産と考えられる。

~墜メRfd ¥己正三ゴ

、z干二五ミ三主ニJ

三i二戸
， 司母、F_

一一' 巳 " ._ ， .~ 
‘ ・~- .、伊士一
‘一 一一，、....
e ‘ 、 、.~ .，.，. 

tJJj' 
-_ 
ー，、..，._，1; 

，一一 戸
仁

tr"" 

。。
/ 
/ 

。，，0. 1/0 

メデ壬当竺三~

L主ゴ2ノ. 町、 ド

」

-

i

Ja
 

)
 
-
Fh
d
 

(
 
勺，e
A
Aマ
M
川

M25・26・35・41・48・47(51)・77号溝状遺構出土遺物実測図

-126 

第112図



三ズ三三主~

今一
五三

トマIこ
ミミ三=rI7

三三王ゴ 2

モ幸子f~ -~ :7 

8 

/f〉

E31 
第113図 M42(69)・65・74号溝状遺構出土遺物実測図

ウ

iつ山
1
E
A
 



第四表 M25・26・35・41・42・48・51・65・69・77号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形・ 調聾 ・ 文様 推定値()残存値(>丸底・
No 種目。 器廼

備 考 出土位置口径(畏〕 底径〔幅〕締高(摩〕 内 面 外面

l 須恵禄 間ミ 14.5 7.4 3.9 ロクロナデ ロクロナデ→回転へフ切り 完全実測 XVI-14 

2 須恵器 f不 (12.6) (7.8) 3.7 ロクロナデ火だすき有 ロクロナデ→回転へフ切り 火だすき有 回転、実測 XVI-19 

3 須恵器 珂ミ (15.0) (4.0) ロクロナデ ロクロナデ 回転実視l XVI-9 

4 須恵器 均二 (13.0) (7.8) 3.8 ロクロナデ ロクロナデ 切り離し後手持ちへラケズリ
回転実測内外

XVI-19 
面に火だすき有

須恵器 士不 (7.4) (3.3) ロクロナデ ロクロナデ→回転ヘラ切り 底部にへラ記号 回転実視'1
XVI-g 

5 
M4IXVI-9 

6 須君、器 査 (10.2) (2.7) ロクロナデ ロクロナデ 回転実視l XVI-9 

M25 7 須恵器 5里 (29.4) (8.4) ロクロナデ 当て具痕 ロクロナデ タタキ目 回転実I同l XVI-19 XVI-14 

M25XVI-9 XVI-9 

|レン千 M41XVI←日

須恵器 現 (21.0) (20.0) Fデ ロクロ Fデ胴部タタキ目 回転実測
M65XI-l XI-6 

8 
GrXVI-9 XI-6 

XVI-15 XVI検出

而

9 土師器 碗 (6.0) (2.5) へフミガキ→黒色処理 ロクロナデ切り離し後高台貼付 回転実測 XVI-14 

10 土師器 珂て (14.6) (9.0) 4.2 へラミガキ→黒色処理 ロクロナデ底部手持ちへフケズリ 回転実測 XVI-9 

11 土師器 き藍 (16.0) (7.0) ヘラナデ へラケズリ 磨耗している 回転実測 XVI-14 

M26 l 須恵器 褒 (28.8) (10.5) ロクロナデ ロクロナデ平行タタキ目 回転実測 XXlI-IO 

1 須恵器 5里 ロクロナデ ロクロナデ 断面実IslI L唖 6 XVI-IO 
M35 
2 須恵器 号車 (136) (9.3) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 L唖-6 XVI-l0 

M41 l 土師器 型電 (13.6) (4.0) ロタロナデ ロクロナデ 回転実測 XVI-9 

l 須T且器 蓋 (12.4) (3.5) ロクロナデ ロクロナデ天井部回転へフケズリ 回転実測 XVI-4 

2 須恵器 士不 (13.8) (84) (4.5) ロクロナデ ロクロナデ底部手持ちへラケズリ 回転実測
XVI-4 XVI-9 

SBOllWTllM 

3 須恵器 f1、 (148) (76) (4.5) ロクロナデ ロクロナデ底部へラケズリ 回転実証!'/ XVI -2・4

¥1<12 4 須恵器 上不 (15.6) 8.9 4.4 ロクロナァ ロクロナデ底部へフケズリ ヘフ記号 完全実測 XVI-4 

5 須恵器 珂ミ (19.0) (6.4) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 XVI-4 

6 須恵器 現 ロクロナデ 獅描波状文 断面実榊l XVI-4・15

7 土師器 Z隆 (6.1) へフナデ へフケズリ 回転実測 XVI-4 

8 土師器 ~li (20.6) (9.5) ナデ へラケズリ 回転実測 XVI-4 

M48 l 須恵器 蓋
つまみ
3.7 

(27) ロクロナデ ロクロナデ天井部回転ヘラケズリ つまみ貼付 完全実相'/

l 須恵器 雪聖 ナデ 平行クタキヘフケズリ 断面実測 X-14 

完全実測 18C 
2 磁器 小杯 3.2 (1.7) ロクロナデ→施紬 ロクロナデ→施粕(染付) 末-19C前 伊 X-9 

万里 V邦l
M51 

回転実測 19C 3 陶器 碗 (42) (36) ロクロナデ→施粕(染付) ロクロブデ→施紬(染付)
前瀬戸美濃

X-9 

断面実視/ 18C 
4 磁器 吉本 施紬(染付) 施紬(染付) 末一19C前伊 X-9 

万里V期

I 須恵器 坪 (14.4) (72) 3.5 ロクロナデ火だすき有 ロクロナデ底部回転へフケズリ 火だすき有 回転実測 XI-I No.3 

2 須恵器 土不 (14.0) (7.5) 3.6 ロクロナデ ロクロナデ底部へフケズリ 火だすき有 回転実測 X 1-1 

3 須恵;器 主午 (14.0) 7.9 4.0 ロクロナデ火だすき有 ロクロナデ 底部へフケズリ 火だすき有 完全実測 X 1 -1 No.3 

4 須恵、器 士不 149 8.4 42 ロクロナデ ロクロナデ 底部へフケズリ 完全実測 XI-l No.2・5・6

M65 5 須恵、器 杯 (139) 8.7 4.5 ロク口ナデ ロクロナデ 底部へラケズリ 完全実測 X 1-6 

6 須恵器 高杯 (4.1) ロクロナデ ロクロナデ郎部下部回転へフケズリ 完全実測 No.1 

7 須恵器 責 (9.6) ロクロナデ ロクロナデ→高台貼付(高台欠損) 回転実測 X 1 -11 

8 須恵器 至理 (27.6) (13.0) ロクロナデ 自然納付着 平行タタキ目 自然紬付着 回転実1<<'1 X-5 No.4 

9 須恵、器 現 断面実視l X 1 -11 

l 須恵、器 向て 7.4 (3.6) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へフ切り 完全実視'1 X-19 

2 須恵、器 刻、
¥169 

(12.2) (4.0) ロクロナデ ロクロナデ→底部手持ちへラケズリ 回転実調'1 X-19 

3 須恵器 短頚査 (8.8) (7.3) ロクロナデ 自然紬付着 ロクロナデ→底部手持ちへフケズリ 自然紬付着 回転実測 X-24 

4 縄文 深鉢 ナデ 沈線 断面実測 X-19 

M77 l 須恵、器 珂て ロクロナデ ロクロナデ底部へフ記号 断面実相l X 1-8 
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第39表 M25・42・65・69・74号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

No 器 種 素 材 E里大畏 愚大幅 鰻大厚 重 量 所 男 出主位置

12 敵石 輝石安山岩 10.3 fL3 3.2 319.83 両ImJにタタキ XVI-9 

M25 13 l事石 ホルン7ェルス 3.5 2.2 1.7 16.15 全体にすり XVI-9 

14 軽石製品 軽石 7.6 6.H 5.2 111.89 全体にすり XVI-14 

M12 9 軽石製品 軽石 6.7 5.8 2.7 45.43 全体にすり

10 自主石 輝石安山岩 10.4 5.2 3.3 262.71 E市iに破打痕 X 1-1 

M65 11 敵石 安山岩 17.6 16.8 5.4 1770.00 正裂と縁辺に磁打痕と条痕 NO.9 

12 台石 安山岩 (16.7) (11.5) (5.1) (1540) 右側J-T側欠損 E面に使用痕 NO.8 

5 支脚石つ 破璃質安山岩 (15.0) (9.3) (08) (1283.42) 被熱あり 上半部黒化上下欠損 X-4 
M69 
6 打製石斧 硬質砂岩 (5.8) (66) (1.2) (55.85) 上部欠損刃部磨滅 X-14 

M74 1 打製石総 安山岩 (5.1) (38) (1.1) (27.35) 下部欠損 VI -11 

(10) M1・2号溝状遺構

本祉は調査区東端のXXI区を中心に検出された。MlとM2はほぼ並行して南北方向に伸びる形状で検出され

た。 規模はMlが検出長46 . 29m ・ 幅 1. 48~2. 35m ・ 深さ0.61~0.75mを測る。 高低差は南の方が0. 60m程低かった。 M

2の規模は検出長46.12m・幅0.41~1.24m ・深さ0.33~0.53mを測る。 高低差は南の方が0. 53m低かった。 どちらの溝

も底面は平坦であり、水の流れた様子はなかった。

本社から出土遺物は図示したものであるが、覆土の特徴などから、両遺構は中世の所産と考えられる。
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M1.M2 

M2 
Ml 

調査区域外

? (1:250) 5，m 

l褐灰色土(lOYR5/l)しまり・粘性弱い。
軽石を含む。

2褐灰色土(lOYR1/1)しまり・粘性ゃゃあり。
炭化物含む。

3黒褐色土(lOYR3/2)しまり・粘性ありC

4.黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性あり。
黄色の砂を少し含む。

5黄褐色土(lOYR5/6)しまり・粘性弱い。

黄色の砂層。

6灰黄褐色土(lOYR5/2)しまり・粘性弱い。
φ2-3cmの軽石を多く含む。

7黒褐色土(lOYR:1I1)しまり・粘性あり。
褐色土・黒色土ブ口、ノクを多く含む。

日黄褐色土(lOYR5/6)しまり・粘性弱い。
黄色の砂層プロック。
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l褐灰色士(lOYR4/1)

しまり弱く、粘性やゃあり。
小ロームプロック少量含む。

2黒褐色土(lOYR3/1)
しまり・粘性あり。
ローム粒子を多く含むC

3灰黄褐色土(lOYR4/2)

しまり・粘性やや弱いc
小ロームプロック少批含む。

4灰黄褐色土(lOYR4/2)

しまり・粘性やや弱い。

ローム多盆含むc

5褐灰色土(10YR4/1)

しまり粘性やや弱い。

ロームプロック事j，¥含む。

6にぶい黄褐色土(lOYR4/3)
しまり・粘性やや弱し、e
軽石少ilr含む。

7.1こぶい黄侶色土(lOYR4/3)
しまり弱く、粘性やや弱し、。
ロム少抵含む。

自にぶい黄褐色上(lOYR4/3)

砂・ローム多量含むa

M27 

? (1:250) 5，m 



第40表 Ml.2.52・64号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 
法 量 成形・調整 ・ 文樽 准定値()残存値<>丸底.

No 種別 器種
口径(長)底径(幅)器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

破片実測 13C 
青磁 連弁文碗 施紬 施粕 後半-14C前半 E区

飽泉窯

2 陶器 誠且元 (34) ヨコナテF 自然糊付若 ノ、ウ目状の痕跡の残るナデ 断市実捌l
E区

中世常滑

MI 3 上師質 かわらけ 3.3 ヨコ寸デ ヨコナデ底部ヘラケズリ
破片実担l

E区
12Ci'¥: 

4 弥生 型E (150) (77) ミガキ 術描f轟状文(2連止) 12本櫛描波状文 回転実測 E区

5 弥生 器台 (29) ナデ づデ→赤色塗彩 完全実測 E区

6 弥生 鉢 4.4 (2.0) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 完全実調l E区

7 瓦質 瓦 (82) (57) 1.9 ナデ す7 断面実調1) E区

1 須恵、器 童量 (17.4) (31) ロクロナデ ロクロナァ 回転実視1) 血区

2 須恵、器 蓋 (146) (2.1) ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転へフケズリ |回転釧l内田に自然軸付着 Irr区
M2 
3 須官、探 盤 (220) (17.8) 3.6 日夕ロナデ ロクロナデ→底部回転へフケズリ |回転実相] 内面と底部外面に自然材付活|皿区

4 土師器 ロクロ褒 (13.6) (96) ログロナデ ロクロナデ 回転実副'1 皿医

l 土師質 かわらけ (7.4) (56) 1.5 ロクロナデ ロクロナデ→底部ナデ 回転実測 X-5 

M52 2 土師質 かわらけ (72) (1.1) ロタロナデ ロクロナデ→底部手持ちへフケズリ 回転実視l X-5 

3 土師質 かわらけ (70) (4.9) 1.3 ロクロナデ ロクロTT→底部回転糸切り 回転実測 X 1-1 

|叩龍13C泉後窯半JI) しのぎなし
1 j'j'磁 連弁文碗 (54) (2.9) 施利i 施紬 14C前半 X-10 

M64 
2 須恵器 有台杯 (106) (1.4) ロクロサデすれている ロクロナデ底部回転へフウスリ→高台貼付 回転実測 X25 

3 弥生つ iニfュ7土器 (72) 0.0) 44 ナデ ナデ 回転実視l X20 

No 務 種 素 材 最大長 愚大幅 最大軍 重量 所 見 出土位置

8 砥石 凝灰岩 11.7 2.9 1.6 76.33 砥面数4(正裏両側) E区

9 mゐ 砂岩 118 41 3.0 152.74 砥面数3 削り取ったような使用痕残る I区

10 砥石 砂岩 (100) (4.6) (3.2) (176.41) 下部欠損 削り取ったような使用痕残る E区

Ml 11 ワ 安山岩 10.1 4.1 3.3 207.39 I区

12 敵石 安山岩 9.2 4.8 4.2 196.95 卜下端部に敵打痕 I区

13 磨石 安山岩 15.1 10.5 4.9 946.21 正面に寸り面 I区

14 磨石 前~石安山岩 (96) (10.7) (3.7) (595.90) 下部欠損正袈にすり回 H区

4 砥石 斑1輯岩 (10.2) (8.9) (66) (956.98) 砥面数4 上下欠損 KO.l 
k目4

E裏にすり面5 庭石 輝石安山岩 12.8 7.4 37 526.62 VI-11 

(11) M49(52・64)号溝状遺構

本土止は調査区中央のW.X.X1区を中心に検出された。 D63号士坑を中心に北側の南北に伸びる溝をM64、

南側に伸びる溝をM49、西側に伸びる部分をM52として調査した。いずれの遺構もD63号土坑よりは古い。規模は

M49が検出長33 . 39m ・最大幅1.84m ・ 深さ0 . 21~0 .47mを測る。 M52は検出長7 . 89mで、西端は自然に立ち上がる。

幅は0.30m内外で、ある。M64は検出長12.12m・幅は0.30m内外で、 北端は自然に立ち上がる。溝底面の形状はM

52とM64の部分については逆台形状を呈するが、 M49の特に南側部分については凹凸が激しく、何本かの溝の集

合体のような状況で、あった。これらの溝状遺構はD63の東側に伸びる検出長18.38mのM54も含め、同一あるいは

有機的に結びついた溝状遺構と考えられ、溝の交差する部分に意識的にD63号土坑が築かれたと推定される。

これら遺構の出土遺物はM64より青磁碗、 M52よりカワラケ等があり、 中世の所産と考えられる。

(12) M27・28・29号溝状遺構

本社は調査区中央のX.X1区を中心に検出された。 3本の溝はほぼ並行して東西方向に伸びる形状で検出され

たが、M27号溝状遺構は西端で、南に向かって曲がり、M28号溝状遺構は東端で二股に分かれ一本は北方向に伸び

ている。規模はM27が検出長:90.52m・幅1.63~2.64m・深さ0 . 53~0.81mを測る。高低差は西の方がO .72m程低かっ

た。 M28の規模は検出長73.47m ・ 幅O.27~0.97m ・深さ0.14~0.38mを測る。高低差は南の方がO .57m低かったo M29 

の規模は検出長87.07m ・ Jjl高0 .26~ 1. 98m ・深さO.12~O .69mを測るO 高低差は南の方が0.84m低かったO いずれの溝も

西側に比べ東側の方が圃場整備などの削平を受けておらず、残存状況は良かった。溝の覆土はいずれも自然堆積
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第41表 M27・29号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 
法 • 成形 ・ 調整 ・ 文様 推定値()残存値 ()丸底.

No， 種別 絹種
口径(畏〕 塵径(幅)器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

l 青磁 連弁文碗 施取由 施粕
破片実測 13C 

XVll-3 
龍泉黛

2 青磁 鉢 (12.2) (1.5) 施干曲 施付
回転実測 13C後半

XVll-4 一14C.Ij半 純泉窯

須恵質 裡ね鉢 (13，0) (5，5) ロクロナデ 自然紬付着磨耗 ロクロナデ→底部外周回転へラケズリ→高台貼付
回転実測 13C後半

XVll-4 
尾張

4 須恵、質 事Y ナデ→ハケナデ ナデハケナデ
破片実iR'I 13世紀代

IX-25 
北関東

5 陶禄 雪地 ヨコナデ 自然利付着 断田実晶'I 中世 常滑 X\~-2 

6 須恵質 査? ナデハウナデ ナデノ、ケナデ
破片実測 13世紀代

X-21 
北関東

7 陶器 車且 (23.4) (7，5) 輪積成形→ヨコナデ 自然納付着 ヨコナデ 自然紬付着
回転実測 13C前半 X-21 

常滑 X-22 

自 陶器 司直 (5，4) へフナデ 自然納付着 ナデ 回転実測 中世常滑 XVll-2 
M27 

9 須恵器 有台杯 (1，2) ロクロナデ 底部回転へラケスリ→高台貼付(高台欠損)
断面実測

X-23 
へラ記号あり

10 須恵器 不明
断面実酒l

XVll-5 
ヘラ記号あり

11 須恵器 i皿 (238) (207) (29) ロクロナデ→みこみ部ナデ圧痕 ロクロナデ→底部回転へフケズy 回転実視'I X-21 

断面実i¥lll肩部外面・ XVll-l M29 
12 須恵器 司匝 肩部ナデ→口縁ヨコナデ 口縁ヨョナデ肩部タタキ目

口縁内面に自然納付着
X-23 XVI 

検出面

13 須恵器 有台杯 (62) (1.3) ロクロナデ ロクロナデ→底部糸切り→品台貼付 回転実調! XVI-5 

XVll-3 j}ク

14 弥生 鉢 (266) (82) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測
ラン XVll 
4 X\~-5 

カクラン

15 純文 鉢 ナデ 底部に網代痕あり 断宙実測 X-21 

1 須君、器 長平 (0.9) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転ヘラ切り
断面実測底部外面に

X-25 
M29 ヘラ記号あり

2 弥生 号車 6.3 (3.3) ミガキ 胴部ミガキ 底部ミガキ 完全実調'I X-25 

No 栂 種 素 M 愚大長 億大幅 鰻大型聖 重量 所 見 出土位置

16 土製紡錘車 砂岩 (4，3) (2，7) (1.2) (12，69) 径(5，6) 孔径(07) 調整ナデ X-25 

17 砥石 砂岩 (6，9) ('1.4) (3，4) (121.90) 砥面数3 左iW[-下側欠損 X-25 

18 磁石 砂岩 89 6.5 33 272.37 上端部に舷打痕 X四 3

19 高度石 花樹岩 106 5_0 30 20522 上下端部に敵打痕 XVll-'1 

20 ワ 輝石安山岩 (10，3) (7.0) (3，3) (375，14) 下部欠損

21 敵石 輝石安山岩 11.6 5.4 4.2 344.66 下端部に破打痕 X-24 

22 敵石 輝石安山岩 12.1 6.0 3.2 36581 上下端部に高度打痕 X-22 

23 阪石? 石英安山岩 11.6 6.9 3.6 295.37 左側は敵打? XV]-2 

24 敵石 砂岩 14.3 6.7 6.3 602.39 先端部に敵打痕 X-23 

25 舷石 安山岩 11.5 7.4 3.7 467.07 両側に敵打痕 XVll-4 

26 敵石 砂岩 (9，5) (6，8) (3，7) (602，34) 上部欠損 両桐I[に敵打痕 IX-25 

27 磨石 頁岩 8.6 2.5 28 8874 正面にすり面 XVll-3 

28 磨石 輝石安山岩 11.2 3.0 2.6 130.00 正面にすり函 X-23 

29 踏石 安山岩 11.1 6.9 38 407.93 正面にすり商 XVI -5 

30 磨石 安山岩 (70) (8.1) (7.7) (505.13) 下部欠損 正衷右側にすり而 X-22 

¥127 31 磨石 輝石安山岩 6.3 4.4 3.6 123.59 全体にすり X¥直 l

32 磨石 輝石安山岩 7.4 5.8 4.0 226.07 正投にすり函 X-23 

33 ワ 砂岩 7.0 5.0 21 8595 XVI-5 

34 ? 花|商岩 8.0 58 26 15690 XVll-4 

35 磨石 砂岩 10.6 5.3 2.6 190.80 上下端部にすり 広 25

36 磨・敵石 砂岩 (11.'。 (12，3) (4，0) (693，84) 下部欠摘正面にすり面浅い条痕あり 縁辺に敵打痕 X-25 

37 磨石 安山岩 (97) (6.6) (5，3) (644，27) 左側卜下側欠損 正面右側上側にすり面 XVll-2 

38 磨・敵石 硬質砂岩 14.7 6.6 47 540.02 正面にすり商 浅い条痕あり 上下端部に敵打痕 XVll-5 

39 暗記{石 安山岩 14.3 6，2 5，3 677，94 正面2ヶ所にすり面 上下端部に自由打痕 X-2¥ 

<ll 編物石 硬質砂岩 10，1 4.1 2.8 163.01 右側は快りかつ XVI-4 

42 つ 珪質貝岩 (12，2) (5.6) (4.0) (34141) 袋面欠損 XVI-4 

43 台石 輝石安山岩 12.4 7.6 3.4 581.07 正面に使用痕 XVll-3 

44 台石 安山岩 9，3 7，2 2.8 32894 被熱あり?袈面除き黒化正面に使用面 XVll-2 

45 剥片 黒曜石 2.0 2.3 0.6 2.56 XVll-l 

46 打製石斧 輝石安山岩 9，9 4A 2.1 116，98 全体に磨滅

47 打製石斧 硬質砂岩 (6，8) (6，3) (2，0) (9575) 下部欠損 XVll-l 
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第42表 M27・29・91号溝状遺構出土遺物観察表

(1:4) 

(cm) 
No 器 穣 紫 精 最大長 愚大幅 最大摩 重量 所 見 出土位置

48 打製石斧 安山岩 (57) (47) (12) (44.55) 上部欠損刃部磨滅 xvn~5 

49 角釘 妙、 (65) (09) (06) (7.40) 上下欠損 X~22 

M27 
50 不明 鉄 (14.5) (21) (U) (50.29) 下部欠損 本体は方形かつ X~24 

51 鉄{宰 鉄 (9.0) (84) 
器厚

(413.64) 約1/4残存?鉄分付着地柄形 医 25
(23) 

52 古銭 銅 2.5 0.14 2.38 完形開冗通宝 621年 (背上月) X Vl ~5 

M29 3 古銭 銅 2.4 0.15 2.42 完形照寧冗宝 1068(北来) X~23 

)191 腐・隙石 輝石安山岩 117 7.0 49 54714 正面2ヶ所と裂函にすり市 上下端部に敵打痕 X¥唖 2

の状況で、底面は平坦であり、水の流れた様子はなかった。なお、M28号構状遺構は東端の北側に曲がる部分で

M29号溝状遺構と新旧関係が確認され、 M28の方が古いと判明した。このことからこれら3本の溝は同時に併存した

ものではなく、M27とM29が同時に併存した可能性がある。このことは、先に述べたM1号溝状遺構とM2号溝状遺

構の様子とよく似通っており、幅と深さの異なる大小の溝が間隔を置いて併存することが指摘できる。また、後述す

るM17.18号溝状遺構も含めて考えると、これらの溝はいずれも直角に交わることが予想される。

3箇所の遺構から出土した遺物は遺構によりその量が非常にばらつきがあった。M28・29号溝状遺構からはほとん

ど遺物は出土せず、M27号溝状遺構からの出土が非常に多かった。 特にM27からは覆土中からの出土であるが、

龍泉窯系青磁碗や尾張系の担ね鉢、常滑の輩、北関東系の壷等の破片が出土した。これら遺物はいずれも13世

紀代から14世紀前半を示すもので、 これらのことからM27・28・29号構状遺構は中世前半の所産時期が考えられる。

(13) M17(33)・18・19.・67・72号溝状遺構

本土止は調査区西側のY'VI'X1 .xrr.xvrr.XVIIl区を中心に検出された。調査区を南北方向に貫くように伸びて

おり、表記した構状遺構の新旧関係は、M17が一番新しく、M18・19・72が次で、 M67が最も古い。このことから、これら

溝状遺構は、調査区の西側から東側に向けて徐々に位置をずらしながら掘り込まれていることが予想される。なお、近

世から近代の遺
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関連性が指摘できる。

規模はM1 7が検出長 1 29 . 59m、幅が0.40~3 .45m、深さはO . 23~O . 90mを測るO 溝底部はやや凹凸があり、覆土

は自然堆積で、あった。 溝の一部に二股に分かれる部分もあった。 M18は検出長116.95m、幅O . 56~2 . 57m、深さ

O . 15~O.73mを測る。溝底部はM17と同じく凹凸があり、覆士は自然堆積であった。 いずれの溝状遺構も覆土中に

砂層が確認され、水流の影響を受けていたと推定される。

各遺構からは、覆土中を中心に遺物が出土した。 M17からは図示した常滑の事やカワラケ、龍泉窯系の青磁碗と

ともに、中津川系の担ね鉢片が出土した。また、 M18からは硯片とともに古代の円面硯が出土した。欠損しているが

方形の透かしを持つタイプの硯である。

これらの遺物から、ここに記載した溝状遺構は中世の所産と考えられる。

第43表 M17・33・18・67号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形 ・ 調整 ・ 文織 准定値()残容値()丸底.
No 種別 器種

口径(畏) 底径(幅)器高(摩〉 内 菌 外面 備 考 出土位置

l 陶器 現 ヨコナデ クタキ阿
断面実視l 中世

I区
常滑

M17 2 土師質 かわらけ
(7.4) (4.7) 1.8 ロクロナデ ロクロナァ→底部糸切り 回転実測 I区

3 士師質 かわらけ (63) (U) 日ク口ナデ ロクロナデ→底部糸切り 回転実測 E区

4 弥生 吉本 (13.2) (4.8) 7.1 ミガキ→赤色塗彩 口縁ハケナデ→ミガキ→亦色塗彩 底部ナデ 回転実測l V区

l 青磁 碗 53 (1.7) B直前11 施納
完全実測 13C 

X 1 -15 
龍泉窯

2 陶器 土瓶つ (50) (¥.3) 施紬(喜荷車jl) ロク口ナデ→施紬(錦繍ij)
回転実証I'j エ[-15 X[-20 
18C末 前山 M55 

3 須恵質系 裡ね鉢 (26.0) (5.6) ロクロナデ 自然紬付着 ロクロナデ 自然納付着
回転実測 13C 

X 1 -20 
後半中津川

¥133 4 須恵質系 揺り鉢 f雷り目を刻む磨耗 ナデ
破片実ift'l 13世

V-2o 
紀代長野県産

5 須恵器 生平 8.5 (20) ロクロナァ ロクロナデ版部へフウズリ 完全実測

6 須恵:器 高坪 (2.8) ロクロナデ ロクロサデ 完全実測

7 須恵器 宝E ロクロナデ ロクロナデ櫛描波状文 断面実測 XVI-10 

8 須恵暑苦 号車 ロクロナデ ロクロナデ平行タタキ 断面実問'1
M18V -20 M33・18
V-20 

Ml8 1 須恵器 円L面h見 (3.8) ロクロナフ ロクロナデ→透し焼成前穿孔 回転実調'1

No 器 種 望毘 材 愚大長 愚大幅 愚大厚 重畳 所 見 出土位置

9 敵石 輝石安山岩 11.2 4.3 4.1 281.27 上下端部に敵打痕 M18V-20 

10 磁石 輝石安山岩 10.9 5.6 3.4 262.85 右側|に敵打痕 M18VI-16 

11 磁石 判町ノ、方山三子 (50) (27) (2.3) (3731) 下部欠損上端部に隙打痕 V-25 

12 磨・高度石 砂岩 (59) (6.5) (2.4) (151.30) 下部欠損よ端部に敵打痕正裂にすり面

13 磨石 輝石安山岩 9.5 4.9 1.7 108.43 左側lにすり回 Ml8VI-16 

14 磨石 腕石安山岩 (10.0) (8.0) (3.1) (399.46) 被熱あり 裏面県化 X 1-1己

15 磨石 輝石安山岩 (11.1) (107) (51) (931.58) 被熱ありつ周閲黒化左側一下部欠損 正裏にすり而 X 1 -15 
M33 
16 ワ 砂岩 (10.3) (78) (3.2) (36631) 右側欠損 X 1 -10 

17 ワ 珪砂頁岩 (57) (41) (1.8) (5045) 下部欠損上部~左側jに剥離痕 X 1 -10 

18 編物石 砂岩 10.0 41 2.6 16827 X 1 -15 

19 編物石 輝石安山岩 10.2 5.6 2.5 200.87 X [-20 

20 原石 千枚岩 7.5 5.7 0.6 34.87 X 1 -20 

21 角釘? 鉄 (5.1) 1.2 1.2 (817) 下部欠損

22 古銭 2.51 0.11 2.06 完形天裕通宝 1017(北栄) X 1 -15 

2 石見 粘板岩 (42) (56) (1.2) (34.38) 表面と周囲欠損 X¥叩 21

Ml8 3 つ 砂岩 (5.0) (31) (22) (41.63) 下部欠損 X [-10 

4 白証石 ホルン7ェルス 12.4 6.2 3.5 428.64 左伽!と上端部に敵打痕 X 1-5 

1 砥石 凝灰岩 (8.3) (5.0) (32) (15300) 砥荷数4 上下欠損 4所とも擦痕と条痕あり VI-21 

2 磨石 砂宕 5.4 4.8 1.9 79.55 正面にすり宙 日 21

M67 3 謄石 石英安山右 (8.4) (7.0) (2.9) (212.11) 左側一下部~裏面欠損 正面にすり函 X 1 -15 

4 つ ホルン7ェ"̂ 10.3 5.9 37 319.46 北端

5 打製右斧 輝石安山岩 (19.5) 11.9 1.6 (38598) 上部欠損遺榊間接合あり X [-5 M76 
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(14)近世以降の溝状遺構

今回の調査で、は近世以降の所産と考えられ構状遺構が前述のように18本検出された。これらの構のうち調査区を南

北方向に貫くように伸びるM12(55)は圃場整備前に存在した道路の脇にあった水路と重なる。また、M30(60)・31・

32・36(58・59)・62は圃場整備前の旧水団地割と重なる部分が多く、これらにイ寸随した水路や地割遺構と考えられる。

また、これらの溝から出土した遺物も古代から中世のものも含まれるが、 17-18世紀代の伊万里染付や在地の前山

窯製品が多く出土した。ただ、M55から出土した(第123図M55-25)瓦は欠損しているものの、八弁複葉の所謂 1)11原

田寺式」軒丸瓦と考えられ、注目される遺物である。
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第44表 M13・14号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

i五 量 成形 ・ 調整・文様 推定値()残醇値 <>丸底.

No 種別 器種
備 考 - |出土位置口径(長)底径(幅〕器高(軍) 内 面 外面

l 陶器 志野丸皿L 施紬(灰村) 施事iJ(灰事iJ) 断面実測 17C前半瀬戸美濃

2 青磁 鉢 施紬 施紬 破片実抑1 13C 飽泉窯 E区

3 陶器 f雷り鉢 情り目を主1Iむ→焔紬(鏑紬) ロクロナデ→施粕(錆利1)
断而実調1I 18C末-19C前前山

V区

4 陶探 揺 り鉢 f古り目を主1Iむ→施粕(剣I紬) ロクロナデ→施紬(鏑紬)
断面実担1I 18C末-19Ciiii 前山

E区

5 磁器 皿 4.0 (16) ロクロナデ→施紬 ロクロナデ→施利l
完全実測 17C中頃伊万里染付

E区

6 陶器 捕 り鉢 (304) (47) ヨコナデ ヨコナデ→へフケズリ 回転実測 13C後半常滑 V区

M13 
回転実測 18C京-19C前伊万里

i 磁器 llll (171) (30) ロクロナデ→施荊iJ(染付) ロクロナデ→施南iJ(染付)
VWI II区

8 磁器 皿 (110) (1.8) ロクロナデ→施申iJ ロクロナデ→施車iJ(染付)
回転実測 18C宋-19C前伊万里

Vl朝 E区

9 磁器 碗 (3.8) (27) ロクロナデ→施利i ロクロナデ→施紬(染付)
回転実isiI 18C末-19C前伊万型

V期 V区

10 磁器 瓶 (48) (18) ロクロナデ→施納 ロクロナデ→施粕(染付)
回転実iJtlI 18C末-19ご前伊万里
V期 E区

II 須恵質系 揺り鉢 借り目を刻む磨耗 ナデ
破片実損1I 13C後半-14C 長野県

産 I区

磁苦言
志野織部

(14) 施紬(灰刺鉄絵あり) 施紬(灰利i 鉄絵あり) 断面実測 17C 瀬戸美濃 I区
丸皿

2 磁器 皿 (14.4) (9.4) 3.1 ロクロナデ→施紬(灰車I1ツケがけ) ロクロナデ→高台貼付→施紬(灰紬ツケがけ)
回転実iWI 18C末-19C前前山

I区

3 磁器 丸碗 (54) (41) 施軸(灰粕) 施利(灰紺i)
回転実測食入る 18C末-19C前
瀬戸美濃 皿区砂層

4 磁昔号 丸碗 5.5 (2.5) 施紬(灰車11) ロクロナデ→施勅(灰申11)
完全実測 18C末-19C前前111

E区

M14 完全実測 18C末-19CliIi 前山
5 磁器 丸碗 (4.8) (15) 施紬 施紬

E区砂月号

6 磁器
志野織部

(82) (2.2) 筋紬(灰利l 鉄絵あり) 施糊(灰粕) 回転実視1 17C 瀬戸美濃 I区
丸皿

7 磁器 呉器手碗 5.0 (32) 施納 施紬 回転実測 17C後半唐津 I区

8 磁器 輪車lげ皿 (50) (19) 施紬(銅紬7) ロクロナデ→高台削り出し→施需品(灰紬・銅利i) 回転実視1I 18C前半唐津 IR 

9 須恵器 士不 (72) (1.5) ロクロナデ ロクロナデ→底部と底部外周手持ちへラケスリ
回転実担1I 底部外回にへフ記号あ
り XXIV-IO

No 器 穏 素 材 最大長 最大幅 思大軍 重量 所 見 出土位置

12 円板 土製品 3.1 3.1 0.30 5.00 へフウズリ 土師総費の一次利用 磨耗 E区

13 砥石 緑色凝灰岩 10.4 3.6 18 10192 砥函数4 V区

14 打製石斧 腕石安山岩 (8.7) (5.0) (11) (7215) 左側以外欠損左側に磨滅あり E区l層

15 編物石 輝石安山岩 8.6 41 3.1 175.11 E区

16 編物石 郷右安山岩 9.2 4.6 3.0 20149 E区

17 つ 輝石安山岩 (10.4) (4.8) (1.7) (146.68) 一部欠損 V区

Ml3 18 磨石 安山岩 5.9 5.6 15 59.88 正面にすり而 V区

19 かわら t製 (6.6) (3.6) (0.8) (14.30) l隅を残して欠損 縁部分も剥溶か Vj互

20 
粉挽き臼

安山岩 (114) (47) 
んうさ

(188.14) 径不明上縁部分 E区
上臼 (52) 

21 
粉挽き臼

安山岩 (133) (5.1) 
高さ

(32034) 径不明 すり合わせ部分 E区
下臼 (82) 

22 古銭 銅 237 。l 2.37 完形聖宋元宝 1101年 E区

23 古銭 銅 2.32 0.12 2.11 完形不明

10 磨石 }>ll石安山岩 11.5 53 32 319.65 正面にすり市 E区

11 編物石 輝石安山岩 11.3 5.3 3.8 353.42 I区

12 砥石 凝灰岩 (26) (2.8) (13) (1416) 砥面数4 上下欠損正商に幅広の条痕 I区

13 煙管 銅 15 15 0.1 (132) 下部欠損 E区
Ml4 
14 角釘 鉄 (50) (04) (0.3) (2.82) 上下欠損 田区

15 火打ち金具 鉄 10.7 14 0.3 (1301) 一部欠損 E区

16 古銭 銅 2.4 0.12 2.90 完形寛永通宝(古) E区砂層

17 古銭 銅 2.4 0.17 2.69 完形寛永通宝(古) 1V区砂層
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M12(55)・20号溝状遺構出土遺物実測図第124図

(cm) 

種別 稽種
法 畳 成形 ・ 調整 ・ 文篠 鍵定値c)残存値 <>丸底・

No 
口径(長)底径〈幅〉 器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

l 陶器 仏飯 (4.3) (3.0) 施糊(灰車両) 施料(灰納)
完全実測 18C末-19C

I区
前前山

2 陶器 徳利 ('1.0) (3.4) 口縁に施利(J)(利) 施制()夫紬)
回転実測 18C末-19C

E区
前前山

3 陶器 吉野織部皿 施勅(灰軸)→鉄絵 施粕(灰紬)
断面実測 17C前半

XXill-l0 
瀬戸美濃

4 磁器 sll ロクロナデ→施紬(染付) ロクロナデ→施紬ぽ則寸)
断面実測 18じ末-19C

E区
前 伊万里 V期

5 磁器 皿l (11.6) (21) ロクロづデ→施納(染付) ロクロナデ→施紬(染付)
回転実測 18C末-19C

I区
前伊万里 V期

6 磁器 lIIl (1.5) ロクロナデ→)部施紬(灰紬) ロクロナデ→施紬(灰紬)
回転実視1 17Cl長

I区
伊万里

7 陶器 小碗 ロクロナデ→施紬(鏑紬?) ロクロナデ→施紬(鏑紬)
断面実訓1 18C末-19C

E区
前 前山

8 陶器 おろし皿 おろし目 施納(灰紬) ロクロナデ→底部糸切り 回転実調'1 "i'世古i頓
E区

戸後期W期

9 陶器 鎧戸腕 (10.4) (4.0) 5.4 施紬(鉄糊) 鎧文様を作る→口辺のみ施紬(鉄紬)
回転実調'I 18C後 i頼

E区
戸美濃

10 陶器 呉器手碗 胞手油 施予由
断面実調'I 貫入る

XXill-l0 
Ml2 17C後唐津

11 陶器 碗 (9.4) (4.0) ロタロナデ→施紬 ロクロナデ→施紬(染付)
回転実i日'I 18C来一19C

E区
前伊万里 V期

12 陶器 碗 (12.2) (28) ロクロナデ→施利(灰糊) ロクロナデ→施紬(灰勅)
回転実抑1 18C後

E区
前山

13 陶器 呉器手碗 施手由 施栴IJ 断面実相l 貫入る
17C 唐津

14 磁器 碗 ロク ロナデ→施南u(染付) ロクロナデ→施紬(染付)
断面実測 18C末-19C

E区
前伊万里 V期

15 陶器 片口鉢 (160) (:13) ロクロナデ→施納(灰紬) ロクロナデ→施紬(灰勅)
回転実測 18C宋-19CXVll-25 
前 前山 M141区

16 陶器 鉢 (56) (17) ロクロナデ→施紬(鉄糊) 底部と底部外周回転へラケズリ→施紬(鉄勅)
回転楽団1 18C末-19C

XXill-l0 
前瀬戸美濃

17 陶器 鉢 施粕(灰糊・鉄事由) 施紬(灰手!lJ) 断面実測 瀬戸美濃 E区

18 背磁 連弁文腕 施糊 施利i
破片実測 13C 

XVll-25 
飽泉窯

19 F旬若E 摺 り鉢 揺り目を刻む→施紬(錆紬) ヘラケズリ 強施紬(錨紬)
断面実i則

XVll -25 
18C末-19C前前山

20 陶器 揺 り鉢 (13.8) (58) 揺り目を刻む→施事IJ(針i粕)
1岡部回転へフケズリ

回転実測前1[1
底部回転糸切り→施紬(錆紬)
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第46表 M12・55号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

i去 量 成形・調整・文犠 推定値( )残寄値 <>丸底・
No 種別 器種

口径(長)底径(幅)器高〔厚〕 内 面 外面 備 考 出土位置

21 「調器 査 ロクロナデ→施利I(灰覇!I) ロタロナデ→!直納([天粕)
断宙実視J 18C末-19C

E区
前前山

22 陶器 査 (4.5) ヨコナデ 自然紬付着 タタキ目 底部外周へラケスリ 断面実測 中世常滑 XXIII-l0 

23 陶器 査 (128) (46) ヨコナ7 謄り 自然納付着 づデ 回転実測中快常滑 上層カクフン

24 土師質 土鍋 (3.4) ロクロナプ 日夕日ナデ 破片実抑l I区

25 土師質 土鍋 (19) ヨコナデ ヨコナデナデ
破片実視IJ 13C 

I区
青E泉窯

26 土師質 ヵ、わら1"[ (132) (24) 日夕ロナデ ロクロナデ 凶転実証I'J XXIII-IO 

27 須恵、器 高士干 (2.6) 
ロクロナデ→みこみ部櫛歯状工

ロクロナデ→向転ヘラウズリ 完全実i則 E区
具によるナデ

Ml2 28 須恵器 有台士不 (14.2) (19) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へフケズリ→高台貼付 回転実抑l I区

29 須恵器 杯 (lH) (9.8) 2.6 ロクロナデ ロクロナデ 自然紬付着 回転実現l I区

30 須:台、器 査 (6.8) (2.2) ロクロナデ ロクロナデ→底部回転ヘラケズリ→高台貼付
同転実測みこみ部に

Ib: 
自然納付着

E区

31 弥生 i査 10.2 (9.4) ハケ目 胴部ミガキ底部ミガキ 完全実測 XXIII-IO 

3II区

32 弥生 議 ミガキ ミガキ→赤色塗彩焼成育I穿孔 破片実視l I区

33 瓦質 平瓦 (6.0) (5.4) (14) ナデ 布目痕

34 瓦質 平瓦 (28) (2.0) (1.1) ナデ 布目痕
よiI'I;力クラ
ン

No 器 種 素 中耳 愚大長 最大幅 最大厚 重畳 所 見 出土位置

35 f韮石 声~石安山岩 12.7 5.7 3.5 36197 上 1、端部に敵打痕 I区

'~ () 破石 吋1CV之山主 8.2 4.3 3.5 200.54 上下端部に厳打痕 IV区

37 l書石
政璃質安山

(124) (67) (4.3) (625.10) 下部欠損正面にすり箇 I区
支山=ヲ

38 磨石 硬質砂岩 7.3 5.6 18 106.57 正面にすり面 XXIII-I0 

39 磁石T 頁岩 (6.7) (48) (33) (190.97) 上部欠損使用による剥離か不明 日r区

40 ? 輝石安山岩 (8.4) (7.1) (38) (323.51) 下部欠損

41 打製石斧 輝石安山岩 14.4 8.5 2.2 324.65 両側につぶれ状の痕 E区

M12 42 軽石製品
軽石 7.5 67 4.7 143.72 全体に Jり XXIII-l0 

43 軽石製品 軽石 8.3 6.7 5.4 22o26 全体に寸り 条痕あり XXIII-I0 

44 軽石製品 軽石 (29) (22) (0.8) (3.33) 右側l欠損 全体にすり 上周カタフン

45 碁石 硬質砂岩 (2.2) (16) (0.15) (0.71) 右側!-裏面欠損 XXIII-I0 

46 刃*， 石英閃緑岩 5.4 5.9 1.3 81.38 片刃の子]器敵打状の痕跡あり E区

47 古銭 調4 2.2 。l 2.85 半銭完形 E区

48 古銭 銅 2.37 0.08 2.08 完形 z笠通宝 1078年

49 古銭 劃同 2.81 0.12 3.93 完形寛永通宝四文銭 1768年

50 時鉄 鉄 12.4 1l.i 1.0 183.42 干しと鋲が残る

法 量 成形・調護・文綴 鮭定値( )残存値<>丸底・
No 種別 器種

口径(長)底径(稿〉 器高(厚〉 内 面 外面 備 考 出土位置

1 者宿主 碗 (58) (20) 施紬 施刺
回転実測

X 1-5 
13C-14C 龍泉窯

2 白磁 碗 施紬
回転実相IJ l1C-12ι 

中国 lV類

3 陶器 議 (1.6) ロクロナデ→回転糸切り つまみ貼付→施糊(灰利1)
完全実測l
18C末-19C前前山

4 陶器 志野丸lITl (72) (1.0) 施執由 施事!I
回転実測 17C前半

XII -21 
瀬戸美濃

M55 

5 陶恭 皿1 (11.0) (1.8) 施利(J足利1) 施南!I(灰糊)
回転実測

X 1-5 
18C末-19C前前山

6 磁器 皿 (140) (1.7) ロクロサデ→施粕(染付) ロクロナデ→施紬
回転実調J 17C後宇

E邦1
伊万里 IIIJ割

7 陶器 丸碗 4.9 (15) 施粕(鉄粕ツケガケ) 底部回転へラ切り→施紬(鉄手JiIハケぬりつ)
完全実証J 瀬戸美濃
18C末-19C前

自 陶器 小碗 (40) (1.7) 施納 施紬
回転実測

XII-21 
18C末-19C前前山

-147 



第47表 M55号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 

活 量 成形・調整 ・文様 准定値()残害値(>丸底.
No. 種別 揖稽

考 出土位置口径(長〉 底径(幅〉 器高〔厚〉 内 面 外面 備

ロクロナデ→底部回転糸切り→施紬(上部ツケ
完全実測内而底部に

9 陶得 灯明皿l 9.8 4.2 24 ロタロナデ→施粕(鉄粕ツケ) トチン痕残る 18C宋
ガケ下部ヘケヌ リ)

-19C前前山ワ

10 陶器 丸碗 (68) (6.3) 施紬(灰紬) 施紬(1疋粕)
回転実測 18C末-19C
前瀬戸美濃

11 陶器 天目茶碗 (5.1) 施紬(鉄紬) ロクロナデ→施紬(鉄紬)
断面実測 15C後半

古瀬戸後期N期

12 陶器 査類 (4.6) (27) ロクロナデ→施勅(鉄利) ロクロナデ→施粕(鉄勅)
回転実測

X 1-5 
18C末-19C前前山

13 陶器 担ね鉢 ヨコナデ ヨコナデ
破片実測注ぎ口あり

X 1-5 
13C後半尾張

14 陶器 揺り鉢 (14.0) (24) 摺り目を刻む→施対(鉄事由)
底部外周回転へラケズリ 底部糸切り→施粕 回転実測
(鉄紬) 18C宋-19C前 前山

15 瓦質土器 車且ι ロクロナデ ロクロナデ 破片実測近世 X 1 -5 

M55 16 陶恭 丸碗 (110) (51) 施勅(灰紬) 施勅(灰紬)
凶転実測
18C末-19C前前出

陶器 丸碗 (11.2) (68) 施紬(灰紬) 施粕(灰紬)
回転実測 V-20 XX 

17 
18C宋-J9C前前山 1 -s音渠

18 瓦質土器 香炉 (138) (12.8) 6.0 ロクロナデ ロクロナデ→脚貼付 回転実視'1 15C-16C V-20 

19 土師質 土鍋 (30.2) (9.1) ヨコナデ ナデ 回転実関l近世

20 土師質 内耳 耳貼付 ナデ
破片実担l剥離著しい
近世

21 陶器 灰紬碗 (74) (3.1) ロクロナデ施利I(ツウガウ)
ロクロナデ 底部回転へフケズリ後高台貼イ寸

回転実i四l
施紬(ツケガケ)

22 須恵器 5陸 (194) (6.0) ロクロナデ ロクロナデ平行タタキ 回転実視l

23 瓦質 平瓦 (56) (6.6) (1.5) タグキ 布目痕

24 瓦質 平瓦 (46) (4.4) (1.6) ナデ 布目痕

25 瓦質 軒丸瓦 (1.5) ナデ 型押 L.(JII原寺式) 磨減 X 1-5 

No 穏 種 素 材 愚大喪 愚大幅 愚大摩 重量 所 見 出土位置

26 古銭 銅 2.3 0.1 2.12 完形寛永通宝(新)

27 古銭 銅 2.33 0.1 2.31 完形寛永通宝(新)

28 古銭 銅 237 0.12 294 完形寛永通宝(古)

29 古銭 銅 2.2 0.1 1.94 完形 寛永通宝(新)

30 古銭 銅 2.4 0.15 3.33 完形寛永通宝(古) X 1 -10 

31 古銭 銅 2.34 0.14 3.08 完形寛永通宝(新) XII -21 

32 古銭 銅 2.43 0.16 3.52 完形寛永通宝(古)

33 古銭 銅 2.3 0.13 2.90 完形寛永通宝(新) X 1-5 

34 古銭 銅 219 0.09 1.31 完形寛永通宝(新)

35 古銭 銅 2.66 0.12 2.88 完形文久永宝(略宝)1863年

36 砥石 凝灰岩 (31) (3.2) (1.2) (2088) 砥函数4 上下欠損

37 砥石 凝灰岩 (10.0) (3.1) (3.1) (161.60) 砥函数4 上部欠損

38 
M55 

敵石 輝石安山岩 14.2 5.2 3.0 289.85 上端部に蔽打痕

39 敵石 砂岩 (5.8) (2.8) (1.8) (45.01) 下部欠損 上端部に敵打痕

40 l餐石 破}f~質安山岩 (59) (5.2) (2.8) (138.61) 下部欠損 正面と左側にすり面

41 磨石 置R石安山岩 (60) (8.3) (2.9) (14864) 左側以外欠損正面にすり面

42 打製石斧 輝石安山岩 9.6 7.0 1.5 144.13 

43 打製石斧 輝石安山岩 (69) (5.2) (1.0) (57.81) 下部欠損全体に磨耗

44 ? 安山岩 4.9 3.8 2.2 38.93 全体にすり X 1-5 

45 軽石製品 軽石 (6.3) (5.2) (23) (58.22) 一部欠損 X 1-5 

46 原石 千枚岩 8.8 5.6 0.7 49.95 

47 凹石 安山岩 (10.7) (6.3) 
高さ

(291.89) 最大径(12.4) 約1/4残存
(6.7) 

48 
銅製品

銅
最大径 最小径 高さ

400 器原 0.25不明 2.2 II 0.5 

49 
銅製品

銅 7.1 2.6 9.23 先端径16 厚さ01 管 径1.0 厚さ0.05煙管
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第48表 M20 ・ 30~32 ・ 36 ・ 57 ・ 59 ・ 62 ・ 5 ・ 79号溝状遺構出土遺物観察表 (cm) 
3圭 量 成形・調盤・文織 鮭定値()残存値<)丸底.

No 種別 締渇
口径(喪)底径(幅〕 鵠高〔厚〉 内 面 外面 備 考 出土位置

M20 l 陶器
掛け分け

(4.2) (1.4) 施粕(灰勅鉄事由) 施粕(灰粕鉄納)
回転実測 18C後半

の皿 瀬戸美濃

l 磁器 瓶 ロクロナデ ロクロナデ→施紬(染付)
断面実視IJ 18C末-19C

前伊万里 V期

M30 
2 須恵器 F司F (13.4) (9.1) 3.0 ロク口ナデ ロクロナデ底部及び体部下端回転へラケズリ 回転実相IJ

3 須恵器 (15.6) (2.3) ロクロナデ ロクロナデ底部回転ヘラケズリ→高台貼付 回転実祖IJ X~20 

l 青磁 連弁文碗 施紬 施手由 破片実測 13C 龍泉窯 XVI~7 

2 青磁 連弁文碗 施粕 施軸 破片実測 13C 純泉窯 XVI ~7 

3 青磁 香炉 3.6 (20) 施紬 施利l
完全実ili'J 13C代

XVI ~7 
龍泉窯

4 磁器 仏飯 (40) (35) ロクロナデ→施紬 ロクロナデ→施紬(染付)
完全実測 18C末-19C

XVI~7 
前伊万里 V期

5 陶器 内禿皿l 施勅(灰紬) ロクロナデ→高台貼付→施紬(灰勅)
断宙実測 16C末瀬

XVI~7 
戸美濃大窯IV'V

6 陶器 碗 4.8 (1.3) 施紬(鉄糊) 施紬(鉄紬)
完全実測

XVI ~7 
18C末-19C前前山

M36 7 磁器 碗 施利i 施紬
断面実測

XVI~7 
18C末-19C前京焼

8 磁器 碗 (3.0) (1.9) ロクロナデ→施紬(染付) ロクロナデ→施勅(染付)
回転実測 18C宋-19C

XVI ~22 
前伊万里 V期

9 磁器 碗 (32) (1.9) ロクロナデ→施紬(染付) ロクロナデ→施紬(染付)
回転実調IJ 18C末-19C

XVI ~7 
前伊万里 VJ明

10 陶探 指り鉢 f雷り円を刻む→施納(灰紬) ロクロナデ→施紬(灰粕) 破片実相IJ 19C 前山 XVI~Î 

11 陶器 鉢 施紬 施紬
断面実視l

XVI~7 
18C末-19C前前山

12 磁器 行平鍋 (21.2) (3.1) ロクロナデ→施納(鉄事!r)
ロクロナデ→焼成前穿孔→注ぎ口貼付(注ぎu 回転実測

XVI -7 
欠煩)→施紬(鉄勅) 18C末-19C前前山

13 瓦質 平瓦 (2.0) (4.5) (12) ナデ 布目痕 XVI ~Î 

l 土師質 かわらけ (4.8) (1.1) ナデ ナデ底部回転糸切り 回転実測
M57 
2 土師質 ほうろく (17.6) (1.9) へフミガキ へフケスリ 回転実測

1 陶器 腕 (11.0) (3.7) 施紬(灰紬) 施紬(以紬)
回転実測
18C末-19C前前山

M59 

2 陶器 揺り鉢 (90) (3.8) 揺り目を刻む→施勅(錆紬) ノ、ゥ目の残るナデ底部糸切り→施粕(鏑紬)
回転実抑J 18C末-19C
前瀬戸美濃

M62 1 瓦質 平瓦 (5.0) (5.3) (21) ナデ 布目痕 X T ~2 1 

M5 l 陶器 号車 自然利付着 輪積成形→ナデ 断面実測中世常滑

No 器 種 素 精 愚大長 軍大幅 愚大摩 重賓 所 見 出土位置

2 凹石 輝石安山岩 (50) (6.9) (5.8) (232.09) 下部欠損 E面に蔽打痕
M20 
3 砥石 凝灰岩 (8.9) (28) (2.8) (9944) 砥面数4 上下欠損右側と裏面に条痕

4 編物右 砂岩 10.1 6.0 3.8 330.10 両側に快り

5 編物石? 輝石安山岩 14.1 6.4 5.2 680.06 
M30 

先端部 |(2.2) (0.9) (0.1) (1.38) 
6 刀子 鉄 |両端欠J員 同一個体か X~20 

(6.4) (1.2) (07) (9.73) 基部

l 磨.tt主石 安山岩 (10.2) (49) (3.4) (226.72) 上部欠損左側にすり面右側~下側に敵打痕 XVII-l1 

M31 
2 磨石 硬質砂岩 9.4 3.5 2.5 105.35 全体にすりか正裏に浅い条痕 X咽 II

M32 1 山石 輝石安山岩 9.6 6.9 5.2 461.10 正裂と両側lに敵打痕 XVII-6 

14 砥石 砂岩 (78) (4.3) (2.6) (104.43) 砥面数2(正面・右側J) 上部欠損 XVI ~7 

M36 
15 角釘 鉄 (10.1) (0.7) (0.5) (99.97) 頭部欠損 XVI-7 

M57 3 廓石 泥質砂岩 21 1.7 0.5 2.82 全体に寸 り

3 砥石 凝灰岩 (2.6) (30) (1.5) (1022) 砥面数2 上下一裏面欠損

M59 
4 踏石 砂岩 8.2 70 3.5 31878 JE面に寸り面

M79 打製石斧 安山岩 (5.5) (112) (23) (204.11) 上下欠損
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第49表 ピット計測表(1)
遭情
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 司監

名 重複関係 名 重複関係

Pl XX 1-8 36.0 30.9 14.5 円7陪 日背褐色土 (10YR3/3)黒色土プロック。 1.!こぶい黄褐色士(lOYR4/3)砂・

円形 弥生章 H音褐色土(lOYR3/3)黒色土プロックz
P63 XX T-8 23.8 23.5 23.8 円汗3 口一ム。

P2 XX 1-3 21.3 20.3 13.5 2 H音褐色土(10YR3/3)砂・ローム。

P3 XX T-8 28.2 27.2 19.5 円形 日音褐色上 (10YR3/3)黒色士ブロック。P64 XX 1-7 24.9 23.0 11.3 円形
に..s;~、 1前禍色十 (10YR4/3) 砂 ・ ロ
i込

P4 XX 1 -15 24.5 20.4 5.2 円形 日許褐色土(lOYR3/3)黒色土プロック。
P65 XV-22 34.0 32.7 6.9 円形

にぷい黄褐色土(101R4/3)砂を多

P5 XX 1 -10 58.7 55.2 15.7 円形 日音褐色土 (10YR3/3)黒色土プロック。 く含む。

不整形
灰黄褐色土(lOYll4/2)しまりあり。 P66 XX-ll 24.8 23.5 32.6 円形 灰黄褐色士(10YR4/2)砂が多い。

P6 XX 1 -21 56.7 47.1 10.6 
赤色粒子を含むn P67 XX-g 32.1 29.3 18.7 円形 中世 褐灰色土 (IOYR.I!I) しまり ・粘性あり。

や1 XX-25 28.2 21.2 17.6 円形 以黄褐色土(10YR1/2)
P68 XXII-7 (52.1) (32.8) (394) 精円形 弥生

盟褐色土(10YR3/1)しまり

P8 XX-25 30.0 27.4 25.6 円形 灰員褐色士(10YR4/2) 粘性あり。南北にずれている。

P9 XX-25 :15.6 31.7 21.2 円形 灰黄褐色土(10YR4/2)
P69 XXII -7 (33.6) (25.3) (13.2) 不整形

黒褐色士(lOYR3/1)しまり

Pl0 XX-20・25 29.6 24.6 141 円形 灰黄褐色士(10YR4/2) 粘性あり u ロームプロックが多い。

Pl1 XX 1 -21 29.5 26.3 192 円形 褐灰色土(10YR4/1)炭化物を含む。 P70 XXII-8 (32.3) (25.9) (11.3) 方形 黒褐色士(10YR3/1)

P12 XX-25 22.5 19.3 22.1 特円形 褐灰色土(10YR4/1) P71 XXII-8 (248) (22.3) (21.3) 円形 黒字昌色土(10YR:l!I)
P13 XX-25 32.0 25.8 18.7 円形 褐灰色土(10YR4/1)

XXII-4 円形
黒褐色士(10YR3/1)ロ ムを多く

円?陪 褐灰色土(10YR4/1)
P72 23.6 21.1 9.9 

含む。P14 XX-25 25.1 19.9 13.2 

P15 XX-25 26.5 17.2 8.0 楕円形 褐灰色土(10YR4/1) P73 X\~ -23 (38.8) (28.1) (88) 指円形 黒褐色士(10YH3/1)砂を含む。

P16 XX-25 38.8 :12 20.2 円7惇 褐灰色土(10YR4/1) P74 X~-23 (38.6) 25.6 802 楕円形 黒褐色土(10YR3/1) 

P17 XX-25 34.3 27.6 22.0 椅円形 褐灰色土(10YR4/1)炭化物を含む。 P75 X~-23 56.9 30.5 22.1 不整形 毘褐色土(10YR3/1)

P18 XX-25 268 25.7 25.1 円形 褐灰色士(10YR4/1) P76 XXII-2 28.7 17.8 38.4 不整形 黒褐色土(10YR3/1)

P19 XX-25 21.5 19.2 20.6 円形 褐灰色士(10YR4/l) P77 XXII-2 33.7 268 11.2 円形 里褐色土(10YRν1)

P20 XX-25 24.3 21.9 20.2 円形 附より新 褐灰色土(10YR4/1) P78 XXII-2 29.0 28.5 13.1 円形 黒褐色土(10YR3/!)

P21 XX-25 31.2 29.9 37.1 円?惇 h侶より調r褐灰色士(10YR1/1) P79 XXII-2 23.6 17.5 1.0 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P22 XX-25 30.5 28 30.5 円形 間より新 褐灰色土(10YR4/J) P80 X¥司22 22.6 19.2 1.4 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P23 XX-25 24.8 23.8 25.9 円形 褐灰色土(10YR4/1) P81 X~-22 38.0 23.4 10.9 不整形 黒褐色土(10iR3/1)

P24 XX-25 31.8 29.1 29.0 円形 褐灰色土(10YR4/1) P82 X~-23 35.1 27.9 35.2 不整形 明褐色上(10Yll3/1)

P25 XX-24 23.9 23.1 16.2 円形 褐灰色土(10YR4/1) P83 X~-22 57.3 4~.7 645 不整形 黒褐色土(10YR3/1) 

P26 XX-19 36.4 28.3 24.3 方形 褐灰色土(10YR4/1) P84 X~-22 139 12.8 8.7 円形 黒褐色士(lOYR3/1)

P27 XX-24 25.7 24.8 31.0 円形 ¥18より新 褐灰色士(10YR4/1) P89 XXII-5 29.3 23.9 11.6 円形 黒褐色土(1倒的/1)

P28 XX-21 35.2 23.5 26.6 楕円形 ¥18より新 褐灰色土(10YR4/1)
P92 XXIII-5 50.1 45.9 

明褐灰色士(75YR7/ 1)しまり強く、

円形 褐灰色土(10YR4/1) 
14.0 

粘性弱い。黒褐色土を多武に含む。P29 XX-24 26.8 26.1 22.7 

P30 XX-25 29.5 27.6 1~ . 1 門形
褐灰色土(10YR4/1)砂利・砂を多く P93 XVIT-25 45.5 37.2 14.1 弥生翌
含むc !火i員褐色上(10YR5/2)しまり中jく、

P31 XX-25 32.4 30 21.6 円形
掲灰色よ(10YR4/1)砂利・砂を多く P94 XXIII-2 33.4 23.4 11.5 楕円形 F3より新 粘性あり。さらさらした土。
含む。 最仁層の虫色土。

円形
褐灰色土(10YR4/1)砂利・砂を多く P95 XXII-4 49.8 43.7 33.8 円形 侶灰色士(10YW1)しまり・粘性弱い3

P32 XX11-16 49.5 44.8 13.6 
含む。 P96 XXII-4 方形 弥坐号電 褐灰色士(10iR4/1)58.5 35.9 31.6 

P33 XXTI-16 31.5 27.1 66.6 円1巨
褐灰色上(10YR4/1)砂利・砂を多く

P97 XXII-;] 51.7 43.1 38.8 円形
須曹、器室

褐灰色土(10YR4/1) 
含む。 ド2よりd

円形 弥生矯
褐灰色土(10YR4/1)砂利・砂を多く P98 XXII←5 51.7 31.6 21.7 椅円形 弥生裂 侶灰色士(10iR4/1)

P34 XXII-16 30.8 30.2 72.6 
含む。 P99 XVIT-19 (36.0) (31. 0) セクンヨン図中に土層説明あり。11.8 

円形
褐灰色土(10YR4/1)砂利・砂を多く Pl00 XXII -9 24.8 19.9 36.0 楕円形 褐灰色土(10iR4/1)

P35 XXII-16 33.7 28.7 9.8 
合む。 黒褐色土(10YR3/1)

褐灰色土(10YR4/1)砂利・砂を多く
P101 X\司 1~ 23.4 18 34.0 持円形

しまり ・粘性弱い。ぼそぼそした士。
P36 XXlI-16 308 30.5 40.0 円形

含む。 Pl03 XVIT-13 19.7 17.5 日5 円形 黒褐色士(10YR3/1)

32.5 76.3 円耳5
褐灰色土(10YR4/1)砂利・砂を多く P104 XVIT-12 26.1 21.7 10.1 円形 且褐色土(10YR3/1) 

P37 XX 1 -20 35.8 
含む。 Pl05 XVIT-13 44.8 楕円形 黒褐色土(10YR3/1)斜め巴26.7 50.7 

49.9 12.0 柑円形 111より新
H音褐色土(10YR3/4) Pl06 XVIT-12 19.9 17.6 7.0 円形 灰黄褐色土(lOYH4/2)しまり弱い。

P38 XV-19 65.0 
砂黒色ブロックを含むc Pl07 XVIT-12 19.3 177 内形 黒褐色士(10YR3/1)16.7 

53.1 40.3 円形
111・011よ 日青褐色土(10YR3/3) Pl0日 XVIT-8 22.4 17.5 8.9 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P39 XV-18 56.0 
り新 砂・軽石.j員褐色ロ ムを含む。 P109 XVIT-13 28.5 22.0 楕円形 黒褐色土(10YR3/1)8.2 

P40 XX-24 30.6 27.4 20.8 円形 ¥19より新 褐灰色士(10YR4/1)砂。 PllO XVIT.13 17.4 12.9 8.2 円形 里褐色土(10YR3/1)

P41 XX-22 31.3 29.8 137 円形 禍灰色土(10YR4/1)砂U Plll XVIT-8 25.3 21.0 29.7 円形 黒褐色土(10YR3/!)

P42 XX-6 49.4 41 1 20.7 円形 褐色土(lOYIl4/4)
P113 XVll-5 円形

黒褐色土 (lOYR3/1)しまりやや強く、

円形 褐色土(10YR4/4)
34.4 32.3 12.7 

粘性やや弱い2 ロームを多f止に含む。P43 XX-6 32.2 25.5 35.2 

P44 XX-6 31.5 28.6 21.0 円形 褐色土(10YR4/4)
P114 XVll-" 35.7 33.1 lLi 円形

黒筒色土(l0¥'R3/1)し主りやや強く、

弥生議 粘性やや弱い。ロ ムを多f止に含む。

P45 XX-ll 30.0 25.6 12.9 円形 査 問よ 灰黄褐色土(10YR4/2)
P115 XII-13 (35.0) (34.2) 24.1 円形 .¥134より新 褐灰色土(10¥，R4/1)炭化物を含む。

り新

P46 XX-ll 27.4 25.7 25:1 円形 M9より新 灰黄褐色土(10YR4/2)
P116 XII -13 18.0 (159) 23.8 fIJ形

弥生査 黒褐色土(10¥'R3/1)

P47 XX-ll 26.5 24.8 19.0 円形 ~19 より新 灰員褐色土(10YR4/2) ¥134より新

P48 XX-ll 39.2 24.3 15.2 Itl円形 M9より新 灰黄褐色土(lOYR4/2)炭化物を含む P117 XII -12 66.4 (19.6) 9.8 楕円形 須恵、器歪Em褐色i:(10YR3/1)

方形
弥生発表

灰黄褐色土(IOYR4/2)炭化物を含むs
P118 XII -13 (39.7) (19.6) 11.3 桁円形 黒褐色土(10iR3/1) 

P49 XX-ll 83.9 573 33.9 
¥18より車f P119 XTT -13 27.4 25.5 13.8 円形 褐灰色土(10YR4/1)

P50 XL'H O 32.4 27.8 20.9 円形 同より新 灰黄褐色士(IOYR4/2)炭化物を含む P120 XlI -17 25.3 23.5 143 円形 黒褐色土(IOYR3/1)

P51 XIX-l0 29.3 27.4 17.8 円形 間より新 灰黄褐色士(10Yll4/2) P121 XII-21 (36.7) (23.5) (255) 棺円形 M18より古

P52 XIX-15 260 25.6 12.7 円Jfj M9より新 灰黄褐色土(10YR4/2) P122 XII-18 21.6 19_5 131 ィ、整形 褐灰色土(lOYR4/1)

P53 X医 15 294 244 17.4 円汗主 M9より新 灰貨褐色土(10YR4/2) P123 XII -18 335 291 214 円Jf" 褐灰色土(IOYR1/1)

P54 X医 10 25.3 2:1.0 10.3 円形 M9より新 灰貨褐色土(10YR4/2) P124 XII-17 34.8 29.2 12.5 円汗主 黒褐色土(IOYR3/1)

P55 XX-14 35.5 34.5 19.9 円形 灰黄褐色土(10YR4/2)
P125 XII -22 102.1 54.9 16.0 方形

弥生盃 褐灰色土(10YR4/1)ロ ム粒子を

P56 XX-12 33.9 32.9 21.3 円売5 灰黄褐色士(10YR4/2)砂を多く含む。 Hl1より新 多く含む。

P57 XX.-6 29.6 23.0 13.2 円形 1*黄褐色土(lOYR4/2)砂を多く含む。 P126 XTT-8 37.0 32.5 18.6 円7陪 IH2より車「褐灰色士(10YIW1)

P58 XX-6 24.0 19.9 21.0 円形 灰黄褐色士(10YR4/2)砂を多く含む。
P127 XII -13 28.8 24 13.8 円形

須恵探査
褐灰色土(10YR4/1)

P59 XX-6 25.2 20.6 63 円汗手 M8より調f灰黄掲色土(10YR4/2)砂を多く含む。 H12より新

P60 XX-6 38.9 32.6 13.0 円形 灰黄褐色土(10YR4/2) P128 XII -13 24.1 (17.1) 15.6 方形 H12より新 相灰色土(10YR4/1)

円形
にぶいj黄褐色ー1:(10YR4/3)炭化物 P129 XII-18 30.9 23.5 28.3 楕円形 黒褐色士(10YIl:l/I)

P61 XX-13'18 30.2 27.0 11.9 
を含む。 P131 XII-12 23.2 19.4 25.5 方形 .~，褐色士 (10YR3/ 1)

P62 XX-13 22.3 21.2 8.9 円形 にぶい黄禍色士(10YR'!/3) P132 XII-8 21.3 18.8 16.2 円形 褐灰色士(10YR4/1)
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第50表 ピット計測表(2)
遺tI
出土位置 長径 短径 深さ 形懸

出土遺物
備 宅E 遭H層 出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

名 重複関係 名 重複関係
P133 XlI -8 20.4 18.3 11.2 円形 褐灰色士(lOYR4/1) P207 XVJ-3 26.5 17.2 15.3 楕円形 褐灰色土(10YR4/1)
P134 X 耳 目 23.8 17.6 9.1 方形 褐灰色土(10YR4/1) P20B X\~-3 28.2 17.9 9.4 楕円形 褐灰色土(lOYR4/1)

P135 XlI -7 24.2 15.9 6.5 楕円形 黒褐色土(10YR3/1) P210 XVJ-16 30.4 26.2 34.0 円形 褐灰色土(10YR4/1)

P136 XlI -7 28.8 25.3 33.6 円形 黒褐色土(10YR3/1) P211 XVJ-16 27.3 22.6 25.3 円形 褐灰色土(10YR4/1)

P137 X耳 8 18.9 13.9 7.5 円形 褐灰色土(10YR4/1) 縄文(加 黒褐色土(lOYR3/1)

P13B XlI-2 20.0 177 17.7 円形 褐灰色土(10YR4/1)
P212 XXlI-l 47.4 34.6 38.5 楕円形

曽荊J?)

P139 XlI -2 25.9 22.0 14.5 円形 黒褐色士(10YR3/1) P213 XXlI-l 25.3 22.2 12.8 円形 黒褐色土(lOYR3/1)ロ ム粒子多い3

弥生現
黒褐色土(10YR3/1)しまり ・ P214 XXlI-l 44.9 356 9.1 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P143 XlI -21 45.2 41.0 51.7 楕円形
F33より古

粘性やや弱い P215 XXlI-l 48.9 41.7 25.2 円形 黒褐色士(10YR3/1)ロ ム粒子多いc

ロームプロックを多量に含む。 P216 XVJ -8 28.4 239 15_2 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P144 XlI -21 53.9 (48. 3) 6.8 円形 F33より古
黒褐色士(10YR3/1)しまり ・ P217 XVJ-8 (239) 21.5 18.7 不整形 褐灰色上(10YR4/1)

粘性やや弱い。ロームを少量含む。P21B XVJ-3 24.0 20.1 31.2 円形 褐灰色土(10YR1/1)

P148 XVJ -20 227 20.1 21.4 円形 褐灰色土(10YR4/1)しまり弱い。 P219 XVJ-3 24.2 22.4 23.3 円形 褐灰色土(10YR4/1)

P149 XVJ -20 25.6 21.9 17.0 円形 物1生査 褐灰色士(10YR4/1) P220 XV-15 40.7 37.1 13.8 円形 褐灰色士(10YR4/1)

P150 XVJ -20 25.7 22.9 240 円形 褐灰色土(10YR4/1) P221 XV-19 37.0 259 234 椅円形 褐灰色土(10YR4/1)

PI51 X羽 20 30.6 29.3 20.9 円形 弥生輩 褐灰色土(10YR4/1) 黒褐色土(lOYR3/1)しまりやや弱く、
P152 XVJ-19 30.2 28.5 25.1 円形 褐灰色土(10YR4/1) P222 

X 1 -25 
(27.5) (14.9) 9.5 M3りより古 粘性やや弱い。

P153 XVlI-6 51.9 43.2 20.3 不整形 弥生片 褐灰色土(10YR4/1)
XlI -21 

ロームプロックを少量含むc杭の下。

P154 XVlI-6 29.9 23.1 25.7 方形 弥生翌 褐灰色土(10YR4/1)
弥生蓋

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性

黒色士(10YR2/1)しまり弱く、 P223 X\~ -5 38.3 33.1 12.4 円形 やや弱い。少ローム
P159 XVlI-7・12 58.1 32.5 30.0 楕円形

粘性あり。
高亦現

ブロック ・炭化物を少量含む。

P160 XVlI-7 53.6 45.4 51.3 円形 黒色士(lOYR2/1) 土師器量E
黒褐色土(10YR3/1) P224 X\~目 l 62.7 53.1 34.4 楠円形 須恵器

緑灰色士(5G5/1)しまり強く、粘性

P161 XVH 8 35.7 31.7 37.6 円形
褐灰色士ブロックを含む。 号車杯

弱い。組砂を多量に含む。

PI62 XVJ-12 (31.4) (29.7) (28.1) 方形 黒褐色土(10YR3/1) 黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く、

P163 XVJ-17 21.4 18.1 11.3 円形
褐色土(10YR4/4)ロ ムプロック P225 XVlI-5 52.8 40.2 18.0 円形 粘性やや弱い。

を含む。 小口ームプロックを少量含む。

P164 XVJ-5 (26.9) (25.3) (37.54) 円形
弥生現 灰黄褐色土(10YR5/2)しまり

P226 XVlI-5 27.7 19.5 7.1 不整形 土師器現
褐灰色士(10YR4/1)しまりやや強

1125より古 -粘性あり。 く、粘性弱い。ロームを少量含むc

P165 XVJ-5 (20.2) (18. B) (10.4) 円形 灰黄褐色土(10YR5/2) 黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く、
P166 XVlI-1 (24.1) (18. 3) (10.4) 円形 黒褐色土(10YR3/1) P227 XVlI-5 23.6 18.3 6.9 不整形 粘性やや弱いロ

P167 XVlI-1 (289) (25.4) (29.7) 円形 弥生査 黒褐色土(10YR3/1) 小ロームブロックを少量含むn

P16B XVlI-1 26.1 25.3 22.0 円形 黒褐色土(lOYR3/1) P228 XVJ-21 26.1 24.9 31.2 円形 弥生努 褐灰色士(10YR4/1)

P169 XVlI-2 20.3 16.5 15.4 円形 黒褐色土(10YR3/1) P229 X百 21 29.8 26.2 19.1 円形 褐灰色土(lOYR4/1)

P170 XVlI-2 23.2 20.3 11.7 円形 黒褐色土(IOYR3/1) P230 XXlI-l 4Ll 38.6 11.4 円形 黒色土(10YR2/1)炭化物を含む。

PI71 XVlI-7 (378) (297) (14.7) 不整形 黒褐色土(10YR3/1) 黒褐色士(10YR3/1)しまり ・粘性や

黒褐色士(lOYR3/1)しまり ・ P231 XVlI-5 17.0 16.5 24.9 円尭手 や弱い。

PI72 XlI-21 43.6 29.8 51.7 楕円形 粘性やや弱い。 小ロームプロックを少ii]:含む。

小ロームプロックを少量含む。
P232 X 1 -23 (111.2) (i2.3) 45.6 不整形

29より古
セクシヨン図中に土層説明あり。

黒褐色土(10YR3/1)しまり強く 、 陀48より新

P173 XlI -21 (23.9) (15.7) 10.4 楕円形 Ml7より古 粘性やや弱い。
X 1 -23 円形 P248より新 セクション図中に土層説明あり。

小ロームブロックを少盆含む。
P233 41.8 35.4 31.0 

P174 X'唖 2 30.2 23.3 10.7 円形
褐灰色士(10YR4/1)しまり・

P234 X 1 -23 68.7 35.4 34.2 不整形
黒褐色土(10YR3/1)しまり強く、粘性

粘性弱い。軽石を少量含む。 やや弱い。ロームを多量に含むc

弥生蛍
黒褐色土(10YR3/1)しまり ・ 黒褐色土(lOYR3/1)しまり弱く 、

PI75 XVll-2 46.8 39.1 29.4 円形
H19より新

粘性やや弱い。 P235 X 1 -23 96.1 51.9 26.4 府円形 粘性やや強い。
小ロームプロック ・軽石を少量含む。 ロームプロックを多量に含む。

P176 X，唖 2 47.9 44.3 24.6 円汗主 D34より新 セクション図中に土層説明あり。
(81. 5) 不整形

須曹、器褒
セクション図中に土居説明あり。

PI77 XlI-2 22.5 22.1 16.7 円形 褐灰色土(10YR4/1)
P236 XI -22・23 117.4 42.0 

1129より古

P178 XlI-2 21.2 20.2 8.2 円百三 褐灰色土(10YR4/1) 黒褐色土(10YR3/1)しまり ・
P179 XlI -22 38.8 38.0 24.8 円形 セクンヨン図中に土層税明あり。 P240 X 1 -24 23.5 22.8 11.6 円形 粘性やや弱い。

P180 XlI -21 34.3 (31. 2) 43.0 円形 Ml2より古 セクション図中に土層説明あり。 小ロームプロックを少量含む。

灰黄褐色土(10YR4/2)しまり
P242 X 1 -23 32.6 24.0 12.5 情円形

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性
PI81 XlI -21 (20.1) (19.2) 35.7 円形 1118より古 やや強く、粘性やや弱い。 やや弱い。ロームを多量に含む。

ロームプロックを多量に含む。
P243 X 1 -23 56.9 49.8 18.1 円形

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性

須曹、器蜜 黒褐色士(10YR3/1)しまり強く 、粘 やや弱い。ロームを多量に含む。
PI82 XlI-21 (32.7) (19.7) 8.6 

1118より古 性やや弱い。ロームを多量に含む。 明褐灰色土(10YR7/2)しまり
P183 XlI-21 37.7 33.9 27.0 円形 セクション図中に土層説明あり。 P244 XVlI-4 23.0 19.5 13.5 不整形 やや弱く 、粘性弱い。

F33・M33
灰黄褐色土(10YR5/2)しまり ・ 黒褐色土を少量含む。

P1B5 X 1 -25 (31.2) 30.3 41.4 不整形
より古

粘性やや弱い。 P232・ 黒褐色士(10YR3/1)しまり
ロームを多量に、軽石を少量含む。 P248 X 1 -23 33.9 (26.3) 11.9 楕円形 P233 やや弱く 、粘性やや強い。

弥生壷
より古 小ロームブロックを少量含む。

P249 XVJ-19 50.2 47.1 25.9 円形 弥生査 黒色土(lOYR2/1)粘質強い。石あり。
PI87 X 1 -25 36.8 (28.7) 46.1 楕円形 Hl7より新 セクション図中に士層説明あり。

P250 XVJ -24 不整形 黒色土(10YR2/1)
F33より古

80.0 46.2 28.1 

P251 XVJ-13 (26.9) (22.1) (9.3) 不整形 黒褐色土(10YR3/1)

にぶい褐色士(10YR5/3)しまり P252 X~- 10 (22.1) (20.2) (74) 方形 褐灰色士(10YR4/1)
P198 X 1I -21 33.4 29.6 (27.9) 円形 やや強く、粘性やや弱い。

(29.0) (22.9) (13.7) 
Hl0・H18

黒褐色士(10YR3/2)
黒色土ブロックを少盆含む。 P253 XlI-17 円形

より古

弥生台付 黒褐色土(lOYR3/1)しまり ・
P254 XlI-17 (342) (200) (14 4) 楕円形

Hl0・H18・
黒褐色土(lOYR3/2)

P199 X 1 -25 (39.0) (28.6) 3.8 不整形 号車 F33 粘性やや弱い。 ¥134より古
より古い 少ロームプロックを少量;含む。

XlI -[7 特円形
須恵器杯

黒褐色士(10YR3/2) P255 58.3 31.4 27.9 
益P2∞ XVJ-12 62.2 55.8 28.2 円形 F33より古 黒褐色土(10YR3/1)

灰黄褐色土(10YR6/2)しま りやや
P201 XVI-12 51.5 51.2 29.4 円形 黄褐色土(10YR5/6) P256 XVlI-4 35_4 289 11.0 方形

強く、粘性弱い。ロームを少f【含む。
P202 XVJ-8 27.3 23.8 29.6 円形 黒褐色土(10YR3/1)

方形
灰黄褐色土(10YR6/2)しまりやや

P203 XVJ-8 24.9 20.6 12.6 円形 黒褐色土(10YR3/1)
P257 X四一4 46.5 44.5 15.2 

強く、粘性弱い。ロームを少量含む。

P204 XVI-7 16.8 16.8 6.8 不整形 褐灰色土(10YR4/1) 黒褐色土(10YR3/1)しまり弱く 、
P205 XVJ-2 21.6 16.3 12.9 円形 褐灰色土(10Y1Wl) P258 XVlI-3 20.6 19.4 7.7 円jfi 粘性やや弱い。

P206 XVJ-2 15.2 13 8.7 円Jfi 褐灰色土(10YR4/1) 小ロームプロックを少量含む。
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第51表 ピット計測表(3)
温情
出土位置 長径 短径 深さ 形慰

出土遺物
備 考

遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

名 重複関係 名 重複関係

黒褐色士(10YR3/1)しまり弱く 、 P324 ¥1-12 21.1 16.1 5.0 椅円形 褐灰色土(10YR4/1) 

P259 X四 3 24.6 21.5 7.8 円形 粘性やや弱い。 P325 ¥1-12 15.9 14.9 9.7 方形 褐灰色土(10YR4/1)
小ロームプロックを少乱含むG P326 ¥1-12 22.7 17.7 13.3 方形 褐灰色土(10YR4/1)

黒色士(10YR2/1)しまり弱く 、 P327 ¥1-12 24.H 16.9 9.0 円形 問灰色士(10YR4/1)

P2ω X¥直一3 20.7 17.1 24.6 楕円形 粘性やや弱い。 P32B ¥1-12 23.8 20.4 9.5 円形 褐灰色士(10YR4/1)
小ロームプロックを少量含む。 P329 ¥1-16 37.3 31.5 23.0 円汗3 褐灰色土(10YR4/1)

P261 XVII-ll 23.2 20.0 24.3 方形 黒褐色土(lOYR3/3) P330 ¥1-17 27.3 16.2 29.5 円形 にぶい黄褐色土(lO¥R5/4)

P262 X四 11 31.0 24.3 6.0 円形 黒褐色上(10YR3/3) P331 ¥1-17 36.1 31.6 25.6 円7陪 にぶし、黄渇色士(10¥R5/4)

円形
日青褐色土(IOYR3/3) P332 ¥1-17 21.5 19.2 23.3 楕円形 にぶい黄褐色土(10YR5/ー1)

P263 XVII-11'12 33.4 26.6 12.7 
ロームプロックを含むの P333 ¥1-17 31.4 28.1 14.3 円形 にぷし、黄褐色土(10YR5/4)

P267 XV官 l 11189) (33.4) (回 3)不整形 弥生童型 黒褐色士 (10YR3/I)しまり ・粘性あり。P334 ¥1-11 (32.4) (26.8) (16.6) 不整形 褐灰色土(10¥R4/1) 

P26B XVI -5 20.7 18.8 7.2 円形 m灰色土 (10刊4/1)しまり ・粘性弱いcP335 ¥1-18 35.5 32.3 24.7 円形 褐灰色士(10¥R4/1)

13.3 椅円形 弥生蛮
黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性 P336 ¥1-18 21.1 17.7 11.3 円形 褐灰色土(lOYR4/1) 

P269 XV直 7 48.1 36.9 
やや弱い。 ロ ムプロック少量含むcP337 ¥1-18 25.4 22 円形 褐灰色土(10YR4/1)26.9 

P270 XV]-8 25.1 17.8 9.1 椅円形 褐灰色土(lOYR4/1) P33B Y-17 (26.5) 24.2 36.2 円形 禍灰色土(10YR4/1)

梢円形
l黒褐色土(10YR3/l) P339 ¥1-17 33.2 29.8 19.9 門形 褐灰色土(10¥R4/1)

P271 X 1 -22 31.8 25.1 40.1 
2にぶい黄燈色土(10YR7/4) P340 ¥1-17 27.7 21.0 13.1 円形 褐灰色上(lO¥R4/1)

P272 X-25 25.2 17.1 7.1 円形 褐灰色士(10YR4/1) P341 Y-17 27.3 23.4 10.6 円形 褐灰色土(10YR4/1)

P273 X¥I-5 39.3 31 26.0 椅円形 カタフン P342 Y-17 30.9 23.6 29.4 柑円形 褐灰色士 (10YR4/1)

P274 X¥I-5 30.2 25.2 19.1 方形釘 カクフン P343 ¥1-17 39.5 369 27.8 円形 土師器袈 褐灰色土(10YR4/1)

P275 X¥I-5 33.5 25.7 22.4 方形 カクフン P3判 ¥1-22 36.2 31.6 18.8 円形 褐灰色土(10¥R4/1)

P276 X¥I-I0 38.3 31.6 22.4 方形 カクフン P345 ¥1-17 1H.5 16.4 27.7 円形 筒灰色士(10¥R4/1)

P281 XVI-8 72.4 45.2 35.6 不整形 黒褐色士(10YR3/1) P346 ¥1-17 44.6 38.7 26.7 円形 褐灰色士(10¥R4/l)

P282 X¥叩一17 37.1 33.8 11.5 方形 S56調査 P347 ¥1-16 16.4 15.1 6.2 円形 褐灰色土(lOYR4/1) 

P283 X¥咽 17・22 41.1 (35.1) 20.4 円形 内S4より古 S56調査 P348 Y-17 44.7 36.9 221 楕円形 褐灰色上(10YR4/1) 

P2B4 X¥唖 17 26.3 (21.6) 111 円形 問54より古 S56調査 P349 V-17 34.9 32.0 31.5 円形 侶灰色土(10YR4/1)

P2B5 X¥唖 17 20.2 19.2 8.6 円形
黒褐色土(10YR3/l)しまり ・

P350 Y-17 32.:1 30.0 9_4 円形
褐灰色士(10¥R4/1)

粘柑やや弱い。 焼土・炭化物を含む。

P286 XXIV-2 (29.1) (265) 11.1 円形 556調査 P351 ¥1-22 38.1 29.2 32.3 梓i円形 褐灰色土(10¥R4/1)

P2B7 XXIV-2 (25.5) (23.4) 38.9 円形 S56捌査 P352 V-22 39.1 35.2 39.2 方形 にぷい黄褐色土(10¥R5/.!)

P2BB XXIV-2 (35.5) 26.0 17.3 不整形 S56調盆 P353 Y-21・22 26.7 22.9 32.9 楕円形 にぶし、黄褐色土(10¥'R5/4)

円形
黒褐色!:(lOYR3/1)しまり ・1枯れt P354 Y-22 38.3 32.2 26.2 方形 にぶい黄褐色土(10YR5/4)

P2B9 XXIV-2 37.4 33.0 17.4 
やや弱い。ロ ムプロック少量古む。 P355 Y-16 34.9 28.5 32.1 楕円形 にぷし、黄侶色土(10YR5/4)

P290 XXIY-2 59.8 51.9 20.5 円再手 黒褐色土(10YR3/1) P356 V-16 32.5 29.3 16.8 円形 にぶい貨褐色土(10YR5/.1)

P291 XXIV-2 25.1 20.9 22.9 円形 黒褐色土(10YR3/l)
P357 Y-21 20.4 19.6 23.8 方形

にぶい質問色土(lOYR5/4)

P292 XXIV-2 25.3 19.2 17.3 方形 黒褐色土(10YR3/1) 炭化物を含む。

P293 X¥唖ー22 14.5 13.2 3.9 円形 556調査 P35B Y-21 22.5 20.4 24.6 円形 にぶいJM呂色土(lOYR5/1)
P294 XVI-l 22.6 15.5 7.0 楕円形 黒褐色土(lOYR3/1) P359 V-21 27.4 26.6 29.7 円形 P506より新 にぷし、黄褐色土(10YR5/4)

P295 XVIl-17 32.7 27.2 15.6 円形
黒褐色土(10YR3/1)

P360 V-21 28.8 25.7 24.5 円形
にぶい黄褐色土(10YR514)

しまり弱く 、粘性やや弱い。 白色化しているc

P296 XY-15 35.0 34.3 16.7 不整形 黒褐色土(10YR3/1) P361 Y-21 28.7 28.1 20.2 方形 にぷし、黄悩色土(10Y1l5/4)

不?宣形
黒褐色土 (10YR3/1)しまりやや強く、 P362 V-16・21 41.9 40.0 23.2 円形 にぶし、黄褐色土(10YR5/4)

P297 XVIl-22 28.8 21.7 37.1 
粘性やや弱い。ロームを少量含む。P363 V-16 32.8 30.0 11.1 円形 弥生資 にぶい黄褐色土(10YR5/4)

黒褐色土(10YR3/1) P364 Y-16 27.1 24.3 13.9 円形 にぷし、黄m色土(10¥R5/4) 
P298 XVIl-22 54.8 51.9 12.8 円18 しまり ・粘性やや弱い。 P365 V-21 40.3 33.!1 14.2 方形 にぶい賛褐色士(10¥，R5/4)

小ロームブロックを少量含む。 P366 Y-21 30.0 26.4 26.8 円形 にぶい貨褐色土(10YR5/4)

P299 XXIY-2 23.8 18.5 168 円形 黒褐色土(lOYR3/1) P367 Y-21 31.6 29.5 29.5 方形 にぷい黄禍色上(10Yll5/4)

村j円形
黒褐色土(10YR3/1)しまりやや強く 、P368 Y-21 47.7 39.9 34.9 円形 にぶい黄禍色土(10YR5/4)

P3∞ XVIl-22 48.8 34.0 15.5 粘性やや弱い。軽石を少jj);含む。 P369 Y-21 37.3 29.3 27.0 円形 にぷいj員褐色土(10YR5/4)

円形 弥生型地
黒褐色土(10YR3/l)しまりあり。 P370 IY-25 24.6 18.2 26.8 内円形 にぶし、黄褐色上(10YR5/4)

P301 XVI-5 26.2 23.2 16.0 
ローム粒子あり。 P371 IV-25 21.7 23.5 19.2 円形 にぶい黄褐色土(10YR5/4)

P302 XVI-5 36.0 31.1 27.8 円形 弥生登 黒褐色士(10YR3/1) P372 IV-20 317 29.2 240 円形 にぶL、黄褐色土(10YR5/4)

円形 弥生現
黒褐色土(10YR3/1) P373 IV-25 34.9 31.8 25.7 円形 にぶい黄褐色土(10¥ll5/4)

P303 XVI-5 29.9 29.4 26.5 
ローム粒子を多く含む。 P374 V-11 (32.7) (30.5) (23.3) 方形 褐灰色士(10YR4/1)

P304 XVI-5 29.3 20.2 57.9 椅円形 黒褐色土(10YR3/l) P375 IV-25 30.7 25.6 32.6 円形 にぶし、黄+白色土(10YR5/4) 

P305 XVI-5 (37.2) (22.6) (11.8) 椅円形 黒褐色土(10YR3/1) P376 IV-25 (32.1) (31. 3) 18.6 円形 ¥149より新 にぶし、裁褐色ゴ (10YR5/4)

楕円形
にぶし、黄褐色土(10YR5/4) P377 IV-25 59.9 43.9 22.7 椅円形 弥生輩 にぶい貨褐色土(10YR5/4)

P306 1¥1-13 19.1 13.1 5.0 
砂を含む。 P378 IV-25 38.8 33.1 23.4 円形 に，，:し、裁褐色士(10YR5/4)

P307 IV-13 29.8 22.4 12.0 円7惇 弥生壷 にぶい黄禍色土(10YR5/1) P379 IV-24 69.0 28.9 18.2 楕円形 にぶし、黄t<l色士(10¥R5/4) 
P308 IV-13 32.4 30.6 33.1 円形 にぶい黄褐色士(10Y百5/4) P380 IV-24 306.0 30.4 22.6 円形 にぶし、世t111色土(10Yll5/4) 

P309 1V-l:1 31.7 30A 18.6 円形 にぶい黄褐色土(10YR5/4) P3Bl Y-21 110.1 54.9 23.3 不整形 にぷい黄悩色土(10YIl5/4)

P310 IV-14 30.0 23.7 17.2 柑円形 にsし、黄褐色土(10YR5/4) P382 ¥1-21 32.5 30.3 27.5 円形 にぶし、主主褐色一上(10YR5/4)

8.5 円形
にぶし、黄褐色土(10YR5/4) P3B3 V-21 91.5 34.5 28.4 柑1'1形 にぷし、黄褐色上(10YR5/4)

P311 IV-18 38.8 35.9 
黒色ロームを含む。 灰黄褐色土(10YR4/2)しまり ・粘性

P384 Y-17 38.6 (28.8) 30.2 方形 lJ60より古
P312 11'-19 25.3 24.8 15.4 円形 にぶい黄掲色土(IOYR5/4) やや弱い。黒悩色土を少五i含む。
P313 IV-19 20.6 18.9 21.9 円形 にぶい黄褐色土(IOY1l5/4) P385 X-3 (27.7) (21. 4) (17.7) 楕円形 ¥153より古 黒褐色土(10YR3/1)

円汗3
にぶい前褐色土(lOYR5/'1) P386 X-3 (240) (22.1) (9.8) 方形 ¥153より古 黒渇色士(10YR3/1)

P314 IV-19 294 23.4 131 砂を含む。 P387 11'-24 25.6 23.9 22.4 1司*' にぷい黄地色 上(lO¥'R5/4)

P315 IV-19 45.4 37.4 22.6 円JCi にぶい貨褐色土(10YR5/4) P388 IV-23 31.3 27.3 10.0 円形 黒他色i-.(10YR3/1)

P316 IV-19 310 19.8 12.5 楕円形 にぶい黄同色士(10YR5/4) P389 ¥1-16 27.2 19.6 28.0 不整形 黒褐色土(10YR3/1)

12.1 円1陪
にぶし、黄褐色土(10YR5/4) P390 X-5 28.1 24 24.3 円形 D118より新 筒灰色土(lOYR4/1)しまり ・粘性弱いc

P317 IV-19 38.7 34.3 
黒色プロックを含む。

P391 
X-5 

27.4 25.5 23.4 円形 褐灰色土(10YR4/1) 
P31B IV-20 22.6 21.2 8.1 円汗2 にぶい黄褐色土(10YR5/4) IV-25 

P319 IV-20 24.9 20.4 13.0 円河芸 にぶい黄褐色土(10YR5/4) P392 IY-25 34.2 32.7 34.7 円形 日118より新 褐灰色土(10YR4/1)

P320 ¥1-11 27.7 20.2 13.7 拘円形 にぶい黄褐色土(10YR5/4) P393 IV-25 30.7 30.4 24.0 円汗5 弥生現 褐灰色士(10YR4/1)

P321 ¥1-11 24.1 23.6 17.2 円形 にぶし、黄褐色土(10YR5/4) P394 ¥1-21 33.1 30.4 31.6 円形 褐灰色上(10YR4/1)

P322 V-11 18.1 16.6 3.6 円汗3 にぶい黄褐色土(10YR5/4) P395 V-21 49.6 29.1 19.3 l1i円形 P406より新 褐灰色土(10YR4/1)

円汗3
筒灰色土(10YR4/1) P396 IV-25 36.2 31.3 27.H 円形 灰純血 褐灰色土(10YR4/1)

P323 Y-ll 47.8 46.9 26.3 
しまり弱く 、粘性あり。 P397 ¥1-21 41.2 33.6 16.6 円?陪 褐灰色土(10YR4/1)
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第52表 ピット計測表(4)
遺憎
出土位置 長径 短径 深さ 形 態

出土遭物
備 者

遭憎
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

名 重複関係 名 重複関係

P398 V-21 31.6 22.9 23.2 楕円形 褐灰色土(10YR4/1) 灰貨褐色十(10YR4/2)

P399 V-22 511.8 '16.4 243 不整形
土師器現

禍灰色土(IOYR4/1)
P453 X 1-3 22.4 19.4 33.8 円汗Z しまり ・粘性やや弱い。

078より新 )1!，褐色土プロンクを少i正常む。

P4∞ V-22 76.3 54.8 38.1 不整形 P720より新 賛褐色士(lOYR5/6) 灰黄褐色土(IOYR4/2)
しまり弱く、砂質化している。 同日 X 1-3 23.9 23.8 30.6 円形 0107より新 しまり ・粘性やや弱い。

P401 V-22 77.4 54.3 28.2 不整形 黄褐色士(lOYR5/6) 黒褐色土ブロックを少枇含むc

P402 X 1-1 (18.2) (16.3) 11.5 円形 褐灰色土(10YR1/1) 灰黄褐色土(IOYR4/2)
P403 X 1-1 23.7 21.0 24.8 円形 褐灰色土(IOYR4/1) P455 X 1-3 38.1 25.5 30.6 方形 しまり・粘性やや弱い。
P4倒 V-21 34.6 26.9 22.8 円汗主 同6より新 渇灰色土(IOYR4/1) 黒褐色土プロ ックを少iJ:含む。

P405 V-21 41.8 315 40.1 柑円形 褐灰色土(IOYll4/1)
P456 X [-3 36.0 34.1 32.3 円形

灰黄褐色土(IOYR4/2)しまり ・

P406 V-21 (67.4) 柑円形
M66目P395

褐灰色土(IOYR4/1)
粘性やや弱い。φ20cm円撲を含む。

34.5 22.0 
より古 灰黄褐色土(IOYR4/2) 

P407 IV-24 (264) (24 2) (48.9) 円形 黒約色土(lOYR3/1) P457 X 1-3 55.0 43 596 楕円形 しまり ・粘性やや弱い。
P叩8 V-21 (28.0) (24.9) (10.6) 円形 同5より古 恩褐色土(IOYR3/1) 小口ームプロックを多量に含む。

P判9 V-22 (23.1) (20.0) (10.3) 円形 黒褐色土(lOYR3/1) 灰黄褐色土(IOYR4/2)
P410 V-22 (35.4) (30 1) (39.8) 円形 日音褐色土(I0YR3/3)しまり 粘世弱い。P458 X 1-4 30.3 28.4 41.9 円形 しまり ・粘性やや弱いつ
P411 V-23 (23.2) (21.0) (9.1) 円形 黒褐色土(lOYR3/1) 黒褐色土プロックを少111:含むc

P412 V-23 (291) (22.1) (34.2) 楕円形 黒褐色土(10YR3/1) 灰貨褐色土(10YR4/2)
P413 V-22 (17.0) (13.6) (12.0) 円形 黒褐色土(IOYR3/1) P459 X 1-1 21.5 16.9 27.1 椅円形 しまり ・粘性やや弱い。

P414 [V-25 30.5 24.8 33.2 円形 l目6より新 褐灰色:I~(1 OYR1/ 1)附2と同じ覆土。 黒褐色土ブロ ックを少量含むc

P415 X-5 27.1 25.1 243 方形 。118より新 褐灰色土(10YR4/1)M52と閉じ覆土。 j火黄褐色上(10YR1/2)
P416 日1-25 280 23 12.5 円1惇 褐灰色土(10YR4/1) P460 X 1-4 30.1 261 44.4 円1信 しまり・粘性やや弱い。

褐灰色土(IOYR4/1) 黒褐色土ブロックを少量吉む。
P417 V-21 29.6 28.2 12.5 円1居

炭化物焼士粒子を含む。 灰黄褐色士(10YR4/2)
P418 V-16 25.9 19.6 12.8 椅円形 褐灰色土(lOYR4/1) P461 X 1-4 27.5 25.3 30.7 円形 しまか粘性やや弱い。

P419 V-21 32.7 32.7 23.4 方形 禍灰色士(10YR1/1) 黒褐色土プロ ックを少ll(含む。

P420 V-22 25.4 21.9 17.2 円形 褐灰色 1:(IOYR1/1)
灰黄他色イて(IOYR'l/2)XI 弥生蛮P421 

13・18
21.7 20.7 4.5 円形 H21より新 黒色土(IOYR2/1)ローム少品;含む。 P462 X 1-4 34.2 27.4 27.5 円7居

0104より新
しまり ・粘性やや弱い。

P422 X [-18 (oI.4) (50.6) 18.5 円形 H21より新 灰黄掲色土(IOYR4/2)
黒褐色土プ口ックを少量含む。

P423 X 1 -18 55.6 45.2 106 円汗5 1121より新
灰黄褐色土(IOYR4/2) 

P463 X 1-3 (24.8) (23.7) (18.6) 方形
黒褐色土(10Y3/1)

小ロームブロック少此含む。 しまりやや強い。粘性弱い2

P425 X [-19 245 22.8 13.1 円汗手
灰黄褐色士(10YR4/2)しまり・

P4制 V-22 (31.8) (26.2) (15.9) 円形
灰黄褐色土(10YR4/2)

粘性やや弱い。ロームを少量含む。 しまり ・粘性やや弱い。

P426 X 1 -19 28.3 26.3 28.9 fJl形
須恵器郎

灰黄褐色土(10YR4/2)
P465 X 1 -1 27.3 24.2 11.4 円形 灰黄褐色土(10YR4/2)

H22より新 P466 X 1-4 24.3 21.9 33.7 円J[手 灰黄褐色土(10YR4/2)
P427 X 1 -19 23.1 22.2 31.1 円汗三 H22より新 灰黄禍色土(lOYR4/2) P467 X 1 -'1 30.4 27.3 37.7 円形 灰黄褐色士(IOYR'1/2) 
P429 X 1-18 49.2 3日目 53.4 楕円形 H21より新 セクゾヨン図中にすて胤説明あり。 P468 X [-4 21.6 20.2 14.6 円形 灰黄褐色土(lOYR4/2)

P4羽 ):-5 (229) (18.2) (6.9) 円汗2
にぶい黄褐色土(IOYR1/3) P469 X 1-4 23.2 (19.9) 34.3 円形 l見8より古 灰黄褐色土(IOYR4/2)
ローム粒子を含む。 P470 X 1-4 27.2 24.1 30.4 円形 灰貨褐色土(IOYR4/2) 

P431 X-5 (278) (23.1) (173) 円形
にぶい黄褐色土(IOYR4/3) P471 IV-25 212 205 293 不整形 褐灰色土(10YR4/1)炭化物を含む。

ロ ム粒子を含む。 P472 X 1 -13 (45.9) 45.5 27.7 円形 H23より新
P435 X-5 33.7 28.8 24.5 円汗3 にぶし、黄褐色士(10YR4/3)

(72.9) (o8.6) 不整形 FI5より古
にぶい黄褐色土(IOYR4/3)

P436 X-i) 30.6 21.6 26.3 円形 にぶい黄褐色土(10YR4/3)
P473 V-22 33.9 

しまり弱い。

P437 X-5 29.1 24.2 23.2 円形 須恵器準 にぶい黄褐色士(lOYR4/3) P474 X 1-3 25.9 (11.1) 18.8 P'I50より古 灰黄褐色十(IOYR4/2)

P438 
X-5 

34.1 :13.0 15.7 円形 FI7より新 にぶし、黄褐色土(IOYR4/3)
P475 X 1-3 38.1 (26.3) 36.7 円形 P452より古 灰'!Ii.褐色士(10¥'R4/2)

X [-1 P476 X 1-3 42.4 34.9 34.1 円形 弥生琵 灰黄褐色土(IOYR4/2)
P439 X [-1 45.5 37.8 44.4 円形 日122より新 にぶし、黄褐色土(10YR4/3) P477 X 1-3 29.6 24.4 30.0 円形 灰黄褐色土(IOYR4/2)

P440 V-22 49.5 45.2 17.4 円汗5。78より新 灰賞褐色土(10YR4/2) P478 X [-3 25.5 22.5 27.6 円形 灰貨褐色土(IOYR4/2)
しまりやや強く 、粘性やや弱い。 P479 X 1-1 20.5 18.4 27.7 方形 FI7より新 褐灰色土(lOYR4/1)

P441 V-22 513 
493 540 

円汗2 土師器雪地
灰黄禍色土(IOYR1/2)しま り・ P480 X [-1 246 23 26.0 方形 P520より新 他灰色土(IOYR4/1)

粘性やや弱い。ロームを少盆含む。P481 X 1-1 31.3 29.3 25.4 円形 褐灰色土(10YR4/1)

灰貨褐色土(lOYR4/2) P482 X 1-1 27.4 247 23.3 円形 M65より新 褐灰色士(IOYR1/1)炭化物を含むc

P442 V-22 38.4 35.2 22.6 円汗3 しまり・粘性やや弱い。 P483 X 1-1 24.0 20.4 21.2 円形 M65より新 褐灰色土(lOYR4/1)
黒褐色土プロックを少量含む。 P484 X 1-1 28.0 242 t:l.2 円形 間55より新 褐灰色土(IOYR4/1)

灰黄褐色土(lOYR4/2) P485 X 1-1 28.1 26.2 19.5 方形 褐灰色土(lOYR4/1)
P443 V-22 75.7 54.6 49.1 柑円形。121より新 しまり ・粘性やや弱い。 P486 X 1-1 28.0 21.7 26.2 方形 尚灰色士(IOYR4/1)

黒褐色土プロックを少ii'.(含む。 P487 X 1-1 31.6 29.3 31.3 円形 褐灰色土(IOYR4/1)

灰黄禍色土(lOYR4/2) P4鈎 X 1-2 35.7 30.5 23.6 円形 褐灰色上(lOYR4/1)

P444 V.-23 25.6 21.6 25.4 円形 弥生裂 しまり・粘性やや弱い。 P489 X 1-2 33.9 26.9 15.6 円形 渇灰色土(IOYR'l/1) 
黒褐色土プロ ックを少量含むc P490 X-5 381 305 306 円形 ¥149より新 褐灰色士(10YR4/1)

灰黄褐色土(10YR4/2) P491 V-21 31.8 26.8 17.1 円汗3 褐灰色土(10YR4/1)炭化物を含むc
P445 V-24 33.6 29.7 27.0 円汗5 しまり・粘性やや弱い。 P492 V-21 35.9 32.6 30.2 円形 弥生脅 褐灰色土(10YR4/1)

黒褐色土プロックを少此含むm P493 V-21 16.4 15.3 13.7 }J汗3 褐灰色土(IOYR4/1)

P446 
¥-5 
27.5 25.3 30.8 円汗2

灰黄褐色土(lOYR4/2) P494 V-21 66.1 38.4 35.0 方形 弥生きIl! 褐灰色土(10YR4/1)
:; 1-1 黒色土プロックを含む。 P495 V-21 25.7 25.1 33.6 I工JiPi 褐灰色土(lOYR1/1)

P447 :;-5 45.0 341 29.0 円汗三 灰黄褐色土 (IOYR<l/2)炭化物を青むc !火黄褐色土(IOYR4/2)
P448 X-5 35.6 31.2 45.6 円汗3 灰黄褐色十(10YR4/2) P496 XI[-]2 44.8 41.4 27.0 円形 しまり ・粘性やや弱し、。
P判9 :;-5 37.5 321 23.3 方形 弥生資 灰黄褐色土(IOYR4/2) 黒褐色土プロ ックを害虫に含む。

灰策t;fl色土(IOYR4/2) 担ミ黄褐色土(IOYIW 2)
P450 X 1-3 50.3 38.3 36.7 楕円形 P474より新 しまり ・粘性やや弱い。 P497 Xll-12 369 31.3 371 円1陪 弥生誕 しまり ・粘性やや弱い。

黒褐色土プロックを少批含む。 黒褐色土プロックを多量に含むc

灰黄褐色 t(10YR4/2) P498 V-22 38.5 36.9 42.4 円形 尚灰色土(lOYR4!1)
P451 X 1-3 22.1 20 41.8 円汗芸 しまり ・粘性やや弱い。 P499 V-21 26.1 22.5 24.0 円形 褐灰色士(lOYR4/1)

黒褐色上プロックを少11:含む。 P5∞ V-23 22.8 19.3 30.6 円形 褐灰色土(lOYR4!1)

灰黄褐色イー(lOYR4/2) P501 V-23 28.2 25.2 32.5 円形 褐灰色土(10YR4/1)
P452 X [-3 28.2 24.5 37.9 同汗芸 P4i5より新 しまり ・粘性やや弱い。 P502 V-23 23.3 17.8 25.8 円形 悩灰色土(IOYH4/1)

黒褐色士一プロックを少l'I-?;"む。 P503 ¥1-24 24.9 21.8 389 円7悟 褐I:k.色土(IOYR4/1)

P504 V-22 32.6 26.4 1'1.1 #1円形 褐灰色土(10YR4/1)

P505 V-16 216 211 249 円形 褐灰色上(10YR4/1)
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第53表 ピット計測表(5)
遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形 態

出土遺物
備 考

遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

名 重複関係 名 重複関係

P506 V-21 38.1 29.7 26.3 楕円形 P359より古 褐灰色土(10YR4/1) P555 XII -6 23.8 21.8 7.5 円形 黒褐色土(10YR3/1)軽石を少お含む

P507 V-21 21.7 19.7 26.4 方形 褐灰色土(10YR4/1) P556 XII -6 23.3 20.0 4.2 円f陪 黒褐色土(IOiR3/1)特石を少量含む

P508 V-21 23.8 21.0 22.8 不整形 褐灰色土(10YR4/1)
P557 XII -6 25.9 21.1 円形

盟褐色土(10YR3/1)

円形 褐灰色壬 (10YR4/1)
11.7 

小ロ ムプロックを少拡含むuP509 IV-25 26.4 25.5 12.9 

P510 lV-25 23.9 13.6 11.2 円形 褐灰色士(10YR4/1) P558 XII-6 25.5 20.2 8.3 円形 黒褐色土(lOïR3! 1 ) ロ ムを少Ji~合む

P511 lV-25 21.1 17.8 13.1 不整形 褐灰色土(IOYR4/1) P559 XII -11 25.3 23.9 12.4 円形 黒色士 (IOiR2!1)ローム砂を少1ik含む

P512 V-17 33.1 (13.7) 17.9 向。より古 褐灰色土(10YR4/1) P560 XII -12 26.8 25.6 10.7 1'1形 褐灰色土(10YR4/1)ロムを少壮含む。

P513 X 1-1 30.7 26.0 30.5 不整形 0122より新 褐灰色士(10YR4/1)炭化物を含む。
P561 XII-12 21.2 (18.9) 21.8 F16より 古

黒褐色土(IOIR3/1)

P514 日1-25 (32.3) (30.3) (18.6) 方形 ¥155より新 褐灰色士(lOYR4/l) 小ロームプロックを少j，{合む。

P515 JY-25 (30.3) (27.6) 21.6 円形 ¥166より新 褐灰色土(10YIW1)
P562 XII-12 19.4 17.2 22.4 円形

灰黄褐色土(IOiR4/2)

P516 lY-25 (30.5) (29.5) (7.9) 円形 ¥155より新 褐灰色七(IOYR4/1) ロームプロックを少量含む。

P517 X J-l 21.0 20.5 17.5 円形 ¥149より新 褐灰色土(10Ylは/1)炭化物u P563 XII -11 26.6 24.7 10.3 円 j~ H30より新 黒色士(10IR2/1)ロ ムを少量含むη

P518 X 1-1 24.5 21.7 13.3 円形 出9より新 褐灰色土(10YR4/1)炭化物n
P564 XII -11 29.0 284 89 円形

褐灰色土(lOYR4/1)

中世士 黒褐色士(10YR3/1) ロームプロックを少量含む。

P519 X 1 -10 (37.1) (36.9) (20.0) 円形 師器杯索 しまり弱く、粘性やや弱い。
P565 xrr -6 20.6 19.0 4.6 円形

黒褐色オ (10IR3/1)
M18より新 灰前褐色土を多lli:に含む。 小ロームブロックを少五土台む。

P520 X 1-1 (20.4) 19.6 24.3 円形 P480より古 伺灰色土(10YR4/1)
P566 XII-6 33.4 25.4 18.1 円形

黒褐色土(IOiR3/1)

P521 X-5 (15.1) (12.5) (14.0) 持円形 ¥149より古 褐灰色士(10YR4/1) 小ロームプロックを少量;含む。

P522 X-3・8 34.0 15.9 32.3 不整形 杭生ワ 盟褐色土 (IOYR3/1)しまり.:jUlあり。
P567 XII-ll 28.7 25.5 22.2 円形

旦1褐色土(IOYR3/1)

P523 X-3 36.9 29.8 16.2 円形 弥生つ 黒褐色上 (10YR3/1)しまり 粘性あり。 小ロームプロックを少批含む。

P524 X-4 36.7 31.4 19.2 円形
中世弥

褐灰色土(IOYR，lIl) P569 XII-ll 26.7 25.7 9.2 円売5
黒褐色土(IOYR3/1)

生現 小ロームプロックを少抵含む。

P525 X-19 27.6 21.2 11.3 円J~ 弥生輩
黒褐色上(lOYR3/1)

P570 XII-l1 .16.8 45.9 44.3 円形
旦褐色士(lO¥ll3/1)

ローム粒子を多く含む。 小ロームプロック を少i，<含む。

P526 X-14 :n2 28.0 20.2 円形 褐灰色上(lOYR4/1) P571 XII -16 27.9 23.1 16.0 円形 褐灰色上(IOYR4/1)ロムを少il{台む。

P527 X-15 (22.5) (20.0) 12.4 円形 F20より新 褐灰色土(lOYR4/1) P572 XII-16 23.6 22.5 25.9 円形
黒褐色土(lOYH3/1)

小ロームプロックを少hl含むの

P528 X-15 (48.3) (38.5) (13.7) 円形
黒褐色士(10YR3/1)

P573 XII-16 11.2 (31.1) 36.3 不整形
弥生壷 灰黄褐色士 (10¥'R4/2)

しまり あり。炭化物を含む。 ¥157より古 ロームを事故含むc

P529 X 1-6 (26.9) (25.2) (9.6) 円形 黒褐色士(10YR3/1)
P574 XII-16 59.4 52.5 24.7 円汗5

黒褐色土(10¥'R3/1)

P530 X I-ll (23.5) (23.5) 17.1 F20より古 黒褐色士(10YR3/1) ロームプロックを少j，r含むc

円形 褐灰色土(10YH4/1)しま り粘性弱いcP575 XII -11 26.2 21.9 43.9 円J~
黒褐色土(lO¥'R3/1)

P531 X 1 -21 43.5 42.8 21.3 小ロームプロックを少批含むz

P532 X-20 39.8 (37.8) 33.3 不子宮形 弥生翌 黒褐色士(10YR3/2)し主り・粘性あり。
P576 XII -12 15.6 (15.6) 14.6 円形 ド16より古

，'!?，I品色土(lOYR3/1)

桁円形
土師器士不

黒褐色土(lOY1W2)
小ロームブロ ックを少hl含む。

P533 X-25 55_8 45.9 46.1 
弾弥生省 P577 XII-6 73.6 69.1 26.2 円}陪 セクンヨン図中に土!日説明あり句

X 1 -21 24.4 23.3 9.9 方形
黒褐色土(10YR3/1)しまり ・

P578 XII -6 824 71.3 55.3 円形
黒褐色上(IOYll3/1)

P534 
粘性弱いn ローム粒子を含む。 黒色土ブロックを少iik含む。

方形
黒褐色土(IOYR3/1)しまり ・ P579 X-17 29.7 27.3 9.7 円形 黒伺色十(10YR3/1)

P535 X 1 -21 26.0 22.7 26.6 
粘性弱い。ローム粒子を含む。 P580 X-16 24.0 22.B 12.7 円7陪 黒褐色士(10¥'R3/1)

X 1-8 15.4 14.3 8.9 円形
黒褐色土(10YR3/1)

P581 X-16 (53.3) 35.9 9.7 方形 ¥171より古
灰黄褐色土(lO¥'R4/2)しまり ・

P537 
しまり ・4古{主Jやや弱し、。 粘性弱い。

円形
黒褐色土(10YR3/1) P582 X-21 (33.4) (32.6) 56.9 円形 )171より古 黒褐色士 (1O¥R3/1)しまり・粘性あり。

P538 X 1-4 24.8 21.7 5.2 
しまり ・粘性やや弱い。 黒褐色土(10YR3/1)
黒褐色上(10YH3/1)

P583 X-16 25.2 18.3 10.6 円形
ローム粒子を多く合む。

P539 X 1-4 20.4 18.4 9.7 |斗形
しまり ・粘性やや弱い。 黒褐色土(10YR3/1)
黒侶色土(10YR3/1)

P584 X-16 22.7 17.2 7.6 不整形
ローム粒子を多く 含む。

P540 X 1-4 32.4 21 25.1 方形
小口 ムブロックを少最含む。 黒褐色士(10YR3/1)
灰黄褐色土(10YR4/2)

P585 X-16 25.1 20.5 13.1 円1醇
ローム粒子を多く含む。

P541 X 1-4 20.9 20.2 15.9 円形
しまり ・粘性やや弱い。 黒褐色士一(10¥，R3/1)
灰黄掲色土(10YR4/2)

P586 X-16 58.0 41.2 25.1 椅円形
ローム粒チを多く含む。

P542 X 1-4 25.5 20.3 52.2 方形 灰軸血 しまり ・粘性やや弱い。 黒褐色士(IOYR3/1)

灰黄褐色士(10YR4/2)
P587 xrr -7 21.9 23.7 10.8 円形

小ロ ムプロックを少量含むe
P543 X J-9 37.9 35.6 15.3 円庁芸 上白石器甑 小ロームプロックを少1，(含む。 P588 X 1 -16 84.9 74.8 44.6 円形 』胞lより新 セクγ ョン図中に土居説明あり n

円形
黒褐色土(IOYR3/2) P589 X 1 -16 78.3 67.6 53.4 円形 M81より新 tクンヨン凶中に士柑説明あり c

P544 X 1-9 39.7 37.5 18.2 
しま り I占有lやや弱い。 黒褐色土(IOYR:l/l)

黒褐色士(10YR3/2)
P590 XII -7 (22.3) (18.9) 5.5 円形 F25より古

小口ームプロックを少量含む9
P545 X 1-10 33.1 31.6 18.8 円7信

しまり ・粘性やや弱い。 褐灰色士(10¥，R4/1)

黒褐色士(10YR3/2)
P591 xrr -16 38.2 (215) 8.2 H24より古

ロームを少lt~含む。
P546 X 1-9・10 31.6 23.5 23.3 円 J~

小ロームプロックを少並含む。 '*黄褐色土(lOYR4/2)
F22より古

P592 X ]-10 (47.9) (45.8) (19.6) 問7より古
φ10cm大円礁を含むcP547 X 1-9 :n5 (213) 63.5 

灰黄褐色砂'fJ士(10YR6/2)
P593 X 1 -10 (47.5) (42.1) (33.1) 円形 ¥1l8より古

灰黄褐色土(IOYR4/2)

P548 X 1 -10 56.3 37.4 12.7 不整形 しまりやや強く、粘性弱い。 小口ームプU ツクを少此含む。

黒褐色土プロックを少21_(含む3
P594 X 1 -10 (45.5) (37.2) (18.8) 同汗手 M18より古

灰黄褐色士 (10YR4/2)

黒褐色士(IOYR3/1)しま りやや 小ロームプロックを少量含むc

P549 X J -10 601 55.3 25.0 円形 弥、いu 粘性やや弱い。灰員褐色
P596 X 1 -13 270 215 123 円1存

里褐色土(l0¥R3/1)
砂質士プロックを多量に含む。 ロームを事故に合む。

黒褐色士(10YR3/1)しまりやや P598 X 1 -14 451 <11.8 32.9 ドl汗2 セクション図中に士肘説明あり。

P550 X 1 -10 32.7 292 70 円Jf~ 強い。粘性やや弱い。灰1立褐色
P599 X 1 -19 36.8 30.2 12.3 円形

P600より 褐灰色士(10¥R4/1)
砂質Iプロックを多f正に含む。 新 小ロームブロックを少iì~合む匂

黒褐色土(10YR3/1)しま りやや
P600 X 1 -19 40.3 34.7 32.9 円 i~

1'599より 褐灰色土(IOYR4/1)

P551 X 1 -10 57.5 19.9 151 不盤形 強い。粘t'1やや弱い。灰黄褐色 古 ロームを少hl含む。
砂質土ブロックを多量iに含む。

P601 X 1 -19 50.8 33.6 IH.9 m円形 褐灰色土(IOYJWI)

黒褐色土(10YR3/1) 小ロームプロソク を少jA合む。
P552 X-18 22.0 16.2 6.1 円形 ローム粒子を多く含む。 灰黄褐色士(IOYR.1I2)

黒褐色土(10YR3/1)
P602 X 1 -19 (25.5) (22.3) (24.0) 1"1形

小ロームブロックを少ii.(含む。
P553 X-18 20.1 19.0 170 jプ形 弥生型地 ローム純子を多く含む。 黒褐色土(lOYR3/2)

黒褐色士(10YR3/1)
P603 X 1 -19 52.3 43.3 12.0 柑円形 P604より古

ロームを少量含む。
P554 X-23 194 15.3 76 円形 ローム粒子を多く含む。
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第54表 ピット計測表(6)
遭備
出土位置 長径 短径 深さ 形 態

出土遺物
備 考

遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形 態

出土遺物 備 考
名 重複関係 名 重複関係

P6倒 X 1 -19 38.8 (33.4) 16.6 ィ、整形 P603より新
黒褐色土(10YR3/2)

P655 VI -21 34.3 29.4 12.6 円形 D111より新
灰黄褐色土(10YR4/2)しまり・粘性

小ロームプロックを少量含む。 弱い。黒褐色土プロックを少量含むe

P605 X-16 54.8 51.9 38.5 円形
黒褐色土(10YR3/1)

P656 VI-21 52.1 (28.4) 9.9 円形
黒色土(10YR2/l)しま り・粘性やや

しまり弱く、粘性あり。 弱い。ロームを少量含む。

P606 ]x-20 62.5 58.6 57.4 円?陪
黒褐色土(10YR3/1) 灰黄褐色土(lOYR4/2)

しまり弱く、粘性あり。 P657 VI-16 (44.8) 44.4 45.0 円7陪 しま り・粘性やや弱い。

P607 医 20 26.0 21.8 10.3 円形
灰黄褐色土(10YR4/2) ロームブロックを少量;含む。

しまり・粘性あり。 黒褐色土(10YR3/1)しまり

FR黄褐色土(10YR4/2) P658 VI -16 (335) (31.3) 27.2 円形
h侶lより

やや弱く、粘性やや強い。
P608 ]x-20 24.2 21.3 12.1 円形

しまり ・粘性あり。
古

小ロームプロックを少量含む。

黒褐色土(10YR3/1)
弥生習E

黒褐色土(lOYR3/1)
P609 ]x-20 74.5 41.6 12.6 不整形 P659 X 1 -18 (68.5) (39.1) 22.7 不整形 童 H21

ローム粒子を含む。 より古今
ロームプロックを含む。

P610 医 19 35.8 30.9 8.8 円J['三 黒褐色士(lOYR3/l)
P660 XII-1 (29.3) (261) 466 円形 l口9より古

黒褐色土(10YR3/1)

P611 区 19 54.8 45.8 13.6 円形 黒褐色土(10YR3/1) 小ロームブロックを少量含む。

P612 ]x-20 27.9 27.5 24.4 円汗手 黒褐色士(lOYR3/1)
XII-1 椅円形

黒褐色土(10YR3/1)

P613 医 20 58.7 56.6 21.5 円形 P628より新 黒褐色土(lOYR3/1)
P661 66.3 37.4 18.8 

ロームを少量含む。

P614 ]x-20 23.2 21.0 38.3 円形
黒褐色士(10YR3/1) 黒色土(10YR2/1)しまり ・粘性やや

しまり・粘性あ りc P662 XII-l (50.4) 27.5 57.9 恨の 弱い。ロームプロックを少ii1含むr

P615 ]x-25 66.5 59.7 17.7 円形 弥生翌
灰黄褐色土(10YR4/2) 下端が離れているので注意。

しまり ・粘性弱い。
楕円形

黒色土(10YR2/1)しまり・粘性やや
黒色土(10YR2/1) P663 VI-21 58.1 30.3 11.8 弱い。小ロームプロックを少量含む。

P616 XII-l 26.7 21.6 29.3 円形 089より新
しまり弱く、粘性やや強い。

円形
黒色土(10YR2/1)しまか粘性やや

P617 X-19 (45.9) (36.6) 60.1 不整形 M30より古 黒褐色土 (10YR3/1)粘性.1常にあり c P664 VI-22 36.5 33.2 20.2 弱い。小ロームプロックを少量含む。

P618 X-17 50.6 27.8 16.0 不整形
黒褐色土(10YR3/l)

P665 VI-21 (21.5) (19.2) (16.8) 円形
黒色土(10YR2/l)しまり・粘性やや

ローム粒子を多く含む。 弱い。小ロームプロックを少iit含むc

P619 X-17 27.1 21.3 18.8 方形
黒褐色土(10YR3/1)

P666 VI -21 55.3 33.6 18.9 楕円形
黒色士(10YR2/l)しまり ・粘性やや

ローム粒子を多く含む。 弱い。小ロームプロックを少量含む。

P620 X-24 27.1 24.5 17.8 円形
黒褐色土(10YR3/1)

P667 XII-l (374) 36.5 14.6 円7惇 088より古
黒色土(lOYR2/1)

しまりあり。赤色粒子を含むの しまり ・粘性やや弱い。 しみかワ

P621 XII -11 19.1 (15.9) 27.3 椅円形 F24より古
黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性やや

P668 XII-l 35.8 34.2 19.3 円}f0
黒色土(10YR2/1)しまり ・粘性やや

弱い。ロ ムブロックを少量含む。 弱い。小ロームプロックを少量含む。

黒褐色士(10YR3/1)しまり ・粘性やや
黒色士(10YR2/1)しまり ・粘性やや

P622 XII-ll 22.0 (162) 12.8 F24より古 P669 XII-l 56.4 (432) 16.6 附7より古 弱い。小ロームプロックを少ii1含
弱い。ロームプロ ックを少泣含む。

む。

黒褐色土(lOYR3/l)しまり ・粘性や
黒色土(10YR2/1)しまり・粘性

P623 XlI-ll 27.5 19.7 18.2 円形 や P670 V-19 20.8 15.6 22.4 円形
粘性あり。黒色士下から検出。

弱い。ロームプロックを少量含む。

P624 X-19 28.5 17.7 22.8 不整形
黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性あ

黒色土(10YR2/l)しまり ・
り。 P671 V-18 35.6 24.9 20.4 楕円形

粘性あり。黒色土下から検出。
P625 X-19 19.3 12.5 16.2 円形 黒褐色士(lOYR3/1)しまり ・粘性あり

P626 X-19 18.2 16.5 16.5 円形 黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性あり
V-19 方形

黒色土(10YR2/1)しま り・

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性あり
P672 33.4 32.9 14.6 

粘性あり。黒色士下から検出。
P627 ]x-20 39.6 39.1 17.8 不整形

ロームプロックを多く含む。 黒色士(10YR2/1)しまり・

1'31' P613 黒褐色土(10YI13/1)しまり ・粘性あ
P6J3 V-19 28.2 24.1 24.1 方形

粘性あり。黒色士下から検出。
P628 民 20 44.7 (16.9) 16.3 

より古 り。ロームブロックを多く含む。
P674 V-14 31.8 27.9 17.2 方形

黒色士(10YR2/1)しまり ・

P629 ]x-20 47.5 38.0 30.2 楕円形
黒褐色土(lOYR3/l)しまり ・粘性あ 粘性あり。黒色土下から検出。

り。ロームプロックを多く含む。
P6J5 V-23 25.3 22.5 16.6 方形

黒色士(10YR2/1)しまり ・

P630 X-17 (31. J) (26.1) 23.1 円形 096より出 黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性あり 粘性あり。黒色土下から検出。

P631 X-24 28.5 27.4 38.9 方形 黒褐色土(10YR3/1)
円形

黒色土(10YR2/l)しまり ・粘性弱い

黒褐色土(10YR3/1)
P6J6 V-20 27.4 25.7 14.0 

ローム粒子を多く含む。
P632 X-24 24.2 21.0 15.7 円形

粘性が非常にある。 l灰黄褐色土(10YR4/2)砂を多量

里褐色土(10YR3/1)しまり弱く、
P67J X-23 (87.8) (87.1) (44 3) 不整形 M27より古

合む。 2褐灰色砂(10YR5/1)粗砂。

P633 X 1-4 57.6 50.7 17.0 円形 粘性やや弱い。黒色土・

ロームプロックを少iik含む。
P678 X 1 -16 (42.6) 37.2 22.7 不整形

黒褐色土(10YR3/2)

ローム粒子を事く含む。

P634 X 1 -18 27.4 23.1 21A 円形 黒褐色士(10YR3/2)しまり ・粘性弱い
円形

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・

P635 X 1 -18 20.7 15.8 10.4 不整形 黒褐色土(10YR3/2)
P6J9 X-25 38.4 35.9 31.9 

粘性あり。ンノレ卜を多く含む。

P636 X 1 -17 27.2 25.1 10.8 円形 黒褐色土(10YR3/2)しまり ・粘性弱い P680 X 1 -13 位9.3) (18.4) 28.7 不整形 黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性弱い{

P63J X 1 -18 19.0 17.8 8.1 円形 黒褐色土(10YR3/2) にぷい黄褐色士(10YR4/3)しまり

P638 X 1 -17 20.7 20.0 13.2 方形 黒色士(10YR2/l)しまり ・粘性あり。
P681 X 1 -22・23 89.1 (18.1) 23.4 不整形 M30より古 粘性弱し、黒色土ブロックを多く

含む

P639 X 1 -17 35.8 27.3 12.6 不整形 P640より新 黒褐色土(10YR3/2)しまり 粘性弱いz 弥生翌査
P640 X 1 -17 26.8 (186) 6.1 円Jf0?P639より古 黒褐色土(10YR3/2) P682 X 1 -16 (30.2) (24.8) (17.8) 方形 須恵器士干

褐灰色士(10YR6/1)

P641 X 1 -17 21.8 20.1 14.8 円形 黒色土(10YR2/1) 問。より肯
しまり ・粘性弱い。砂層。

P倒2 X 1 -17 19.5 16.6 19.7 円形 黒色土(10YR2/1) 黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性

P643 X 1 -17 29.0 27.3 8.2 円形 黒褐色士(10YR3/2)しまり ・粘性弱い
P684 X-19 237 19.4 8.9 不整形 ややあり。ロームプロックを多く

含む。

P644 X 1 -17 30.4 29.0 25.9 円Jn 黒褐色土(lOYR3/2)しまり ・粘性弱い《P685 V-23 41.4 29.2 10.2 柿円形 県色土(10YR2/1)しま り・粘性弱い《

P倒5 X 1 -16 42.1 26.9 34.2 不整形 黒褐色士(10YR3/2) 黒色土(10YR2/1)

P646 X 1 -16 267 24.0 13.5 円形 黒褐色土(10YR3/2)
P686 V-23 (37.3) 31.4 41.2 方形

ロームプロックを多く含む。

P647 X 1 -16 29.3 27.2 14.1 円形 黒褐色土(IOYR3/Z) 黒褐色士(10YR3/1)

黒色士(10YR2/1)しまり ・
P68J XII-16 (47.3) (42.4) 29.8 円形 M55より古

しまり ・粘性やや弱い。
P648 V-21 50.0 457 11.0 円形

粘性やや弱い。

黒褐色土(10YR3/2)しまり ・粘性弱
l褐灰色士(lOYR4/1)しまりやや強

P649 X 1 -16 33.7 302 20_5 円形 く、しまりやや強く、粘性弱い。し、。
P688 X 1 -23 686 (36.1) 30.2 柑円M 附Oより古 小ロームプロックを1];、:hl含む

向日 X 1 -16 43.8 36.4 15.1 円形 黒褐色土(10YR3/2)しまり ・粘性弱い

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性
2灰黄褐色土(10Y!l6/2)しまりやや

P651 VI-16 (47.6) (44. i) 534 円Jf0 M75より占
やや弱い"ロームを少iir含む。

強く、粘性弱い。円ームを少品;含む。

P652 VI-22 80.7 (14.6) 16.0 方形
黒筒色土(10YR3/!)しまり ・粘性やや l黒色士(10YR2/1)しまり弱く 、
弱い。小ロームプロックを少hl含む

P689 X 1 -23 23.8 17.2 19.6 椅円形
粘性やや弱い。

P653 VI-22 82.0 (33.6) B.4 円形
黒褐色土(10YR3/1)しまり・粘性やや 2灰黄褐色土(IOYR4/2)

弱い。 小ロームブロックを少:w:含む しまりやや強く、粘性弱い。

P654 VI-21 23.1 20.1 19.0 円汗2
灰黄褐色土(10YR4/2)しまり ・粘位 黒色士(10YRZ/1)しまり・粘性

弱い。黒渇色土プロックを少i止含む P690 XII-11 20.3 19.0 14.1 円Jf0 H30より新 やや弱い。小ロームプロック ・
炭化物を少量含む。
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第55表 ピッ ト計測表(7)
遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形 慰 備 考 出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考名 重複関係

P691 XII-ll 32.9 24.5 12.7 内円形
黒褐色上(lOYR3/1) !!i，~白色士 ( 1 0YR3/ 1 )
しまり ・粘性やJや弱い。 P759 X-4 33.3 28.9 24.6 円1陪 しまり ・粘性ややW1いe

P692 XII -7 19.4 (7.6) 23.6 
黒色土(10YR2/1) ロームプロックを少量含むn
しまりやや弱く、粘性やや強い。

P7閃 X-4 22.4 15.5 6.0 楕円形
盟褐色士(10YR3/1)

P693 X 1-2 (29.2) (26.7) (41.8) 不整形
黒色士(10YR2/¥) しまり・粘性やや弱い。
しまり ・粘性やゃあり。砂を含む。

P761 X-3 26.3 16.9 77 楕円形 ¥153より古
黒褐色土(10¥R3/1)しまりやや弱く、

P694 XII -16 19.0 17.1 9.2 方形
灰黄褐色土(10YR4/2) 粘性やや強い。ロームを少量含むc
しまり ・粘性やや弱い。

P762 
N-23 

25.6 21.5 20.1 椅円形
黒褐色土(10¥R3/1)しまりやや弱く、

P695 XII-12 28.5 20.2 13.2 楕円形
灰黄褐色土(10YR4/2) X-3 粘Itやや強い。ロームを少;ik含む4
しまり ・粘性やや弱い。

黒褐色土(10YR3/1)しまり粘性弱 P763 X-3・4 72.5 118.9 11.0 特円形
黒褐色士(10YR3/1)しまり ・

P697 IX-20 lU (9.7) 8.9 し、 粘性やや弱いロ

P698 N-13 35.6 28.6 45.8 楕円形 黒褐色土(10Yl{3/1)砂を含む。
P764 N-2:l 28.7 28.2 247 円形

黒褐色土(1O¥R3/1)しまり
P699 V-16 32.6 29.1 37.2 円形 黒色土(10YR2/1)粘性あり。 粘性やや弱い。ロームを少量含むc

P7∞ V-16 20.9 19.0 11.5 円形 灰'1/，裕色土(10YR'I/2)
P765 N-23 24.2 22.3 15_7 円形

黒沼色土(lOYR3/1)しまり
P701 V-ll 25.8 21.9 19.5 不整形 黒色土(lOYR2/1)粘性あり。 粘刊やや弱い。ロームを少量含む。

P702 V-16 37.7 30.6 42.6 不整形
灰裁褐色士(IOYR4/2)しまり ・粘性
弱し¥

P766 X-4 (23.0) (22.7) (34.8) 円形
褐灰色土(IOYR.l/l)しまり弱く、

P703 V-I1 27.2 24.2 13.2 円形
灰黄褐色土(IOYR4/2)しまり ー粘性 粘性やや強い。ロ ムを少i込合む。
~~し、c

P704 ¥1-16 21.1 19.2 12.3 円形
灰黄褐色土(IOYR4/2)しまり ・粘性

P767 N-13 23.5 22.'1 30.1 円形
黒色土(l0¥H2/1)しまり弱く、粘性

弱し¥ 強し、

P705 V-17 63.1 22.1 15.1 柑円形
灰黄褐色土(10YR4/2)しまり ・粘性

P768 N-13 23.4 19.1 15.3 円肝3
異色士(lOYR2/ 1 ) しまり D~J く 、粘性

弱し、 強し、

P706 V-17 31.4 23.6 42.7 楕円形 黒褐色士(lOYR3/1)粘竹あり。 P769 lV-13 25.9 15.3 44.4 柑円形
黒色土(10¥H2/1)しまり弱く、粘性
強iし、

P708 ¥1-17 51.5 25.4 16.1 楕円形 黒褐色土(IOYR3/1) P770 N-13 26.6 20.0 13.4 何円形
黒色土(lOYH2/1)しまり弱く、粘性
1!hし、

P7印 V-12 33.0 31.9 40.9 円形 灰黄禍色土(lOYR4/2) P77I N-12 20.4 12.9 27.0 楕円形
黒色士(lOYHZ/l)しまり弱く 、粘j'J
強し¥

P710 V-12 21.2 19.2 12.0 円形 黒褐色士(IOYR3/1)しまり ・粘性あり t
P772 N-13.18 58.5 22.4 30.1 柑|工!形

黒掲色土(10¥R3/1)しまり弱く 、
P711 V-21 24.7 22.2 16.9 円形 黒褐色土(10YR3/1) やや弱い。炭化物粒を少:w:含む。

P712 V-16 34.6 28.6 11.3 円形
灰i黄渇色土(10YR4/2)しまり粘性

P773 N-18 20.5 17.2 30.9 方形
黒色士(10YR2/1)し主り弱く 、粘性

弱し、( 強iI、

P713 V-22 (22.7) 20.6 8.4 円形 灰黄褐色士(IOYR4/2) P774 X-14 16.7 13.5 9.8 円形 黒褐色土(10YR3/1)ロム粒子を含む。

P714 V-22 23.9 20.2 32.9 円形 灰黄褐色士(10YR4/2) P775 X-14 15.1 12.3 8.8 方形 黒褐色士(l0¥R3/1)ロム粒子を含む。
P715 V-17 19日 15.8 12.7 円形 灰黄褐色土(lOYR4/2) P776 X-14 238 17.2 7.3 楕円形 黒褐色士(l0¥R3/1)ロム粒子を含む。

P716 X 1-2 35.2 32.5 12.4 円形
日音褐色土(IOYR3/3)しまり ・ P777 X-9 213 19.3 13.3 円形 黒褐色士(l0¥R3/1)ロム粒子を含む。
粘性弱い。ロ ム粒子を多く含む。P778 X-14 22.1 20.8 98 円形 盟褐色土(IOYR3/1)ローム粒子を含む。

P717 V-22 309 28.0 9.2 円形
日昔侶色土(lOYR3/3)しまり ー粘性弱い

P779 X-14 28.0 19.7 11.5 楕円形
灰黄禍色 t(10YR5/2)しまり粘性
あり

)j(黄褐色土(IOYR4/2)
P780 X-19 17.5 15.3 18.3 円形

黒褐色土(10¥R3/1)し主り ・
P719 X 1-1 23.8 21.4 17.1 円形 F17より古 しまり ・粘性やや弱い。 粘性あれ ローム紘子を多く含むc

小ロームプロックを少量含む。 P781 X-24 15.5 14.8 14.5 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P720 V-22 47.3 (40.9) 26.1 不整形 1'400より古 黒相色土(10YR3八) P782 X-24 24.4 22.4 7.5 円形 黒褐色士(10YR3/1)

P721 V-22 (26.0) (22.4) 15.4 円形 日121より古
毘褐色土(10YR3/1) 

P783 X-20 32.5 23.8 58.3 楕円形
黒褐色士(10YR3/1)

ロームブロックを含むの ローム純干を多く含む。

P722 
lY-25 

23.2 18.5 24.5 不整形
黒褐色士(lOYR3/1)

P784 X-20 21.8 16.6 28.0 円形
黒褐色土(10YR3/1)

V-21 しまり ・粘性あり。 ローム粒子を多く含む。

P723 IY-25 39.4 26.1 29.3 不整形
黒褐色土(lOYR3/1)

P785 X 1 -11 34.4 31.5 10.1 円形
黒褐色土(10YR3/1)

ロームプロックを多く含む。 ローム粒子を多く含む。

P724 N-25 27.2 20.7 17.8 不整形 黒褐色土(lOYR3/1) P786 X 1-6 26.5 20.8 12.4 |刊形 黒褐色土(lO¥l{3/1)

P725 [v-20.25 25.9 26 16.3 円形
中世 灰黄褐色土(10YR4/2) P787 X 1 -16 64.5 42.4 13.4 不整形 黒褐色土(10YR3/1)
M49より古 ローム粒子炭化物を含むの P788 X-20 (34.8) (33.3) 13.4 方形 問。より?片 黒褐色土(10YR3/1)

P726 IY-25 24.7 246 17.6 円形 黒褐色土(10YR3/¥) P789 X-15 29.7 15.6 14.2 梢円形 黒掲色土(lOYR3/1)
P727 N-25 66.0 49.9 20.8 M49より古 黒褐色土(lOYR3/1)

P790 X-19 29.6 27.7 23.5 円形
灰主主褐色士(10YR4/2)

中世 しまり ・粘性あり。
P728 N-25 13.1 (5.9) 12.2 P377より古

灰黄褐色士(10YI{4/2)
P791 X-19・20 24.6 23.9 14.2 円形 灰黄褐色士(10YR-l/2) 

P729 N-25 85.8 39.1 29.4 柑円形 黒褐色士(10YR3/1) P792 X-20 30.7 27.9 8.0 円形 灰黄褐色士(10YR-l/2)

P730 N-25 (54.6) 50.8 6.8 柑円形
黒褐色士(lOYR3/1)しまりあり、粘性 P793 X-20 20.8 19.8 7.6 円形 灰黄褐色士(10¥1{-l/2)
ややありのローム粒子を多く含む。 弥生壷
褐灰色士(10YR4/1)

P794 X-25 (56.8) (44.2) 15.6 楕円形
M49より古

灰黄侶色士(lOYR4/2)

P731 X-5 33.6 18.6 12.4 桁円形
しまり ・粘性やや強い。 P795 X-15 26.8 23.8 7.8 円形 灰黄褐色土(lOYR4/2)

N-20 46.5 43.0 3'1.6 不整形
黒褐色土(10YR3/1) P796 X-20 (24.5) 24.4 9.8 円形 ralより古 灰質褐色士(lOYR4/2)

P732 
しまり弱し、く、粘性やや強い。 灰貨褐色土(10YR'lIl) 

P797 孔1-18 107.5 43.0 25.5 椅円形
P733 N-20 25.8 24.7 12.4 円形 黒褐色土(10YR3/1) しまり弱く 、粘1'l強し、。

P734 N-15 26.1 24.7 16.8 円形 黒褐色士(lOYR3/1) P798 ¥1-22 (51.8) (49.5) 16.9 円形 灰黄褐色土(l0¥R4/1)黒下。

P735 ¥I-ll 日9.5 27.1 10.8 怖円形 黒褐色士(IOYR3/1) P799 X 1 -16 40.9 36.3 21.6 円形 弥生誕 黒褐色土(10YR3/1)

P736 N-15 30.9 23.3 40.4 相円形 黒褐色土(10YR3/1)
P8∞ X 1 -16 41.8 34.'1 12.8 円形 m柏色土(10YR3/1) 

褐灰色土(10YR4/1) ロームプロックを含む。
P737 N-15 (38. 8) (28.8) 32.4 不整形

しまり弱く 、粘性やや弱い。 県色土(IOYRZ/l)
黒褐色土(10YR3/1)

P801 X-17 30.2 29.2 lH 1 円形
しまり弱く 、粘性やや強い。

P738 IY-15 216 18.4 10.8 円7惇
しまり弱く、粘性やや強い。 黒褐色土(IOYR3/1)しまり ・

P802 X-17 39.4 249 14.3 不整形
P739 N-24 31.3 19.6 51.2 楕円形 黒褐色土(10Y!{3/1) 粘性やや弱い。ロームを少jik含むc
P740 N-24 36.8 31.0 14.8 円形 黒褐色土(10YR3/1)

P803 X-17 248 190 127 円形
黒色士(10YRZ/l)しまり

P741 N-24 308 274 35.0 円形 中世 褐灰色土(lOYR4/1)炭化物を含む。 粘性やや弱い一

P754 N-14 24.7 21.5 10.7 方形
黒色土(10YR2/l)

P804 X-17 25.4 18.7 19.4 円形
黒色土(10¥R2/1)しまり ・

しまりやや弱く、粘性やや強い。 粘性ややザjい。

P755 IY-14 28.9 19.9 20.2 持円形
黒色土(lOYR2/1)

P805 X-19 (39.7) (36.6) 日l 不整形 M42より古
黒色土(lOYR2/1)しまり ・粘性

しまりやや弱く 、粘性やや強い。 やや弱い。ロームを少批含む。

P756 N-19 36.8 30.4 24.3 楕円形
褐灰色土(10YR4/1) 

P806 X-17 21.6 20.6 2U 円形
黒色士(10YR2/1)しまり ・粘性

しまり弱く 、粘性やや強い。 やや弱い。ローム粒子を少最合むc

P757 X-4 (231) (19.8) (9.5) 円形
侶灰色:士(10YR1/¥) 黒褐色土(IOYR3/1)
しまり弱く、粘性やや強い。 P814 X-I0 22.0 141 6.9 桁円形 しまり ・粘性やや弱い。
I黒色土(10YR2/¥) 小ロームプロックを少量含む。

しまり弱く 、粘性やや強い。 ?書簡色土(lOYR3/1)

P758 X-4 (37. I) (335) 64.2 円形 2にぶい黄燈色士(10YR6/4) P815 X-I0 16.3 129 194 円形 しまり ・粘性やや弱い。
しまりやや強く、粘性弱い。 小ロームプロックを少盟;含む。
黒色土を少ik含む。
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第56表 ピット計測表(8)
遺憾
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

遺構
出土位置 長径 短径 深さ 形態

出土遺物
備 考

名 重複関係 名 重複関係

，~，~褐色土 (10YR3/ 1 )
PB3B Y-15 28.7 25.9 169 円形 黒褐色土(10YR3/1)住痕あり。

PB16 );-10 18.8 lI.7 7.1 円形 しまり ・粘性やや弱い。 PB39 Y-12 27.1 26.1 10.4 円形
里褐色土(10YR3/1)赤色粒子を合

小ロームプロックを少抵含む。 む

方形
黒f日色土(10YR3/1)

PB40 Y-24 23.5 18.3 17.0 ロームプロックを多く含む。黒褐色士(lOY1{3/1)
PB17 X-10 16.4 14.8 19.4 円形 しまり ・粘性やや弱い。 P841 XII -2 21.1 18.7 9.9 円形 黒褐色士 ( 10YR3/ 1) しま り ・粘性~~~、

小ロームプロックを少拡含む。 PB42 XII-1 26.3 25.6 19.4 円形 i旧Oより古 黒褐色土(lOYR3/1)

黒褐色土(10YR3/1) PB43 JV-21 72.3 47.6 168 柑円形 黒褐色士(10YR3/1)

PB1B X-13 27.5 25.5 17.7 円形 しまり・粘性やや弱い。 P844 日 21 16.9 12.8 10.0 円形 黒褐色土(10YIU/l)

ロームプロックを少ii.(含む。 P845 VI-21 29.3 19.4 21.1 杓円形 D86より古 黒褐色土(10YR3/1)

円形
灰黄褐色:1::(10YR4/2) PB46 XII-1 24.6 20.7 26.1 キ1f円形 黒褐色士(10YR3/1)

PB19 X 1-4 24.9 20.2 25.7 
しまり '1¥';性やや弱い。 円形 甲1呂色土(10YI{3/1)PB47 XII-l 39.5 26.5 16.0 

PB20 Y-20 23.2 18.2 20.5 円形
灰黄褐色土(10YR4/2)

PB4B X 1 -10 (19.6) (14.6) (16.8) 楕円形
M57・M65

!Il.褐色土(10YH3/1)
しまり ・粘性やや弱い。 より古

PB21 Y-13 27.5 21.6 11.5 栴円形 土師器3~
褐灰色砂(10YR5/1)

PB49 Y-20 29.9 23.7 16.9 円形
黒褐色土(lOYH3/1)しまり ・粘性

しまり弱く 、粘性なし。M74の窪みつ ややあり。ロームプロックを含む九

PB22 X 1-3 29.7 2日4 223 円形
黒褐色土(lOYR3/1)しまり・粘性やや

PB50 X-l0 54.3 42.3 12.9 円形
巣褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性あり

弱いa 小ロームプロックを少:!il:含む ローム粒子を多く含む。F181こ似る。

PB23 X 1-1 23.6 18.6 9.1 円形
黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性やや P851 X-19 30.0 (23.2) 12自 円形 ，¥147より新 褐灰色士(10YR4/1)

弱い。小ロームプロックを少iii含む
P852 XII-7 55.8 (45.6) 14.6 楕円形 F25より古 黒褐色土(IOYR:l/2)しまり ・粘性弱い

黒褐色士(lOYR3/1)しまり ・粘性やや
P824 X 1 -3 31.8 303 207 円形

弱い。小ロームプロックを少量含む P853 XII-6・7 961 80.0 16.3 不整形 黒褐色士(10¥R3/2)しまり ・粘性弱い一

黒褐色士(10YR4/1)
P283' 

P854 X¥唖-17 47.0 45.6 4.1 円形 P284より S5E調査
P825 X 1-5 21.1 17.1 19.3 円形 しまり弱く、粘性やや弱い。 帝f

小ロームプロックを少量含む。
P855 XVII-22 73.3 59.3 253 方形 S56鯛査

V-24 楕円形
黒褐色土(10YH3/1)しまり P856 X¥唖ー17 37.5 26.6 19.4 楕円形 S56調査

P826 52.2 24.1 19.1 
粘tJやや弱い。ロームを多量に含む1PB57 X¥唖 17 35.9 24.4 14.5 桁円形 113より新 S56調査

P827 Y-18 25.4 22.1 17.1 円形
黒褐色士(10YR3/1)しまり ・ PB5B XXJV-2 42.4 26.4 33.0 椅円形 S56調査
粘性やや弱い。ロームを少hl含む。 須官、器費

黒褐色土(10YR3/1)しまり ・粘性やや
PB59 XXJV-2 558 52.3 17.4 方形 弥生現 S56捌究

PB28 X 1-3 (32.2) (19.3) 21.5 不整形 D107より古 弥生現
弱い。小ロームプロンクを少hl含むt，

PB60 XXJV-2 29.2 18.5 30.8 精円形 S56調査

PB29 Y-20 不整形
恩褐色土(10YR3/1) PB61 XXIV-2 41.2 29.5 33.1 惰1'1形 S56調査

34.2 16.8 19.0 
ローム粒子を含む。 PB62 X 1-4 18.4 17.0 14.5 円形 。72より古

PB30 V-19 30.2 28.7 18.6 円形 黒褐色士(10YR3/l) PB63 XVI -24 23.3 21.2 26.2 円形

PB31 Y-14 3'1.8 34.1 16.2 方形
黒褐色士(10Y1{3/l)

PB64 XV-25 33.0 293 29.2 円形
黒褐色土(lOYR2/3)

ロームブロックを多く含む。 ローム・軽石を含む。

PB32 \~ - 16 (18.1) (16.3) 13.5 円形 ¥175より古 格灰色土(10YR4/1)しまり・粘性弱い PB65 X¥1II-16 29.3 25.4 7.4 方形 間よりすf

PB33 X 1-6 295 不整形
褐灰色土(10YR4/1) PB66 Xl唖 16 26.2 19.1 11.1 方形 113より期f

21.1 13.0 
赤色の粒子を含む。 PB67 X¥1II-16 255 23.0 10.1 円形 113より謂f

褐灰色土(10YR4/1) PB6B XII-I3 16.6 (8.0) 13.9 1112より新
侶灰色土(10YR4/1)しまり ・粘性弱

PB34 X 1-6 (21.5) (15.2) 13.8 
ロームプロックを含む。

し、

黒褐色士(10YR3/1)
PB35 X 1-1 20.7 16.9 5.7 円形 褐灰色土(10YR4/1) PB69 X 1-8 48.6 43.6 13.1 不整形 弥生鉢 しまり弱く 、粘性やや弱い。

V-19 円形
黒褐色上(10YR3/1) 小ロームプロックを少量含むc

PB36 30.6 27.6 17.5 
しまり弱い。ローム粒子を多く含む，IPB70 X 1 -3 65.1 53.9 15.1 不整形 黒褐色士 (10YRo/l)しまり・粘性や

PB37 Y-14 21.3 14.3 8.4 円J8 黒褐色土(10YR3/1) や弱いコロ ムプロックを少量含む。

第57表 単独ピット出土遺物観察表 (cm) 

No 
成形・調整 ・ 文僚 推定値()残害値<)丸底・

種別 器種 |口径(長)1底径(幅)1欝高(I!J)! 内 面 外面 備 考| 出土位置

P396 灰利胸器i碗 ! - ! (76) ! (23) !ロクロナデ施利l |ロクロナデ→回転糸切り→両台貼付施粕 回転実相'1

No 器 種 素 キS 最大長 愚大幅 愚大厚 重量 所 見 出土位置

P395 台石 安山岩 15.7 10.5 11.70 2420.00 正而が使用面欠損状態は不明 No.l 

P508 砥石 t疑i灰岩 (106) (40) (28) (142.21) 砥面数4 上端部欠損擦痕あり

P605 凹石 jij[石安山岩 228 22.2 
同Jさ

773000 凹径 118X122 凹i栗 5.7
11.7 
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(2) 1号杭列状遺構

(主
可1

@ Pl 

@ P2 
方効タ勿号Z

(0) 

P3 

B B' 

トレンチ ③ P4 
可-;I QJ 
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三手ご
C C' 

芳男男坊玖

D D' 
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h
 M62努努努勿勿努

@ P13 

~ P14 

① P15 

E E 

努防防矛J

703.5m 

o (1:80) 2m 

1.)疋褐色土(10YR4/l)しまりやや弱く、粘性やや強い。

第129図 l号杭列状遺構実測図

本土止は調査区中央のX-5・10Grから検出された。本遺構は標準土層で述べたVlII・IX層を除去した後、X層の所

謂浅間P1ローム層上面で遺構が確認された。ヒ。ツトは19か所、南北方向にやや弧を描くように一直線上に検出され

た。ピットの形態は円形を基調とする。ヒ。ット列の規模は検出距離で、10.93m、ヒ。ツト間隔が約O.53-0.68m、径が

O.15-0.29m、深さがO.04-0.28mを測る。

ヒ。ットからの出土遺物は無く、所産時期については不明である。しかし、類例遺構として長野市松原遺跡の杭列

状遺構が挙げられる。 松原遺跡の例は縄文中期末葉~後期前葉の集落に付属する遺構と考えられ、本祉と同じく

径15cmほど、の小さな穴が列となって何重にも検出されている。本遺跡からは縄文期の集落は発見されていないが、

調査区西側で落とし穴と考えられる土坑が2基発見されている。また、溝状遺構等から出土している縄文土器も加曽

利式や堀之内式といった縄丈中期後半から後期の土器片が出土している。 これらのことから本遺跡の杭列状遺構も

この松原遺跡と同じような性格で、所産時期もこれらの遺物に対応すると推定できる。
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第7節遺物集中区

本遺跡からは弥生後期の土器が集中して検出される場所が10か所確認された。調査段階ではU1からUllの番号

を付したが、整理段階で土器の出土状態よりU1・2・3・8、U4・5、U6、U7・9、Ullの5グ、/レープのまとまりとして報告する。

この遺物集中区は弥生後期箱清水期の集落の南側、集落域と低地部の境界線あたりに展開するように検出され

た。U6を除いてはいずれの遺物集中区も小片の土器がおびただ、しい数出土し、 Ullは20X20mの範囲で¥庶数にして

4700点以上の遺物が出土した。以下、各遺物集中区の特徴を述べる。

(1) U1・2・3・8遺物集中区

本土止は調査区東側のXX.XX1区を中心に検出された。U3を中心に北と西側に広がるような形でU1.2.8が展開

.，1 

一|
血10

第130図 U3遺物集中区出土遺物実測図(1)
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第132図 U3遺物集中区出土遺物実測図(2)

15~27 (1 :4) 
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第133図 U3遺物集中区出土遺物実測図(3)

-168 

" ，~ 

31 

¥止町35

52 



U3 肘寸1¥11¥ Il¥ 

jA jnr((l @一四
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53 日3~57 ( 1:1 )
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第134図 U2・3・8遺物集中区出土遺物実測図 112(!?j 
する。遺物の総数はUlが41点、U2が31点、U3が1081点、 U8が56点である。遺物の平面的な広がりは東西60m、

南北20mの範囲で、最大の特徴はM6号構状遺構の北側に沿うように遺物が検出され、溝の南側には広がっていな

いことである。 この事は、M6号溝状遺構が機能している段階で、これら遺物群はこの場所に遺棄されたことを示して

いると考えられこれらの遺構が有機的に関連があるとも推定で、きる。遺物の垂直的な広がりは第130図に示したよう

に、南傾斜の地形に沿うように厚み20cm前後の範囲で、出土している。遺物の出土位置下からは顕著な掘り込み等

は確認されなかった。遺物の種類ご、との出土状況は範囲全体に広がり意図的な状況は確認で、きなかったが、接合

後に完形に近くなり、図示し得た遺物は、範囲の西寄りに多く出土していることが解る。

また、本遺物集中区の士.器はH2号住居祉とH8号住居士止出土の土器と接合関係にあることが解った。H2号住居

祉と接合関係にあった土器はし、ずれも空、 H8号住居士止と接合したものは壷である。いずれの破片も胴部や底部の

破片であり、住居社内出土の口縁部等と接合し器形全容が把握できたものもある。これらの事実は居住内で、使用し、

欠損した土器の破棄方法を具体的に示す好資料であり、土器のすべてをーか所に破棄しない意味等を考えること

が今後の課題である。なお、土器片群に混ざってガラス小玉L長が出土した。

(2) U4・5遺物集中区

本1止は調査区東端のX皿'XIX区に位置する。 北側と東側が調査区外となるが遺物の出土状態から、遺構は大き

く北東側に広がると考えられる。遺物の総数はU4カ'326点、 U5が32点であり、調査時は別遺構名を付したが、遺物

の広がりから同ーの遺構と判断できる。遺物の片面的な広がりは調査区で制約されているが、南北は15m程の範囲で、

ある。造物の垂直的な広がりはU3のク、、ループに比べると遺物聞の比高差があり藷翠勾玉は15の 1--器下20cmで、出土し

た。また、第135図で示したように遺物の種別としては査破片が全体の中で多い傾向にあり、他の遺物集中区と異な

る点である。なお、本i止からは先に触れた完形の菊翠製勾玉が1点出土した。また、図示した15の小型の聾は、施

文がしっかりと施された翠で、完形品で、あるo U3においてもガラス小玉L点が、Ullにおいては管玉]点が出土している。

このように土器片がまとまってーか所に出土すると一概に上器廃棄的な性格付けで結論づけられるが、少量では

あるが玉類の出土や、種別の偏りなどはこのような遺構の性格付けに一石を投じるものであり、調査時の検出状況

での早急な判断に警鐘を鳴らすものと考える。
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第135図 U4・5遺物集中区出土遺物実測図
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(3) U6遺物集中区

本社は調査区東端のX皿区に位置する。北側が調査区外となるが遺物の出土状態から、遺構は北側に広がると考

えられる。遺物の平面的な広がりは緩やかな南傾斜の5X3mの範囲に鉢、壷、高杯を中心に置かれた様な状態で検

出された。種別ご、との配置に意図的なものは確認で、きなかったが、壷を中心に蜜・高坪・鉢がセットになって置かれて

いるようにも見える。また、加工痕等は確認されなかったが、大型の礁が3点置かれたような状態で検出された。
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第138図 U6遺物集中区出土遺物実測図(1)
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第139図 U6遺物集中区出土遺物実測図(2)
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第140図 U6遺物集中区出土遺物実測図(3)
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こ二コ
第141図 U6遺物集中区出土遺物実測図(4)

また、本社から出土した土器の中には意図的に土器内部より胴部を壊したと考えられるものがあったo それらはい

ずれも壷であり、顕著なものとして27・29・38があり、 不確実ではあるが可能性のあるものが33・34である。これらの破

砕は焼成後の行為であり、破砕した破片等が周辺より出土していないことから、他の場所で胴部に穴を開けたもの

を、この場所に据え置いたと考えられる。査以外の土器についても、U6については接合作業を経て土器の完形率

は高くなるものが多かったが、高杯については脚部と郎部が接合で、きず完形になるものが無かった。これとは対照

的に鉢は、法量も大・中・小とあり、いずれも完形のものが多く、その場所に据え置かれた様な状態で、あった。

このように、本土止は他の遺物集中区に比べ遺物の出土状況も明らかに異なり、未調査部分もあるため不確実では

あるが、祭市E的な位置づけがなされると考える。ただ、 他の遺物集中区で出土している玉類がU6は全く無く、祭把

と玉類の関係が注目される。

。5

F 
53 

54 56 

4こ~ 60 
59・60(1:1) 

52~58 ( 1 :4) 

品。
くこ〉 59 

(4) U7・9遺物集中区

本土止は調査区南端のxxrr.XXIII区を中心に検出された。遺物の平面的な広がりは東西30m、南北15mの範

囲であるが、遺物の出土状態から遺構は南へ広がると考えられる。また、調査当初は遺物の広がり方で西側をU7、

東側をU9として調査したが、遺物の粗密だ、けで一連の広がりと判断して同一グループとして報告する。遺物の総量

はU7が1812点、 U9が206点で、あった。U7.9はU3のグ、ノレーブρに比べ土器総量も多い割には接合率が低く、土器

復元を経ても完形となるものが非常に少ないのが特徴である。また、西側に多く出土する傾向にあった。 これらの様

相から本社は西側に広がる集落からの遺物廃棄場と考えられる。

(5) U 11遺物集中区

本土止は調査区中央のXVI.Xvn区で検出された。約20X20mの範囲で、遺物が検出されたが、南側は圃場整備

の削平の影響を受けており、あるいはU7・9と本来は繋がっていたとも考えられる。遺物の平面的な広がりは西側に

多い。傾向はU7・9同じで、特に北端部分に非常に多くの遺物が集中して出土した。遺物の総量は4735点であった。

しかし、接合率は低く、復元後の完形率も非常に低かった。ただ、 u主であるが日26号住居土止の聾と接合関係が確
認され、 U7・9とUllは調査区西側や昭和56年調査の周防畑B遺跡で検出された集落域から廃棄された土器の可

能性が指摘できる。なお、 Ullからは外来からの影響と考えられる縄文施文の土器が多く出土し、注目される。
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第58表 U2・3遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 

i丑 量 成形・調整 ・ 文様 鮭定値()残存値 <)丸底・
No 種目。 器種

口径(長)底径(傭)器高〔摩) 内 面 外面 備 考 出土位置

l 弥生 鉢 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 破片実iW) XX 1 -IS クロ

2 弥生 鉢 9.4 3.7 4.2 へフミガキ→赤色塗彩剥離 へフミガキ・赤色塗彩 完全実刑l

3 弥生 鉢 (126) (4.6) 5.8 ヘフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 回転実測 XX 1-9クロ

4 弥生 鉢 (13.8) (4.8) 5.6 へフミガキ→赤色塗彩 ヘフミガキ→赤色塗彩 回転実視l

υ r 弥生 鉢 (60) (75) ヘフミガキ へフミガキ→赤色塗彩 回転実出i XX 1-9 

6 弥生 鉢 4.9 (12) へフミガキ→赤色塗彩剥離 赤色塗彩剥離 完全実測 XX [-9 U2 

弥生 市1士平 (242) (7.5) ヘフミガキ→赤色塗彩 へフミガ者一→赤色主主彩 回転実測

8 弥生 高士干 (22.2) (8.2) へフミガキ→赤色塗彩 ヘフミガキ→赤色塗彩 回転実測

9 弥生 高杯 (15.8) (165) 
士不部 剥日I~(赤色塗彩)

ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実担1) H2IV区
脚部ハケ目→ヘラナデ

10 弥生 高亦 4.3 3.:1 
士不部へラミガキ

ヘラミガキ 完全実ill')
脚部ヘラナデ

11 弥生 査 (8.2) (78) ヘフナデ へブミガキ 回転実測

12 弥生 査 (22.6) (171) ハケ目→へラミガキ→赤色塗彩
ヘフf苗横線文→へフ描斜線文→へフミガキ→

完全実剖l H2II区
赤色塗彩

13 弥生 査 7.2 (10.5) ハケ目 ヘフミガキ→赤色塗彩 完全実測 UI・2 XX 1 -9 

14 弥生 室 (30.8) (110) (49.0) ヘラミガキ→赤色塗彩剥離
ヘフ摘横線文→へフ摘斜線文 メL型貼付文→

回転実測 XX [-9 
ヘラミガキ→赤色塗彩

15 弥生 a車ι 10.9 (43.5) ハウ目→へフナデ→へフミガキ 櫛t苗横線文→へフミガキ 完全実iWI

16 弥生 査 (259) (8.1) へフミガキ磨耗 へフミガキ 凶転実調1) UI 

17 弥生 蛮 13.8 (103) 事l離 へフミガキ 完全実測

18 弥生 査 9.8 (6.7) 剥離 ヘラミガキ 完全実iflll

19 弥生 号電 (16.6) (6.4) へラミガキ 櫛摘簾状文→櫛描波状文→へフミガキ 回転実i刊! 1.2 XX 1 -9 

20 弥生 現 (16.8) (8.8) へラミガキ 櫛描簾状文(3連止め)11本→櫛措波状文 回転実抑l M7 

21 弥生 現 (20.5) 8.4 31.7 ヘラミガキ
櫛f前波状文→櫛楠簾状文(2連Ir.め)9本→へフ

完全実測 U2 XX 1-9 
ミガキ

¥13 
22 弥生 現 22.5 6.6 28.8 ヘラミガキ

綱f荷波状文→術描簾状文(2連 11め)18本→へフ
完全実測

ミガキ

23 弥生 号理 (13.2) (12.5) ヘラミガキ
櫛t前簾状主(2連止め)10木→櫛描波状文→へラ

回転実測l
ミガキ

24 弥生 塑 (103) 5.0 (13.3) へフミガキ 揃¥1品波状文→へフミガキ 完全実割1)

25 弥生 5匝 (25.6) (7.9) へフミガキ 締f苗簾状文(2連止め)12本→櫛描波状文 回転実相1) XX 1-9 

26 弥生 型E (20.8) (96) ヘラミガキ 櫛描簾状文→櫛描波状文→へラミガキ 完全実測
XX 1 -7 XX [-9 

M7 

27 弥生 五宅 (60) (6.4) へフミガキ 櫛描波状文→へフミガキ 回転実ill')

28 弥生 現 (20.1) (7.4) 28.0 へフミガキ 櫛描波状文→へフミガキ 完全実抑l

29 弥生 ~ (19.4) 7.6 25.0 ヘラミガキ
術Jj苗波状文→櫛描簾状文(2連止め)14本→へフ

完全実測
XX 1 -15 

ミガ弐 XXII-II 

30 弥生 苦E (15.6) 5.6 16.8 ヘラミガキ
櫛揃簾状文(2連止め)13本→櫛描波状文→ヘラ

回転実測 XX 1 -15ク口
ミガキ

31 弥生 き里 6.6 (54) ヘラミガキ ヘフミガキ 完全実測 ¥;2 

32 弥生 Z拒 6.8 (115) ヘラミガキ 術¥1苗波状文→へラミガキ 完全実測

33 弥生 型地 へフミガキ 櫛摘波1伏文 断面実視1)

31 弥生 現 (7.0) (48) ヘラミガキ へラミガキ 回転実関1)
H21区 E区 IV

区

35 弥生 型E 4.4 (36) へフナデ ヘフケズリ 完全実担1)

36 弥生 雪睦 7.0 (8.3) へフナデ→へフミガキ へフミガキ 完全実測 XX [-9 

41 縄文つ 鉢 (22.4) (73) 
回転実視l後
期つ

42 縄文 深鉢 沈線縄文
断面実測縄文
後期つ

43 縄文 深鉢 沈線
断面実iP
'
) 純文

後期

44 縄文 深鉢 ヘラナデ 縄文(無節)
断面実測前期]

京

1 弥生 査 (24.8) (12.4) へフミガキ I砦耗 櫛描横線文へフミガキ 完全実測

2 弥生 査 (120) (2.8) へフナデ へフミガキ 回転実測 XX 1-9 
U2 
3 弥生 lIi! へフミガキ 櫛描波状文 断面実測

4 弥生 5距 へフミガキ→赤色塗彩 縄文 断面実測 D3 
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第59表 U2-5・8遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 

法 量 成形・調整・文様 推定値()残存値 <)丸底・
No 種別 鰭種

口径(長)底径(幅〕 器高(厚〕 内 面 外面 備 考 出土位置

1 弥生 型E (18.8) (9.3) ノ、ケ目→へフミガキ 桁1摘i皮状文→櫛描簾縄文 回転実測 XXII-l1検出面
U8 
2 弥生 査 赤色塗彩剥離 縄文赤色塗彩 lJfr面実測 XXII-ll検出面

No 鵠 種 素 材 愚大長 愚大幅 愚大厚 重量 所 男 出土位置

U2 5 石鍛 黒曜石 (1.3) (1.0) (0.3) (0.30) 基部欠損

U8 3 イヨ鍛 黒曜石 (1.4) 1.3 0.3 (0.40) 基部欠損

37 円.t/.i 土製品 3.1 2.8 0.65 7.67 内面へラナデ外面櫛描i症状文

38 円板 土製品 50 3.1 0.7 15.75 内面へフナデ 外国へフミガキ→赤色塗彩

39 円板 土製品 3.9 3.0 0.6 10.10 内面へラミガキ→赤色塗彩外面へラミガキ→赤色塗彩

40 円板 土製品 48 4.3 0.7 23.12 内面ヘフナァ 外面へフミガキ→赤色塗彩

45 軽石製品 軽石 5.9 5.0 2.2 41.93 全体にすり

46 磨石? ホルン7ヱルス 54 2.3 1.2 18.99 

47 打製石斧 硬質砂岩 10.8 5.8 2.2 129.81 自然面残る

48 打製石斧 輝石安山岩 (1.7) (5.1) (09) (2087) 下部欠損正裂とも節理面

U3 49 打製石斧 輝石安山岩 (10.6) (59) (1.0) (86.76) 上部欠損正裂とも節理面刃部磨滅

50 磨・敵石 高~石安山岩 9.3 6.6 4.4 400.73 正面にすり面左官UI-下端部に敵打痕

51 l替・敵石 輝石安山岩 10.5 7.6 5.2 630.37 正裏にすり面 正面に浅い条痕左側に敵打痕

52 磨.1般石 輝石安山岩 13.0 6_5 4.0 578.65 被熱ありつ全体に黒化 正面にすり商と凹み 上下端部に厳打痕

53 尖頭器 黒曜石 (2.6) (0.9) (0.3) (0.77) 上下欠損

54 石嫉 黒曜石 (1.5) (1.2) (03) (0.51) 先端・基部欠煩

55 石鍛 赤褐色チャート 2.0 1.8 0.2 0.50 

56 石鍛 黒fll~石 (23) 1.5 (0.35) (092) 基部欠損

57 ガフス小玉 0.25 0.25 0.25 0.04 干しf圭 01 

法 置 成形 ・ 調整 ・ 文禄 推定値()残存値<>丸底・
No 種別 器種

口径(長〕底径(幅〕 器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

l 弥生 蓋
つまみ

(33) ヘラミガキ ヘラミガキ
完全実測

6.4 焼成前

2 弥生 主主
つまみ

(3.8) ヘラミガキ→赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩
完全実測

7.1 焼成前

3 弥生 高f不 6.8 (71) 
J'f部へフミガキ→赤色塗彩胸l

ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実視l
部ナデ

4 弥生 鉢 (12.8) (3.9) ヘラミガキ→赤色塗彩 へラミガキ→赤色塗彩
回転実抑l
焼成前

5 弥生 宝→豆子 15.6 6.2 22.8 ハケ目→へラミガキ→赤色塗彩
櫛描横線文→櫛措垂ド文→へラミガキ→赤色

完全実担'1
塗彩

6 弥生 査 (39.5) (21.3) ヘラミガキ→赤色塗彩
ヘラ描償線文→へフ摘斜線文→車'1突のある椅

回転実視i XlX-4検出面
円形の貼付文 →へラミガキ→赤色櫓彩

7 弥生 登 188 (57) へフミガキ→赤色塗彩 ヘフミガキ→赤色塗彩 完全実測

8 弥生 査 19.3 (147) ノ、ウ目→へフミガキ へフ描横線文→へフ捕斜線文→へフミガキ 完全実視'1 X医 4検出面

U4 9 弥生 査 (25.0) (67) ヘラミガキ→赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩
回転実祖'1
焼成後

10 弥生 査 (149) ノ、ケ目→へラミガキ→赤色塗彩
櫛描横線文→櫛描垂下文→へフミガキ→赤色

完全実掴'1 Xill-24 
塗彩

11 弥生 5器 (100) (43) へラミガキ ヘラミガキ 完全実例J Xill-24 

12 q生 査 7.6 (11.4) ハケ目→へフナァ へフミガキ 完全実測

13 弥生 査 (18.0) ハケ目→へラナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実測 Xill-21 

14 弥生 現 178 (14.2) ヘラミガキ
櫛f苗波状文→櫛描簾状文→丸型貼付文→へフ

回転実測
ミガキ

15 弥生 習E 9.4 48 7.5 ハケ目 ハケ目→櫛描波状文→櫛描横線文 完全実測

16 弥生 現 (16.3) (11.7) へフミガキ 櫛t菌波状文→御地簾状文 回転実iJIII Xill-25検出面

1 I 弥生 台杯議 13.0 (7.6) 17.9 
裂部ハケ目→ヘラナデ台部ノ、 櫛J面波状文→術il曲簾状文→ハケ日→へフミガ

完全実測
ウ自 キ

18 弥生 重量 (8.4) (4.6) (14.2) ヘラナデ ヘラケズリ→ヘラナデ 回転実測 Xill-24 U5 Mll 

19 縄文 I軍吉本 断面実測

U5 1 弥生 査 ns (260) ノ、ケ目→へラミガキ 櫛摘横線文→櫛摘垂下文→へラミガキ 完全実測 町田一25 X医-5I 
5日JllETl8

No 器 種 素 精 最大畏 霞大幅 曹駄型車 重量 所 見 出土位置

20 軽石製品 軽石 5.8 (48) 3.6 (5'191) 一部欠損全体にすり

U4 21 軽石製品 軽右 υrυ 「 4.4 3.0 21.25 全体にすり

22 蔽有 輝石安山岩 10.6 8.0 48 627.36 上下端部に敵打痕
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第60表 U4・6遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 
No 務 種 索 キ2 最大畏 思大幅 愚大軍 軍軍 所 見 出土位置

23 高古石 輝石安山岩 10.9 8.0 4.7 61790 正袈中央と上下端部に敵打痕

U4 24 台石 安山岩 (27.1) (184) (11.7) (8050) 下側以外欠損正面が使用面磨滅あり

25 勾玉 ひずい輝石 2.4 1.3 0.9 567 干しf王0.5-0.2

法 量 成形・調整・文織 推定値()残浮値 <>丸底・
No 種別 器種 口径 底径 智普高

〈長〕 〔幅〕 (厚)
内 面 外面 備 考 出土位置

I 弥生 告本 15.8 3.9 6.3 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実出l

2 弥生 鉢 15.0 4.5 6.2 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実測

3 弥生 鉢 12.2 3.6 5.4 へフミガキ→亦色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実iftlJ

4 弥生 鉢 10.8 3.9 5.2 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ，赤色塗彩底部へフミガキ 完全実測

5 弥生 鉢 158 5.8 5.3 へフミガキ→赤色塗彩 ヘフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実視l

6 弥生 鉢 13.2 44 5.4 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へラミガキ 完全実測l

7 弥生 鉢 (12.7) 4.5 4.9 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実i~IJ 下層48 下層lV区

日 弥生 鉢 93 4.5 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 完全実視l

9 弥生 岩本 141 5.4 5.5 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実iftlJ

10 弥生 鉢 12.1 4.4 44 へフミガキ→赤色塗彩磨耗 ヘフミガキ→赤色塗彩磨耗 完全実測

11 弥生 量本 11.8 5.1 5.9 ヘフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実ili'J 下層

12 弥生 鉢 (9.7) 3.2 3.5 ヘフミガキ→赤色塗彩 体部・底部へフミガキ→赤色主主彩 完全実視j

13 弥生 鉢 9.7 3.4 3.2 ヘラミガキ→赤色塗彩 体部・底部へラミガキ→赤色塗彩
完全実測

下層4区
焼成前穿孔2ヶ

14 弥生 鉢 9.4 3.4 3.8 ヘラミガキ→赤色塗彩 体部・底部へラミガキ→赤色塗彩
完全実測
焼成前穿孔2ケ

15 弥生 吉本 (9.5) 3.4 3.4 へフミガキ→赤色塗彩 体部・底部ヘラ ミガキ→赤色塗彩 完全実測

16 弥生 高罫 27.7 (207) 
杯部へフミガキ→赤色塗彩

ヘラミガキ→赤色塗彩
完全実測

脚部ハケ目 突起あり

17 弥生 高士不 (11.8) (7.0) ナデ へフミガキ→赤色塗彩 回転実測

18 弥生 高坪 12.4 (10.3) 
亦部へフミガキ→赤色塗彩

ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実ili'J1阿部ハケ目

19 弥生 高士干 (11.4) (78) ナデ へフミガキ→赤色塗彩 完全実調IJ

20 弥生 高士干 (11.0) 
士干部へフミガキ→赤色塗彩 脚

ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実担IJ E区
部ナデ

21 弥生 高杯 (13.4) 
杯部へフミガキ→赤色塗彩

ヘラミガキ→赤色塗彩
完全実担IJ

下層15 下層27開l部ハケ日→十デ 透しあり

22 弥生 高亦 (274) (7.5) ヘラミガキ→赤色塗彩 へラミガキ→赤色塗彩
回転実iUIJ

皿区下町皿区
突起あり

23 弥生 間杯 (28.1) (12.4) 
i干部へフミガキ→赤色塗彩脚

ヘラミガキ→赤色塗彩
完全実ili'J

U6 部ナデ 突起あり

弥生 i荷主午 24.3 (11.9) 
杯部へフミガキ→赤色塗彩脚

へラ ミガキ→赤色塗彩
完全実測

24 
部ナデ 突起あり

25 弥生 高t不 13.9 (9.1) ナデ へフミガキ→赤色塗彩 完全実測

26 弥生 登 (9.4) (350) 
口縁部へプミガキ→赤色塗彩 頚部へフ摘沈線文へフ描斜走文 口縁・胴郁

完全実担l
下層2 下層44

和l離月岡部事J~ffi ヘラミガキ→赤色塗彩 下層45

27 弥生 以点ι 18.1 (6.0) 28.3 
口縁部へフミガキ→赤色塗彩 頚部へフ描沈線文へフ揃斜走文 口縁月間部

完全実抑l
胴部ナデ ヘラミガキ→赤色塗彩

28 弥生 車= 307 (12.5) へラミガキ→赤色塗彩剥離
頚部へフ描沈線文?

完全実調IJ
口縁部ヘラミガキ→赤色塗彩

口縁部へラミガキ→赤色塗彩 頚部桔目指横線文3段→獅描垂下文2単位 口縁・
完全実測

29 弥生 査 168 (8.2) 27.3 
胴部ハケ目→7デ 胴部ヘラミガキ→赤色塗彩

胴部うちか
きつ

30 弥生 査 19.5 8.5 30.2 
口縁部へフミガキ→赤色塗彩

へラミガキ→赤色塗彩 完全実測
胴部ナデ

31 弥生 藍 (28.9) ノ、ケ目剥離
頭部櫛描垂下文(4ヶ所) 櫛揃横線文 口縁

回転実測
胴部へラミガキ→赤色塗彩

32 弥生 蓋 127 5.0 17.8 へラミガキ→赤色塗彩
頚部櫛摘横線文櫛描垂下文(6単位) 部簾状

完全実iftlJ
文 口縁・胴部ヘラミガキ→赤色塗彩

弥生 査 10.7 (125) 
口縁部へフミガキ→赤色塗彩 頚部椀f曲横線文 口縁・胴部へフミガキ→赤色

完全実測33 1岡部ハケ目 塗彩

34 弥生 望孟 111 (11.9) 
口縁部へフミガキ→赤色塗彩 頚部櫛描波状文→揃描簾状文(2連止め)8本

完全実測
胴部ナデ 口縁・胴部へラミガキ→赤色塗彩

35 弥生 2且a (14.3) (6.8) 22.2 ヘラミガキ
頭部櫛描横線文→櫛描垂下文(4単位) 口縁・

完全実例l
胴部ヘラミガキ

弥生 査 3.9 (6.0) ナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測
下層E区下層29

36 
下層30

37 弥生 登 (18.9) 7.4 24.5 
口縁部へフミガキ→赤色塗彩 頭部楠¥1苗横線文

完全実測
事l離 口縁・胴部へラミガキ→赤色塗彩

弥生 壷 7.4 (26.3) 
口縁部へフミガキ

頚部櫛描横線文 口縁.11同部ヘラミガキ 完全実測胴部
38 

胴部へラナデハケ目 打ちかき

弥生 査 21.0 (108) ヘラミガキ→赤色塗彩
頚部へフ描沈線文へフ描斜走文 口縁・月間部へ

回転実抑l39 
ラミガキ→赤色塗彩
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第61表 U6・7遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 

法 • 成形 ・ 調整 ・ 文様 推定値()残醇値 <)丸底.
No 種目リ 器種

底径(棺〕 器高(厚〉 内 面 外面 備 考 出土位置口径(長〉

40 弥生 査 (174) (16.6) 
口縁部へフミガキ→赤色塗彩

へラミガキ→赤色塗彩磨耗が激しい 完全実測
胴部ナデ下部ハケ目

41 弥生 査 (22.6) (8.2) ヘラミガキ→赤色塗彩
頭部情1I苗横線文 口縁部へフミガキ→赤色塗

回転実iWI 下庖47
;ず~ノ

42 弥牛 査 5.3 (109) ナデ へフミガキ→赤色塗彩 完全実損'1

43 弥生 査 (90) (153) へフナデ へフミガキ 回転実担'1 下層50 1区下層

44 弥生 ~~ 13.5 5.5 16.2 ヘラミガキ
口縁・胴部術描波状文→頚部櫛拙簾状λ(3連止

完全実視l
め)9本→下部ヘラミガキ

45 弥生 普E (17.1) 6.1 23.3 ヘラミガキ
口縁.11同部櫛lUi波状文→頚部櫛lNi/;寵状文(2連止

完全実測
め)10本→下部へラミガキ

46 弥生 型E 12.9 5.4 14.7 ~ラミガキ
口縁・胴部櫛描波状文→頚部術揃簾状文(5連止

完全実測
め)12本→下部ヘラミガキ

47 弥生 型E 12.0 5.7 14.3 ヘラミガキ磨耗
口縁・胴部櫛描波状X→頚部櫛措簾状文(3連止

完全実測
め)10本→下部ヘラミガキ

U6 
48 弥生 宮里 (13.7) (5.8) 15.9 へラミガキ

口縁・胴由桁1描波#文→頚部櫛描簾状文(2述止
完全実視l

め)8本→下部ヘラミガキ

49 弥生 型E 12.1 4.9 14.1 ヘラミガキ
口縁・胴部怖揃波状文→頚部櫛描簾状文(3連止

完全実問'1
め)9本→下部・底部へラミガキ

50 弥生 ヨ拒 13.1 6.0 17.8 ヘラミガキ
口唇部櫛揃斜走虫; 口縁・胴剖樹i描波状文→頚

完全実相'1 下層38
部櫛措簾状文(2連止め)10本剥離

51 弥生 宮E (192) 6.9 20.1 ヘラミガキ
口縁部櫛f苗斜走文→胴部櫛f白波状文→頚部櫛

完全実担'1 下層50
描B眠状文(3連Ir.め)9本→下部ヘラミガキ

52 弥生 ~ 18.5 (16.2) ヘラナデ→ヘラミガキ
頚部櫛描鱗状文(2連止め)8本→口縁・胴部櫛拙

完全実測
波状文→下部へラミガキ

53 弥生 ~ ヘフミガキ 櫛f苗波状文 断面実出'1

54 弥生 型E へフミガキ 口縁部櫛描波状文類部櫛描鱗状文 断面実測

55 弥生 台付苦E 9.8 7.0 12.2 ヘラミガキ脚部へラ)デ
口縁胴部櫛摘波状文頚音11櫛描簾状文(2連止

完全実占'1
め)8本脚部ヘラミガキ

56 弥生 宮E 4.4 (7.0) へフミガキ 櫛描波状文→へフミガキ 完全実担'1

No 器 種 紫 材 最大長 最大幅 最大厚 重量 閉f 見 出土位置

57 I~ . 舷石 砂岩 8.5 6.4 38 31501 正裂にすり面周囲に厳打痕

58 磨-敵石 輝石安山岩 10.0 8.8 2.7 404.89 JE!M・左側にすり面 縁辺に敵打痕
U6 59 石鍛 黒灰色1tト (1.9) (1.5) (03) (0.67) 先端・基部欠領

60 
石綴

黒磁石 1.3 1.0 0.35 0.40 下層
未成品

法 量 成形 ・ 調整・文犠 推定値()残惇値<)丸底・

No 種別 器種 口径 底径 揖高
(長) 〔幅〕 (理事〉

内 面 外面 備 考 出土位置

i 弥生 室量
つまみ

(3.0) ヘラナデ ヘラミガキ 完全実測 XXill-2 検出直
3.6 

/ 

2 弥生 蓋 (100) (2.9) へフナデ l砦耗 回転実測

3 弥生 鉢 5.0 (2.0) へフミガキ ・赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 完全実測

4 弥生 高杯 (190) (7.3) ヘラミガキ→赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実iWI
XXill-lクロ
XXill-6 

5 弥生 高釘ミ (14.6) (44) ヨコナデ へフミガキ→赤色塗彩 回転実測

杯部へフミガキ→赤色塗彩
6 弥生 高杯 (6.4) ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測

脚部へラナデ

7 弥生 査 へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 破片実測

8 弥生 壷 10.0 (21.1) ノ、ケ目 ヘラサデ へラミガキ 完全実測
XXill-2検出而
XXill-6 F3P17 

9 弥生 査 ハケ目→へフミガキ ノ、ケ日→櫛描波状文→へフミガキ 断面実測 F3P14 SBOll¥¥TI7 
U7 
10 弥生 査 へフミガキ 縄文→へフ描償線文 住rr而実測 XXill-2 

11 弥生 発 (23.0) (158) 磨耗 櫛描波状文→補i拙簾状文(2連止め)9本 凶転実測

12 弥生 饗 (20.0) (270) ハケ目→へフミガキ 櫛描i症状文→へフミガキ 回転実測 F3P6 

13 弥生 聾 18.0 (20.3) へフミガキ 櫛摘波状文→櫛描簾状文(2連止め)10本 完全実測 XXill-2検出面

14 弥生 号車 (12.4) へフミガキ 櫛f白波状文→へフミガキ 回転実測

15 弥生 号車 ヘラミガキ
櫛描波状文→櫛描簾状文(3連止め)12本 口縁

断面実抑j 検出面
部ミザミ

16 弥生 き睦 ヘラミガキ
櫛描波状文→櫛揃簾状文(Ii車止め)6本→丸型

l折面実担'1
貼付文

17 弥生 褒 ヘフミガキ 櫛描斜線文 断面実測

18 弥生 現 へフミガキ 櫛描簾状文(1連止め)1日本→櫛描斜線文 断面実測

19 弥生 現 8.2 (68) ヘフミガキ へフミガキ 完全実例l

20 弥生 褒 5.2 (4.0) へラミガキ へフミガキ 完全実捌')
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第62表 U7・9・11遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 
法 量 成形 ・ 調整 ・ 文撮 推定値()残浮値(>丸底・

No 種別 器種
口径(長)底径(幅)器高(厚〕 内 面 外面 備 考 出土位置

21 弥生 5里 6.2 (35) ヘラミガキ ヘラミガキ 完全実測
XXIII-7 
XXIII 2検出面

22 弥生 古里 (19.4) (10.4) ヘラミガキ 揃描波状文→揃摘簾状文(2i車止め)10本 阿転実測
XXIII-7 
H5ホリ方 Cll 

23 弥生 'i.! (17.2) (7.0) 21.0 ヘフミガキ 櫛描簾状文(1連止め)9本→櫛檎波状文 完全実測 検出而

24 弥生 苦地 (25.0) (140) へラミガキ
櫛f曲簾状文(2辿:止め)10木→柿描斜線文

回転実iWJ
XXill-6検出面

口縁部キザミ XX皿一7検出面

25 弥生 型E (90) (18.5) 磨耗 櫛描波状文へフミガキ 同転実証!'J XXill-1 

26 弥生 台付現 (129) ヘラミガキ
術描波状文楠描簾状文(2連止め)9本→へフ

回転実視|
ミガキ

27 弥生 号車 へフミガキ 縄文→丸型貼付文 断而実;刊l

28 弥生 1理 へフミガキ 口縁部・体制1縄文 断面実測 検出而

29 弥生 号控 へフミガキ 縄文 断面実測

30 弥生 5理 ヘラミガキ 縄文 断面実測
XXill-l 

U7 Ta3検出IHI

31 弥生 号車 へフミガキ 縄文 断面実測 Ta3lV区

32 弥生
ミ二守ュT

8.4 3.5 3.5 ヘラナデ 櫛摘波状文 完全実抑l
土器

33 弥生
iニhr

(4.8) (3.5) 杯部剥離腕l部ナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実担'J
土器

34 弥生
iニチュ了

(6.6) (40) ナデ ヘラミガキ 回転実出'1
士禄

:l5 弥生
iニチュ了

4.5 (2.8) ヘラミガキ ヘラナデ 完全実iJIII
土器

36 弥生
ミニナュ了

(78) (30) 磨耗 磨耗 回転実ifllJ
土器

37 弥生
iニチュ了

3.4 (32) へラナデ へラミガキ 完全実測
ic器

38 縄文 深鉢 断面1実iflll

No 器 種 素 ヰZ 愚大畏 愚大幅 愚大厚 重量 所 見 出土位置

39 磁石 砂岩 13.2 7.2 4.2 446.57 上端部と中央と敵打痕

40 倍・敵石 硬質砂岩 9.8 :l.4 1.9 88.57 上端部に敵打痕 左個'1.下側にすり面

41 石核つ 安山岩 11.5 10.1 7.7 863.49 
U7 
42 小宝 ガラス 0.4 0.45 0.25 0.04 fL1~ 0.1 

43 石鍬 黒曜石 (2.2) (13) (035) (076) 両脚欠損

44 角釘 鉄 (89) (1.0) (1.0) (976) 

法 量 成形・調整 ・ 文禄 推定値()残普値(>丸底・
No 種目。 器種

口径(畏)底径(幅〕 揖高(I!J) 内 面 外面 備 考 出土位置

弥生 日且 へブミガキ ハケ目 ナデ 断而実測

2 弥生 5理 へフミガキ 櫛描斜線文 断面実測 XXJI -5検出面
U9 
3 縄文 i曳鉢 断固実視l

4 弥生 ~~ 6.4 (28) へフナデ へフミガキ 完全実抑l XXll-5検出面

弥生 鉢 (160) 5.7 8.8 へプミガ者→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩底部へフミガキ 完全実iR'1 SsOllWTl2 

2 弥生 鉢 4.4 (3.5) へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 完全実問IJ

3 弥生 鉢 (12.4) (5.3) ヘフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 回転実証!IJ X\~-5 

4 弥生 ま4 (10.2) (4.2) 6.0 ヘラミ jfキ→赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩底部へラミガキ 回転実il!'J
XVIl-lI 
S8011¥¥TI2 

日 弥生 鉢 (158) (5.6) へフミガキ→赤色塗彩踏粍 へフミガキ→赤色塗彩 l喜耗 凶転実ii!ll X ~ -6 

6 弥生 HK 5.1 (4.7) 磨耗 応幸E 完全実iJ!lI

7 弥生 Hft (5.4) (3.4) ヘラミガキ へフミガキ 完全実測 X ~-ワ

日 弥生 同杯 (25.0) (10.1) へフミガヰ 熔粍 ヘラミガキ踏耗 回転実測 XVIl-l1 
Ull 
9 ij:j¥生 高杯 (166) (49) へフナデ へフミガキ 回転実測

10 弥生 日出ijf，不 (26) 
j午部へブミガキ→赤色塗彩

ヘラミガキ→赤色塗彩
完全実測

A申出1ナデ 焼成後穿干し2ヶ

11 弥生 i苅珂ミ (1o) 
士干部へフミガキ→赤色塗彩

へラミガキ→赤色塗彩 完全実榊l M3IXV]-6 
脚部ヘラづデ

12 弥生 同杯 (4.9) 
杯部へラミガキ→赤色塗彩

ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測 SBOll川 12
脚部へラナデ

13 弥生 高上平 (10.6) (5.4) 磨耗 へフミガキ→赤色塗彩 磨耗 回転実測

14 弥生 恒i士不 (22.8) (103) へラミガキ→赤色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測
XVIl-l1・15
SB011WTl2・13
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第63表 U11遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 

i圭 量 成形・調謹・文様 推定値()残存値<>丸底.
No 種別 鰐種

口径(畏)底径(幅)器高(厚〕 内 面 外面 備 害 出土位置

15 弥生 高杯 (23.0) (10.3) へフミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 完全実視'1

16 弥生 高都 (16.2) (0.9) ナデ ナデ 回転実iJllI

17 弥生 査 (21.0) (8.7) ヘラミガキ へラミガキ 回転実視l
XVII-6 

58011 WTl2 

18 弥生 室 (26.8) (8.0) ヘラミガキ→赤色塗彩 へフミガキ→赤色塗彩 回転;実測 XVII-II 

19 弥生 査 へラミガキ→赤色塗彩
へフ描横線文→へフ描斜線文→へフミガキ→

断面実測 5801lW寸12
赤色塗彩

20 弥生 査 (10.3) ノ、ケ自→へラミガキ 櫛描簾状文→櫛描波状文→ヘラミガキ 回転実測

21 弥生 室 磨耗
櫛描横線文→櫛描垂下文→へラ描横線文→へ

断面実測
ラミガキ

22 弥生 l:>: ハケ目
櫛描波状文つ→ヘラ描横線文→へラミガキ→赤

断面実測 XVI-IO 
色塗彩

23 弥生 査 ハケ目 櫛描横線文→櫛描斜線文 断面実測

24 弥生 壷 (142) (16.0) へフナデ へフミガキ 回転実測 XVI-5 XVII-6 

25 弥生 章 (11.3) ヘラナデ ヘラミガキ 回転実測 XVI-5 

26 弥生 章 (11.0) 〈日1) ヘラナデ ヘラミガキ 回転実測 XVI-IO 

27 弥生 査 ノ、ケ目 縄文RL 沈線 断面実担'1 XVI-IO M31 

28 弥生 査 ナデ 縄文RL 沈線 断面実視'1

29 弥生 章 ナデ 縄文RL 沈線 断面実調'1 XVI-IO 

30 弥生 登 ナデ 純文RL 沈線 断面実測

31 弥生 査 ヘラミガキ 縄文RL 断宙実関'1

32 弥生 宮里 (186) (12.6) へラミガキ 櫛摘fli状文(2連止め)14本櫛揃波状文 回転実測
XVI-15 XVII-II 

S801lWTl3 

33 弥生 現 (19.0) (53) ノ、ケ目→へラミガキ 櫛f品簾状文(2連止め) 櫛揃波状文 回転実測 XVII-6 XVI-IO 

34 弥生 費 (212) (9.0) へフミガキ 櫛描簾状文(2連止め)6本櫛描波状文 回転実測 XVI-IO 

35 弥生 現 (170) (10.1) ヘラミガキ 櫛拙波状文 回転実担'1

36 弥生 ~ (192) (6.8) へラミガキ磨耗 術11菌簾状文(1連止め)→櫛描波状文 回転実測

頚部櫛描簾状文(1連止め)→口縁櫛措波状文→
37 弥生 夢lP.! 20.3 (24.2) ヘラミガキ 胴部左下がりの斜走文を右下がりの斜走文で 完全実視l XV1I-6 

UII 革ね:t!}き 日程部刻目 下部へラミガキ

38 弥生 現 (17.0) (99) ヘラミガキ 術I描斜走文→櫛描簾状文(2連止め)9本 回転実測 XVI-IO XV1I-6 

39 弥生 現 (9.0) (95) ハケ目 へフミガキ 回転実測

40 弥牛 号電 ハケH 櫛描斜線文→へラ ミガキ 断面実測 XVI-II 

41 弥生 12.5 5.3 11.9 ヘラミガキ
櫛揃簾状文(2連止め)9本術i描波状文

完全実測
ヘラミガキ

42 弥生 号車 12.3 5.6 15.2 ヘラミガキ
櫛描鱗状文(1連止め)9本→櫛描波状文→ヘラ

完全実測
ミガキ

43 弥生 E理 (130) (9.1) ノ、ケ目→へラミガキ
櫛描簾状文(2連止め)10本櫛拙波状文

回転実測
ヘラミガキ

44 弥生 王町 (12.4) (9.6) ヘラミガキ 櫛描波状文櫛描簾状文(Ii車止め)6本 回転実抑l
XVI-6 

5801lWマ12

45 弥生 現E 5.6 (6.3) ヘラミガキ ヘラミガキ 完全実視'1 XV1I-6 

46 弥生 喧E 6.8 (79) ノ、ケ目→へラミガキ 櫛描波状文へラケズリ，ヘラミガキ 完全実担'1

47 弥生 事E (19.2) (15.4) ヘラミガキ 櫛描簾状文(1連止め)7本楠1I苗波状文 回転実例l XV1I-6 

48 弥生 型E (15.6) (6.2) へフミガキ 櫛描波状文櫛描簾状文(Ii車止め)11本 回転実測

49 弥生 褒 (17.0) (5.6) へフミガキ磨耗 櫛描簾状文(2連止め)11本櫛描波状文 回転実担'1

50 弥生 望E (14.5) 磨耗 櫛描簾状文櫛揃波状文 回転実担'1 XV1I-6 

51 弥生 現 7.0 (17.2) ヘラミガキ 櫛f首簾状文→櫛描波状文→へラミガキ 完全実調'1
XVI-5 

，¥135XVI-10 

52 弥生 雪量 10.4 5.0 18.6 ヘラナデ 縄文RL へフ描沈線 へフナデ 完全実担'1 XV1I-6 

53 弥生 現 へラミガキ 縄文RL 断面実測

M35XVI-1O 

54 弥生 習E (22.4) (12.8) ヘラミガキ 縄文RL 回転実担'1
S8011¥¥iI3 

55 弥生 世E (16.2) (6.6) へフミガキ 縄文RL 口容部に刻みあり 回転実測l

56 弥生 褒 (23.6) (25.0) ヘラミガキ 縄文(RL)→ヘラミガキ 回転実dI'l
XVI-IO 

SBOIIWil2 

57 弥生 宅毘 磨車E 縄文RL 断面実測

58 弥生 塑 へラミガキ 縄文RL 口唇部刻み 断面実証1'1 S8011WTl2 
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第64表 Ull遺物集中区出土遺物観察表 (cm) 
法 • 成形 ・ 調霊 ・ 文 梅 推定値()残浮値<>丸底・

No 種別 器種
口径(畏)底径(幡〉 線高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

59 弥生 『昆 へフミガキ 縄文RL 口唇部刻み 断面実抑l

60 弥生 'lIE ヘプミガキ 縄文RL 櫛揃横線文 断面実測

61 弥生 告理 ヘラミガキ 縄文I{L 櫛描波状文 断面実測

62 弥生 型E へフ ミガキ 縄文RL 櫛描波状文 断面実測

63 弥生 号里 ナデ 縄文RL 断面実測 X \~-6 

64 弥生 司直 ナデ i唱文liL 断面実測

65 弥生 号電 ナデ 縄文RL 断面実測

66 弥生 現 へフナデ 純文rn 断面実抑l

67 弥生 5里 へフミガキ 縄文RL 断面実捌'I

68 弥生 現 へフナデ 縄文I!L 断而実iftil

69 弥生 5睡 ヘフナデ 縄文RL へブナデ 断面実調'I

70 弥生 号車 5.8 (37) 磨耗 府耗 完全実測

71 弥生 現 (40) (2.5) ヘラミガキ へフミガキ 回転実担'I

72 弥生 費 7.7 (5.2) 磨耗 ヘラミガキ 完全実i!!11

U11 
7.1 弥生 号電 (60) (8.1) ミガキ 1同部ミガキ 底部ミガキ 同転実前'I

74 弥生 台付~ 8.1 (81) 磨耗 磨耗 完全実測j

75 弥生 台付費 (4.1) 
1不部へフミガキ脚部ヘラミ7f

ヘラミガキ 完全実iftll
キ

76 弥生 台付費 (12.4) (6.2) ノ、ケ目 廃粍 回転実測 M31 

77 弥牛 台付費 (10.6) (4.0) ハケ目→へフナデ ハケ目→へプナデ 回転実測 M35 

78 弥生 台付費 (61) 夜部へフナテー 脚部へフナデ ノ、ウ目→へフナデ 完全実測

79 弥生 台付護 (3.7) 古里部へフナデ 脚部へフナデ ヘフナデ 完全実測

80 弥生 台付護 (3.8) 型E部へフミガキ脚部へフナデ ヘラケズリ 回転実測

81 土製品 匙 へフミガキ へフミガキ 破片実測l

84 弥生
iニTュ7

(3.4) (1.8) ナデ ナデ 回転実刑!
土器

8.S 縄文 浅鉢 断固実調'I

86 縄文 浅鉢 |折面実担'I

87 縄文 浅鉢 断面実前'I

No 線 種 繁 材 愚大畏 最大幅 鰻大理 重量 所 男 出土位置

82 円板 土製品 4.0 4.5 0.7 19.43 へフミガキ 赤色塗彩

83 円板 土製品 3.1 43 05 8.44 内面剥限外面へフミガキ→赤色塗彩

88 敵石? 花陶岩 6.2 46 1.4 55.48 

89 破石 花附岩 10.0 4.5 3.6 203.74 上下端部に磁打痕

90 磨-敵石 砂岩 (6.8) (44) (26) (116.87) 左一下側欠損縁辺に敵打痕正裏にすり面

91 磨-敵石 硬質砂岩 9.5 4.6 2.4 146.96 上下端部に高度打痕 IF裂にすり面

92 磨・敵石 硬質砂岩 9.6 4.9 3.8 255.71 上下端部に敵打痕正面稜上にすり而 浅い条痕あり

93 潜石 砂岩 7.0 5.0 1.7 83.70 正面にすり面

94 磨石 砂岩 8.0 3.4 2.4 89.49 1FJ，1iにすり市

95 府石 輝石安山岩 6.3 5.7 60 28565 正面にすり面
U11 

!喜石96 石英安山岩 77 4.5 3.3 172.65 正面にすり而 浅い条痕あり

97 l事石 砂岩 8.4 4.9 3.1 189.90 正瑛にすり面正面に浅い条痕

98 敵石つ 輝石安山岩 8.7 4.8 2.7 195.42 

99 l磐石ワ
灰色チャー

1.3 0.9 0.25 0.42 全体に煉れ亡し、る

100 台石 安山岩 (12.1) (12.5) (6.3) (1320) 疋面が使用而京市と稜上に敵打痕正商と左側にすり而

101 石骸 黒暇石 2.7 1.9 08 3.98 漢はポγ一面

102 管支 書ヰ玉 0.4 0.4 1.6 0.50 fL径:0.15 

1.8 

103 袋状鉄斧 金属製品 (5.7) (2.5) 素材l皐 (33.85) 刃部先端欠損

不明

また、遺物下からは顕著な掘り込みは確認されなかったが、Ullの範囲内に弥生後期の所産と考えられる円形土

坑が検出されている。 D47-52号土坑がそれにあたり、いずれも同規模・同形態である。これらの土坑とUの関係は、

D48とD50の覆土中に炭化物や骨粉が含まれていたことから、土坑掘り込みについても民棄行為のーっとも考えら

れ、両者の聞には何らかの関係があると考えられる。
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第8節遺構外出土遺物

本遺跡の遺構外出土遺物として116点を図示した。遺物の所産時期は縄文、弥生後期、古代、中世、近世の多

時期に及ぶが、 当遺跡で検出された遺構の所産時期とほぼ対応する。

中でも注目される遺物として116の人面土器が挙げられる。試掘調査時に検出された遺物で、出土位置はVIII.IX

区の埋土保存区に当たる。人面土器は欠損しているものの頬より上の顔左半分が残存している。口の形状は穴で

表現されていると思われるが詳細は不明。顔面を赤彩するが、額から鼻筋部分のみ無彩としているのが特徴である。

本品の所産時期は、 今回の調査区内には弥生中期の遺構が発見されておらず、 顔に赤彩を施し、 鼻の特徴も西

一里塚遺跡群のものに似る。この事から弥生後期の範鴫で捉えられると考える。
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第65表遺構外出土遺物観察表(1) (cm) 

法 量 成形 ・ 調整 ・ 文僚 推定値()残害値 ()丸底・
No 種別 務種

考 出土位置口径(長〕 底径(幅)器高(厚〕 内 面 外面 備

純文 I軍事本 ナデ ナデ→隆帯貼付 I折而実測 X 1-2 

2 縄文 ?束事事 サデ沈線 ナデ 破片実測 V-18 

3 弥生 事キ (156) (6.7) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転実測 X 1 -25 

4 弥生 吉本 (115) (5.5) ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 回転、実測 ¥135XVI-IO 

5 弥生 南1上司て (77) 坪部ミガキ→赤色塗彩 脚ffsナデ ミガキ→赤色塗彩 完全実測 V-5クロ

6 弥生 高杯 (9.1) (6¥) 
向、部ミガキ→赤色塗彩 脚部ヨコナ

ミガキ→赤色塗彩 完全実測磨耗 X 1 -21 
デ→へラナデ

7 弥生 高珂て 5.8 (5.2) 
珂、部ミガキ→赤色塗彩 脚部へフナ

ミガキ→赤色塗彩 完全実洲 X-25 
デ→裾部ヨコナデ

8 弥生 蒸
つまみ

(2.7) ナデ ヘラケスリ ミガキ 完全実測 XXJI -5 
(35) 

胴から底部ハク自の残るナデ→類部
口縁と胴部ミガキ→功、色塗彩胴下半と底部

9 弥生 h持4戸L (15¥) (60) 20.6 
ナデ→口縁部ミガキ赤色塗彩

ミガキ 頚部へラ拙横走平行線文・ヘラ楢斜 回転実測 SROII ETl2 

走文

10 弥生 査 (9.6) 
ノ、ケ目の残るナデ→口縁から頭部ミ

ミガキ御悩斜走文ヘラ描横走平行線文 回転実測
X\~検出面 Ta3 

ガキ E区田区

II 弥生 査 ナデ→口縁ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 櫛描渦巻文沈線
l折面実担IJ 12と同

X 1-3 
一個体

弥生 宜E ノ、ケ闘の残るナデ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩櫛地渦巻文沈線
|折面実視IJ IIと同 X 1-2クロ

12 
一例体 X 1-3 

13 弥生 査 ミガキ ミガキ沈線
破片実出IJ 14と同

XII -22 
一個体か

14 弥生 歪 ノ、ケ闘の残るナデ→ミガキ ミガキ沈線ヘラI~i斜走文
l折面実in'J 13と同

XII-22 
個体か

15 弥生 査 ハケ回の残るナデ
ミガキ柿J苗簾状文櫛描波状文 へ71品沈

断面i実刑l M25XVI-5 
線

弥生 晋E (135) (102) ノ、ケ目の残るナデ→口縁ミガキ
ハケ目の残るナデ→ミガキ

回転実担IJ
XXJI-7 

16 
術I!苗簾状文(2連iヒめ) ¥l7XXJI-13 

17 弥生 現 10.5 (91) ミガキ ミガキ櫛拙fffi状文(2連止め) 櫛摘波状文 完全実調IJ XVlI-5 

18 弥生 ~‘ L (158) (7.2) ミガキ
ハケ自の残るづデ 楠1揃簾状文(li車止め)

回転実測 X-25 
櫛描斜走文

19 弥生 ~編" 16.8 (122) ミガキ
術1I品波状文櫛tili鱗状文(Ii車止め)10本

完全実担'1 XII-12 
櫛措斜走文

20 弥生 5控 (16.2) (~ 8) ミガキ 櫛f曲簾状文櫛摘波状文 回転実相'1 XX 1 -18 

21 弥生 晋E (15.1) (72) ミガキ 術i描簾状文(1連」とめ)9本櫛描波状文 回転実証!II 3日011¥¥'1'12

22 弥生 型E (143) ミガキ 櫛揃横線文10本櫛愉波状文 回転実測 X-19 

23 弥生 号車 (78) (4.1) ミガキ 胴部ヘラケズリ→ミガキ 底部ミガキ磨粍 回転実測 XII -12 

24 弥生 現 ミガキ 術1I，陥簾状文(2連止め)7本櫛揃波状文 出r而実測 ¥135 XVI-l0 

25 弥生 5担 (17.0) (8.7) ミガキ 口唇部に刻み ~L;ÌJn文 回転実測 X 1-3 

26 弥生 告理 (250) (8.4) ナデ→口縁上部ヨコナデ RL純文 回転実測 XVI-14 

27 弥生 型E ナデ ミガキ RL縄文 断面実調IJ
XVI-14・15

M25XVI -4 

28 弥生 褒 ミガキ ミガキ RL縄文 断而実担IJ
XVI -5 

XVlI卜6

29 弥生 査 ナデ RL縄文 断面実例l X-25 

30 弥生 き理 ミガキ ミガキ RL縄文 断面実訓IJ XXIll-1 

31 弥生
台付事E

(7.7) (4.2) ナデ ヘラケズり→ミガキ 完全実抑l 燐耗 X-19 (脚部)

32 弥生 ミニT三時七 5.2 1.8 2.7 ミガキ→赤色塗彩 ミガキ→赤色塗彩 完全実証!IJ X 1-3 

33 須恵器 主平 (146) (6.8) 41 ロクロすデ ロクロナデ→底部糸切り
回転実視l 内外面

X氏一15
に火だすき有

34 須恵器 1干 ( I~.O) (68) 3.9 日夕口ナデ ロクロナデ→底部回転へフ切り後ナデ 回転実測 X-20 

35 須恵器 事不 ナデ
破片実測

XXill-2 
ヘラ記号あり

36 須恵結 笥二 回転ヘラウスロ
破片実測

XVlI-16 
ヘラ記号あり

37 須I.L"¥器 主干 ロクロナデ ロクロナデ→底部ヘラ切り後手持ちへラケズリ
断函実測

X日 15
へラ記号あり

38 須恵、器 市'jt干 (98) (65) ロクロナデ杯部スベスベしている ロクロナデ 完全実測 X [-11 

39 須I.L~器 長頭登 (83) ロクロナデ→へフナデ ロクロナデ 自然納付着 完全実証I'J XVlI検出凶l

40 須恵器 犠瓶 (11.2) (4.9) ロクロナデ ヨコナテ ロクロナデ ヨコナデ 向然紬付着 回転実測 X J -11 
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第66表遺構外出土遺物観察表(2) (cm) 

i去 量 成 形・ 調整 ・ 文僚 推定値()残存値 <>丸底・

No 種別 器種
口径(長〉 底径(縞)器高(厚) 内 面 外面 備 考 出土位置

'll 須恵器 脅か査 ヨコナデ 自然粕付着 ヨコナフ 烈点文あり 民fr商実担IJ V-20 

42 須恵器 足主Z江L 6.5 (5.2) ロクロサデ ロクロサデ→底部と底部外周回転へフウズリ 完全実iWI XVI検出回

43 須恵器 不明 ナデ ナデ 断面実測 XXlll-2 

回転実測(みこみ

〆'"
青磁 花瓶 (56) (4.3) 施利 部向然利i付着) XVI検出而

青巨泉j者

45 iI磁 画花文 施納 施申h
断面実iJ!lJ 12C後

X \~ -6 
半官E泉窯

46 青磁主 画It文 (13.8) (29) 施利 施紬
回転実測 13C前

XVlll-l 
半 育巨泉窯

回転実測 13C後

47 青磁 碗 (60) (16) 施利 施紬 半-).1C前半 XXII -7 
龍泉盗

48 青磁
述弁文

施申l 方自制
破片実測 13C 

XX-II 
碗 龍泉:現

断而実iRlJ 北栗泣
49 陶器 緑利l盤 施紬 施紬 跡跡出土 13世紀 X\~ - 16 

中国

50 陶器 き理 ナデ タ;;キ目
断面実i則中世

nll-5 
常滑

51 陶器 喧E ヨコナデ タタキ目
断面実測中世

X¥l1-19 
'，èj~' 滑

断宙実測内聞自

52 陶器E 担ね鉢 ヨコナデ ヨコナデ 然紬付着 13C V-20 

'，f.;;骨

53 陶器 発か査 (78) (3.8) 輪縦波あり 自然納付帯 胴下半回転ヘラウスリ 回転実i四1A滑 X \~-I 

54 陶器
志野丸

(113) (6.5) 2.0 地納
回転実担IJ 17C前 Z 

1[[ 半瀬戸美濃

55 陶器
志野丸

(7.4) (1.6) ロクロナデ→施紬 ロクロナデ→施納
回転実調IJ 17cI!fr 

¥¥ 1 1暗渠
皿 半瀬戸美濃

56 磁器 '1、亦 (67) (28) ロクロナァ惨施粕 ロクロすデ→施紬
回転実測 17C後

¥¥11 -7 11昔渠
半伊万里

回転実測 VWI 

57 磁器 皿l (12.8) (6.8) 4.5 ロクロナデ→施紬(染付) ロクロナデ→施刺(染付) 18C末-19C前半 ¥¥11-7 

伊万里

58 磁器
呉務手

(4.6) (20) 施材 方自南h
回転実測 17C後

XVI-16 
碗 半 唐津

59 陶器 燈明肌 (10.7) (50) 2.1 ロクロナデ→施南h ロクロナデ→回転へラケズリ→円唇宮市施紬
回転実視'1 19C前

¥¥11-2時渠
山

60 陶掛 小碗 (7.4) (4.2) (2.3) 施申h(鉄納ツケかけ) ロクロナデ→施紬(鉄粕ツウかけ)
回転、実捌IJ 18C末

XX 1 11音m
-19C後前lむ

61 陶器 香炉 ロクロナデ→口縁施紬(鉄紬) ロクロナデ→施粕
断面実担IJ 18C末

VI -22 
-19C前向ij山

62 陶骨骨 灰鞠[1腕 5.1 (18) 施利(灰納ツケかけ)
ロクロサデ→底部切り離し後高台貼付→施利! 完全実視1 18C末

XX 1 -25 
(灰糊ツケかけ・高台はハケ塗) -19C前向ij山

63 陶器 灰荊[1碗 施納(灰告hツケかけ) ログロナデ→施紬(灰紬ツケかけ)
断面実視J 18CX 

¥¥  [ 11汗i長
-19C前前山

64 陶器 揺り鉢 (30.0) (7.5) 
ログロナデ→捕り目を刻む→施稿h

ロクロナデ→施納(鏑糊つ)
回転実測 18C末

X¥-8 
(針f前JIつ) -19C前前山

No 器 種 素 キZ 最大畏 愚大幅 最大厚 重量 pJi 男 出土位置

65 石鍛 黒灰色チャート 2.4 2.0 035 1.16 ¥-3 

66 石鍛
黒色鍬荘i

3.1 18 0.3 160 先端欠損 ¥ VI -20 
安山岩

67 石搬
黒色鍛密

(20) (1.4) (03) (103) 先端・基部欠損 X¥1-20 
安山岩

68 石鍛 黒日置石 (1.7) (15) (0.3) (0.59) 先端・基部欠損 ¥VI -25 

69 
石餓

黒日世石 3.0 1.5 13 5.75 XXIl-3 
未成品つ

70 弟l片 黒日商石 4.0 1.9 0.8 5.00 自然面が残る XVII-l 

71 原石
結品質

3.4 1.5 1.0 4.58 XVI-I0 
石灰岩

72 刃器 硬質砂岩 7.8 (4.4) 1.5 (58.24) 剥片手11用の刃器 刃部磨滅 V寸2

73 打製石斧 硬質砂岩 (116) (6.0) 2.7 (202.08) 下部欠損 X 1-1 
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第67表遺構外出土遺物観察表(3) (cm) 

No 器 種 素 平Z 愚大長 愚大幅 愚大理 重量 F万 見 出土位置

74 打製石斧 銅I石安山岩 (125) (8.6) (24) (353.64) 基部欠矧磨滅部分あり 風化のためか XVI -23 

75 打製石斧 輝石安山岩 (43) (5.9) (1.1) (4210) 上 1欠損 XVI-18 

76 打製石斧 向I石安山岩 (11.3) (7.7) (1.8) (183.67) 刃割lに磨滅痕 X 1 -18 

11 打製石斧 市l'石安山岩 (84) (6.4) (1.6) (139.15) 下部欠損両組11につぶれ痕 XVI -20 

78 打製石斧 輝石安山岩 (6.0) (66) (0.9) (72.68) 右側以外欠損 Y-13 

79 石棒 石英片岩 (6.4) (30) (26) (8927) 上下欠損 SsOII ¥VTll¥[ 

80 敵石 硬質砂掛 (69) (81) (5.2) (320.50) 下端部~裏面欠損 上端部と正面に破打痕 XVI-18 

81 高責石 輝石安山岩 147 5.5 4.3 426.81 側面に自主宇「痕 X 1-3 

82 磁石 安山岩 11.2 51 4.1 31998 上下端部に敵打痕 XV1I-l 

83 厳石 硬質砂岩 (10.8) (6.0) (2.7) (210.70) 上部欠領下端部に敵打痕 XXill-7 

84 敵石 硬質砂岩 8.0 2.5 (1.4) (36.31) 襲面一部欠損 上下端部に敵打痕 XX 1 -25 

85 磨・蔽石 t目Iノ、友出三1 5.5 2.8 2.3 47.06 上 F端部に舷打痕 X¥1l-12 

86 磨・敵石 百~石安山岩 (9.6) (64) (47) (398.12) 被熱ありつu>面黒化片側欠損 疋聞にすり而縁辺に敵打痕 X 1 -10 

87 磨・絞石 間I右安山岩 (9.9) (5.8) (23) (19916) 左側~下側欠損正面にすり面 上撤部に敵打痕 XXII -2 

88 隠石 チャート 21 1.7 055 2.80 全体にすり 赤色の付着物あり X-5 

89 磨石 fl嗣岩 41 2.4 0.8 10.55 左側にすり面 X J-2 

90 磨石
黒色多孔質

9.0 8.3 3.9 219.51 正面にすり面 正真に削り状の使用痕 X-15 
安山宕

91 磨石 硬質砂岩 6.1 3.7 1.4 47.69 正面にすり而左側に浅い条痕 X 1-5 

92 踏石 郷石安山岩 7.1 4.8 2.6 130.22 正面にすり宙 X¥1l-1 

93 i書石 硬質砂耕 8.9 5.0 3.3 186.74 正而にすり而 X-4 

94 磨石 硬質砂岩 (9.8) (4.3) (1.8) (96.85) 袋函欠損正面にすり面浅い条痕あり XII-17 

95 磨石? 砂岩 10.0 67 4.4 453.84 全体に滑らかすりか? X¥司-6

96 磨石 輝石安山岩 12.6 7.6 4.2 585.55 正面にすり面 XX J 

97 凹石 軽石 9.8 11.4 
両さ

13971 凹径 63X61 凹深 32 X J -16 
4.8 

98 砥石 砂岩 (9.8) (6.6) (3.5) (29541) 片側欠損 IE而と 卜端部に顕著な砥両 XVI -14 

99 砥石 凝灰岩 (10.0) (6.4) (3.6) (253.82) 砥函数4 上下欠損 X-5 

100 砥石 砂岩 (62) (6.3) (4.0) (205.41) 砥荷数5(下部欠損後も使用) 上部欠損 XVI-I0 

101 砥石 凝灰岩 (7.3) (29) (20) (50.47) 下部欠損 右側稜上に刻み状の条痕 XVI -22 

102 軽石製品 軽石 7.8 7.0 4.4 10764 全体にすり 正哀に削り状の使用痕 X羽 5

103 台石片 輝石安山右 (71) (5.0) (55) (29557) 全周欠損 正面が使用面 丸r-12

104 台石 輝石安山岩 (150) (125) (42) (1470) 3辺欠損正而が使用雨(すり而) X 1-6 

105 編物石つ 輝石安山岩 10.4 5.3 4.2 30315 XVI-5 

[06 編物石ワ 締石安山岩 140 5.4 37 28092 XVI -20 

107 硯 陶器 (4.2) (39) (1.2) (17.03) l隅を残し裂函まで欠損 Xill 

108 錠ワ 鉄 (3.7) (37) (03) (7.95) 下辺以外は欠損 X 1 -16 

109 角釘 鉄 (6.3) (07) (06) (4.03) 上部欠損 XVI-18 

110 角釘 鉄 (35) (0.7) (05) (2.62) 上下欠損 XVI-9 

111 角事T 鉄 (3.8) (0.5) (0.3) (2.86) 上下欠損 XXI 

112 鉄鍛ワ 鉄 (36) (0.9) (03) (1.67) 下部欠損 XVI-14 

1.5 
113 煙管 銅 (47) 1.5 器I￥ (500) 管部欠損 XXII -2 

0.2-0.1 

114 煙管 銅 (3.8) 0.9 
0.9 

(222) 吸口部欠損 XXII -2 
器厚01

115 鉄鉱 鉄 (74) (0.8) 0.7 (7.54) t下欠損 XX 1 

116 古銭 銅 2.38 0.1 1.45 完形紹盗元宝 1094(北宋) XXI 

117 肯銭 銅 233 013 1.66 完形至道元宝 995(北宋) XV]J-l 

118 古銭 銅 2.38 012 2.53 完形寛永通宝(新) XXII-2 

119 古銭 銅 2.51 013 3.29 完形寛永通宝(新) 背に文 「文銭」 X¥1l-21 

120 弥生 |人面土器I(91) I (7.4) I (60) I |目・耳・鼻・口・頭頂を穿孔(耳は貫通) 赤色塗彩 |破片実測 1東TlO 市 政 区
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第V章科学分析

第1節種実・樹種鑑定
パリノ ・サーヴ、エイ株式会社

はじめに

大豆田遺跡N(長野県佐久市長土呂地内)は、浅間火山西南麓に認められる河川の開析等により形成された
田切り地形末端付近の台地部に立地する。本遺跡は、これまでに実施された発掘調査により、主に弥生~平安時

代の集落であることが明らかとされている。

本報告では、大立国遺跡Wの発掘調査で確認された土坑の年代、井戸祉などから出土した木製品や種実遺体

の種類および植物利用の検討を目的として、自然科学分析調査を実施した。

1 .放射性炭素年代測定

1.試料

試料は、弥生時代後期の箱清水式期とされる土坑 (048，050)覆土より出土した炭化物2試料(試料番号l、2)

である。炭化物試料は、 048(試料番号1)が炭化材(最大lcm角程度)と土塊、 050(試料番号2)が炭化材細

片カ冶らなる。

放射性炭素年代測定には、 048(試料番号1)が1cm角程度の炭化材、 050(試料番号2)が板状を呈する炭化

材(長さ1cmX幅lcmX厚さO. 5cm程度)をそれぞれ供した。

2.分析方法

試料に土壌や根などの目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをヒ。ンセット、超音波洗浄等

により物理的に除去する。その後、 HClによる炭酸塩等酸可溶成分の除去、 NaOHによる腐植酸等アルカリ可溶成

分の除去、HCHこよりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する(酸 ・アルカリ ・酸処理)。試料

をパイコール管に入れ、 19の酸化銅 (11)と銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空にして封じきり、

5000C (30分)8500C (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素+エタノールの温度差を利用し、真空ラインにて

C02を精製する。真空ラインにてパイコール管に精製したC02と鉄 ・水素を投入し封じ切る。鉄のあるパイコール

管底部のみを6500Cで10時間以上加熱し、グラファイトを生成する。化学処理後のグラファイト ・鉄粉混合試料を内

径1mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。

測定機器は、3MV小型タンデ、ム加速器をベースとした14C-AMS専用装置 (NECPelletron 9S0H-2)を使用する。

AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)から提供されるシュウ酸 (HOX-11)とパックグラウンド

試料の測定も行う。また、測定中同時に13C/12Cの測定も行うため、この値を用いてa13Cを算出する。

放射性炭素の半減期はL1BBYの半減期5，568年を使用する。また、測定年代は1，950年を基点とした年代 (BP)

であり、誤差は標準偏差 (OneSigma;68%) に相当する年代である。なお、暦年較正は、RAOIOCARBON

CALlBRATION PROGRAM CALIB REV7. 0 (Copyright 1986-2013 M Stuiver and PJ Reimer)を用い、 誤差とし

て標準偏差 (OneSigma)を用いる。

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度

や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い(l4cの半減期5，730:t40年)を較正する
ことである。また、暦年較正に関しては、 本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正フ。ログ、ラム

や暦年較正曲線の改正があった場合の再計算や再検討に対応するため、1年単位で表している。

暦年較正結果は、測定誤差σ、20 (σ は統計的に真の値が68%、20は真の値カ)95%の確率で存在する範囲)

双方の値を示す。また、表中の相対比とは、。、 2σの範囲をそれぞれlとした場合、その範囲内で真の値が存在

する確率を相対的に示したものである。
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3.結果および考察

炭化材の同位体効果による補正を行った測定結果 (補正年代)は、D48(試料番号1)が1， 940:::!::: 20yrBP、D50

(試料番号2)が2，030:::!:::20yrBPである。また、暦年較正結果 (1σ) は、 D48カ¥calAD27 -calAO 81、050が

calBC 53 -calAD 4である(表1)。

以上の結果から較正暦年代 (1a )は、 D48が紀元1世紀頃、 050が紀元前1世紀中頃から紀元1世紀初頭頃に相

当し、小林 (2009)を参考とすると、弥生時代後期前葉および弥生時代中期末~後期初頭頃としち年代観が想定

される。なお、今回の測定に供した炭化材は、いずれも辺材部が残存しない破片で、あったため、木材の使用(伐

採)年代よりも古い値を示している可能性を考慮する必要がある。

II.樹種同定

1.試料

試料は、古代の掘立柱建物に伴う柱材、古代および中世の井戸社、近世の溝跡などから出土した木製品133点

(試料番号1'"'-'133)である。このうち、試料番号制 (D63No.14)は、元の形状が不明の木片で、保存状態も悪い

ことから、同じD63の分析対象外となっている木製品中より状態が良好なNo.18-3と差し替えを行っている。また、試

料番号122は、肉眼観察時に形状や木取り、樹種が異なる2点 (D20No.1-1、No.1-2)が認められたため、双方を

分析対象としている。

2.分析方法

木製品の木取りを観察した後、剃刀を用いて木口(横断面)・柾目 (放射断面)・板目(接線断面)の3断面の

徒手切片を直接採取する。切片をガム ・クロラール(抱水クロラーノレ，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混

合液)で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴

を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類(分類群)を同

定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・ 伊東 (1982)、Wheeler他(1998)、Richter他 (2006)を参考にする。

また、 日本産木材の組織配列は、林 (1991)や伊東 (1995，1996， 1997， 1998， 1999)を参考にする。

3.結果

同定結果を表2に示す。分析に供された木製品は、針葉樹6分類群(カラマツ、マツ属複維管束亜属、 トウヒ属、

ヒノキ、サワラ、ヒノキ科)と、広葉樹4分類群 (コナラ属コナラ亜属コナラ節、クリ、ケヤキ、カツラ)に同定され

た。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・カラマツ (Lanxkaempferi・(Larnb.)Carriere) マツ科カラマツ属

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮導管の早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅は

広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、柔組織、仮導管、水平樹脂道、エヒ。セリウム細胞で、構

成される。放射柔組織の細胞壁は滑らかで、垂直壁にはじゅず状の肥厚が認められる。 分野壁孔はトウヒ型~ヒノ

キ型で、 1分野に3-5個。放射組織は単列、 1-20細胞高。

・マツ属複維管東亜属(丹'iwssubgen. Diploxylon)マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急~やや緩やかで、

晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エピセリ

ウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単

列、 1-15細胞高。

-トウヒ属 (Picea) マツ科

軸方向組織は仮導管と垂直樹脂道で、構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の

幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、柔組織、仮導管、水平樹脂道、エヒ。セリウム細胞

で構成される。放射柔組織の細胞壁は厚く、垂直壁にはじゅず状の肥厚が認められる。放射仮道管の有縁壁孔

のフチは主としてトウヒ型。分野壁孔はトウヒ型で、 l分野に3-6個。放射組織は単列、 1-20細胞高。
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-ヒノキ (Chamaθcypan・'sobtusa (Sieb. et Zucc.) Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか~やや急で、晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はヒノ

キ型~トウヒ型で、l分野に1-3個。分野壁孔は、孔口の長軸方向が垂直よりやや斜めになるものが多い。放射組織

は単列、 1-10細胞高。

・サワラ (ChamaecyparIspiSllera (Sieb. et Zucc.) Endlcher)ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅

は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔はヒノキ型~スギ

型で、 l分野に1-3個。分野壁孔は、孔口の長軸方向が水平に近しものが多い。放射組織は単列、1-10細胞高0

・ヒノキ科 ( Cupressaceae) 

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか~やや急で、晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は、ス

ギ型、ヒノキ型、トウヒ型のいずれかであるが、保存が悪く孔口が壊れているため、詳細は不明である。放射組織

は単列、 1-10細胞高。

上記ヒノキ、サワラを含むヒノキ科のいずれかであるが、分野壁孔が観察できないことからヒノキ科とした0

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quθ'rcussubgen. Quθ'rcus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で、孔圏部は1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。 道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ (Castaneacrenata Sieb.巴tZucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は3-4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿

孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、1-15細胞高。

-ケヤキ (z，θ，jkovasθ'rrata (Thunb.) Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔園部は1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線 ・斜方向に紋様状あるい

は帯状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁

にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1-6細胞幅、 1-50細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶

細胞が認められる。

・ カツラ (Cθ'rcidiph戸~umjaponicum Sieb. et Zucc. ) カツラ科カツラ属

散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管は

階段穿孔を有する。放射組織は異性、1-2細胞幅、 1-30細胞高。

4.考察

木製品には、カラマツ、マツ属複維管東亜属、トウヒ属、ヒノキ、サワラおよびヒノキ科の針葉樹6分類群と、コナ

ラ属コナラ亜属コナラ節、クリ、ケヤキおよびカツラの広葉樹4分類群の計10分類群が認められた。 これらの分類群

のうち、ヒノキやサワラは、現在の本遺跡周辺には生育していなし、ものの、 群馬県との県境地域には分布するとさ

れる。トウヒ属も遺跡周辺には分布していなし、ものの、浅間山周辺にトウヒ、 群馬県との県境の山地にハリモミが分

布するとされる。カラマツは、火山災害地などによく生育しており、浅間山周辺は国内でも数少ない自生地の一つ

である。マツ属複維管束亜属、コナラ節、クリ、ケヤキは人里周辺に普通に見られる種類であり、カツラは谷沿い

等に生育する。

また、各分類群の材質的特徴についてみると、針葉樹のカラマツは、やや重硬で強度が高いが、早晩材部の材

質差が大きく、加工がやや困難である。マツ属複維管束亜属は、軽軟~やや重硬で、強度と保存性が比較的高

い。トウヒ属は、やや軽軟で強度は高いが、保存性は低い。ヒノキやサワラを含むヒノキ科は、木理が通直で害IJ裂

性および耐水性が高い。広葉樹のコナラ節、クリ、 ケヤキは、重硬で強度が高く、クリやケヤキでは耐朽性も高い

とされる。カツラは、広葉樹としてはやや軽軟で、強度や保存性は低い。

今回の分析に供された木製品は、伊東 ・山田(2012)の木器分類を参考とすると、容器(曲物、漆椀、椀?)、

食事具(折敷)、建築部材(柱)、器種不明に分けられる(表3)。なお、井戸士止より出土した板、杭および、部材につ
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いては、調査所見などからいずれも井戸枠の部材(施設材)と判断されており、出土位置が現位置を保つものに

ついて部材の名称が付されている。

古代の資料は、井戸士止 (020)から出土した椀?と、掘立柱建物跡に伴う柱穴より出土した柱材および器種不明

がある。椀?は、破片であり、漆塗の痕跡は認められない。針葉樹のヒノキ科を利用することから、加工性の高い

木材が選択されたと考えられる。なお、ヒノキ科は、漆器の木地としての利用例もあるが、多くは広葉樹が利用され

る(伊東・山田， 2012)。また、 柱材は、 F18のP1，P2がヒノキ(芯去分割材)、 P3がヒノキ科(形状不明)で、あった。

この結果から、加工性や耐水性の高い木材の利用が推定される。なお、本地域では、古代の竪穴住居跡から出

土した炭化材の調査事例が蓄積されており、聖原遺朗の9世紀後半や10世紀前半とされる竪穴住居跡等でヒノキ属

やヒノキ科が確認されていた。今回の結果から、竪穴住居跡の建築材とともに、掘立柱建物跡、の柱材としても針葉

樹材が利用されていたこと明らかとなった。

中世の資料は、いずれも井戸i止から出土しており、井戸枠の部材と考えられる木製品や廃棄されたとみられる木

製品(折敷など)から構成される。井戸枠の部材である縦板、桟木および縦杭、部材の可能性がある板、杭、部材

等についてみると、5基の井戸牡から出土した資料はいずれも多く確認されたサワラをはじめ、ヒノキを含むヒノキ科

を主体とする針葉樹材が多数を占める。詳細にみると、08の芯持(角材)の杭、 063の芯持の縦杭や杭にはマツ

属複維管束亜属やカラマツが利用されるO 一方、芯去分割材で板状を呈する杭 (桟木)や杭(縦杭)にはサワラやヒ

ノキ科が利用されており、形状(木取り)によって樹種が異なるとしづ特徴が認められる。 また、08や09では、杭状

を呈する資料(縦杭、桟木、杭など)にコナラ節等の広葉樹材が認められ、いずれも分割材(ミカン割)である

としづ共通するとしづ特徴も確認された。

また、井戸枠の部材を除く木製品のうち、曲物の底板や側板にはサワラやヒノキ科が認められた。このような木材

の利用は、加工性や耐水性の高いとし、う材質等により選択されたと考えられる。折敷(底板)も基本的にはヒノキ

やサワラが利用されることから、曲物と同様の木材選択が推定される。 なお、 063から出土した折敷 (試料番号

117 ; No.50-1)は、やや肉厚の柾目板であり、樹種もケヤキであるなど、上記した木材利用と異なる。上記した特徴

やケヤキの利用を考慮すると、農耕土木具などの強度を要する器種の可能性がある。

本地域における中世の木材利用についてみると、井戸枠の部材の事例については隣接する道常遺跡においてサ

ワラを主体としてカラマツやヒノキ科等の針葉樹材が確認されている(株式会社アーキジオ，2012)。この他、寺添遺

跡の井戸出土木材にサワラを含むヒノキ属、西一本柳遺跡の井戸枠材(板材、横木等)にサワラが確認されており、

本遺跡と同様の木材利用が窺える。また、トウヒ属は榛名平遺跡の中世~近世の加工木、カラマツは西一本柳遺

跡の中世の用途不明の角材などに認められ(伊東 ・山田， 2012)、調査事例は多くなし、ものの、これらの針葉樹材

の利用状況も類似する。

近世の資料は、溝状遺構 (M55)から出土した漆椀l点である。漆椀は、木取りが横木地板目であり、木地は

広葉樹のカツラで、あった。カツラは、軽軟で癖がなく、加工が容易であることから、利用されたと考えられる。

国.種実同定

l 試料

試料は、古代および中世の井戸祉から出土した種実遺体12試料(試料番号1'"'-'12)である。試料の詳細は結果

とともに4に示す。

2.分析方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察する。種実遺体の同定は、現生標本および石川(1994)、中山ほか (2000)、

清水ほか (2012)等を参考に実施する。結果は、分類群、学名、部位、状態、 計測値、特徴等を一覧表で示

し、 写真を図版に示す。

3.結果

同定結果を表4に示す。全12試料を通じて、被子植物4分類群 (落葉広葉樹のオニグルミ、アンズ、、ウメ、モモ)

12個が同定された。栽培種は、 040曲物内から、アンズの核が1個 (試料番号8)、ウメの核がl個 (試料番号7)、
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モモの核が5個(試料番号5，6， 9~ 1l ) の、計7個が確認された。 以下に、 確認された種実の形態的特徴等を記

す。

・オニグ、ルミ UugJans mandshuaca MaxIm. subsp. sIeboJdIana (Maxim.) Kitamura) クノレミ科クノレミ属

検出個体のうち、 020 (3層;試料番号2~4) 、 09 (井戸枠内，試料番号12)の4個は、主に頂部を欠損する破

片で、 09(井戸枠内;試料番号12)の表面は、頂部~側面が炭化し黒色を呈す。l本の明瞭な縦の縫合線があ

る広卵体で、頂部はやや尖る。破片の大きさは1cm以下。核は硬く撤密で断面は平滑。表面には縦方向に溝状

の浅い彫紋が走り、ご、つご、つしている。核内部には子葉が入る2つの大きな窪みと隔壁がある。

・モモ(丹unuspaJ・'sIcaBatsch) パラ科サクラ属

核(内果皮)の完形、破片が検出される。 一方の側面にのみ縫合線が顕著に見られる。縫合線に沿って半分

に割れている個体とそうでない個体がある。また、ネズミ類の食痕がある個体もある。内果皮は厚く硬く、外側表面

は縦に流れる不規則な線状のくぼみがあり、全体として粗いしわ状に見える。

-ウメ(丹unusmumθ(Sieb.) Sieb. et Zucc. ) パラ科サクラ属

核(内果皮)の完形が検出される。灰頂部はやや尖り、基部は切形で中央部に湾入した臓がある。l本の明瞭な

縦の縫合線が発達する。内果皮は厚く硬く、表面には円形の小凹点が分布する。

-アンズ (PrunusarmenIaca L. )パラ科サクラ属

核(内果皮)の完形が検出される。ネズミ類の食痕がある。内果皮は厚く硬く、表面は粗面で不規則なくぼみが

ある。スモモに似るが縫合線の両側面が稜のようになるため、 縦と横の比が小さく円形に近いことで区別される。

4. 考察

井戸祉から出土した種実は、オニグルミと、栽培種のアンズ、、ウメ、 モモの計4分類群が確認された。

020 (1区， 3層)や09(井戸枠内)から出土した種実はオニグルミの核に同定された。オニグルミは、)11沿い等

の湿潤な肥沃地に生育する落葉高木である。堅果類のオニグ、ルミは、子葉が生食可能で栄養価も高く、長期保存

可能で、収量も多い有用植物であることから、古くから利用され、遺跡出土例も多い。今回確認された出土核には打

撃頑と思われる痕跡も認められることから、周辺域の森林より遺跡内に持ち込まれ、利用された可能性も考えられる。

また、中世の井戸埋桶 (040曲物内)から出土した種実遺体には、栽培種のアンズ、ウメ、モモが確認された。

これらの栽培種の種実の出土から、これらの果樹の栽培や利用が推定される。なお、井戸埋楠内から出土してい

る状況から、遺構内への廃棄、または井戸祭杷等の行為も想定されるが、これらの行為の検討にあたっては、井

戸祉の埋積状況(過程)や種実遺体以外の遺物の出土状況の確認、さらに本地域における井戸祭杷に関わる民

俗事例からの検証が望まれる。
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図版l木材(1)

1.カラマツ (D63No.28; 99) 
2マツ属複維管東直属(D63No.26; 97) 
3.トウヒ属(D40No.4-3; 127) 
a:木口，b:柾目，C・板目

-圃・・・・・・ 100μm:a
100μm:b，c 
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図版2木材(2)

噛

E霊
4 ヒノキ(08No.2L46) 
5.サワラ (06No.2-2; 3) 

6.コナラ属コナラE属コナラ節(D8No.10;35) 
a木口，b柾目，C:板目

-・・ 100μm:6a
-・・・・・・・ 100μm・4-5a，6b，C 

100μm・4-5b，C 

-208 



図版3木材(3)

7.クリ (D9No.42; 68) 

8.ケヤキ(D63No.50-1; 117) 
9.カツラ(M55;133) 
a木口，b: tiE目， c:板目

-・・ 100μm.a・100μm:b，c
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図版4種実遺体(1)

2b 

-210 

lc 

2mm 5mm --(1，2) (3-7) 
1.アンズ 核(食痕)(D40曲物内;8)

2.ウメ 核 (D40曲物内;7)

3.モモ 核(食痕)(D40曲物内埋土;5) 

4モモ 核 (D40曲物内;6) 

5.モモ 核(食痕)(D40曲物内:9) 

6.モモ核(D40曲物内;10) 

7.モモ核(D40曲物内;11) 



8.オニグノレミ 核 (020I区;1) 9オニクソレミ核(0203層;2)

10オニグルミ核(ヒ部欠損)(020 3層;3) 11オニグルミ核(0203層;4)

12オニクeルミ核(表面炭化・頂部、側部欠損)(09井戸枠内;12) 

唱

Ei
'
E
A
 

円
，
白

5mm 
圃・・・・



表1.放射性炭素年代測定および暦年較正結果

測定年代
補正年代

i試料
{j 13C 

(暦年較正用) 暦年較正結果
(yrBP) (制

(yrBP) 

cal AO 27 - cal AD 41 cal BP 1，923 - 1，909 
U 

cal AD 48 - cal AD 81 cal BP 1，902 - 1，869 
試料番号l ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー， ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

048炭化材
1，910土20 25.04:+::0.19 1，941:+::22 cal AD 9 - cal AD 12 cal BP 1，941 - 1，938 

2σ cal AD 15 - cal AD 93 cal BP 1，935 - 1，857 

cal AD 97 - cal AD 124 cal BP 1，853 - 1，826 

σ cal BC 53 - cal AD 4 1 ca 1 BP 2， 002 - 1， 946 
試料番号2

2，030:+::20 -26.07:+::0.16 2，030:+::23 ーーーーーー ーーー・・ーーーーーーーーーーーー・ー邑ーーーーーーーーーーー'ーー・・ーーーーーー ーーーーーーーーーーー-ー曲ーーーーーーーーーーーーーー
D50炭化材

2σ 
cal BC 103 - cal AD 28 cal BP 2，052 - 1，922 

cal AD 10 - cal AD 48 cal BP 1，910 - 1，902 

表3.遺構別・器種別種類構成
古代(8世紀) 古代 中世(13世紀)
D20 F18 F20 D6 D8 

亙士吉霊 t1 ~互山物 ー盤一一一平一一 』止4且 板 杭
分類群 一 一 Jjf一 一帥つ ー 唱す ー 官官一 士一有ず寸罰、
針葉樹

カラマツ

マツ属複維管東亜属
トウヒJIji

ヒノキ

サワラ 8 1 7 4 
ヒノキ科 l 

広築樹

コナラ節 4 

クリ

ケヤキ
カツラ

白言干 11 4 

市在百訂正夜7 市干町

相対比
iJIII定機関
Codc¥。

0.233 

0.767 
ーーーーーーーー lAAA 
0.005 

131807 
0.874 

0.121 

1. 000 
IAM 

ーーーーーーーー
0.987 131808 

0.013 

i!it!!: 

分類群
針葉樹

D9 D63 

曲物 一基一 杭 主主 l1r!li.i: 一一...A._一一一一一一旦
ー布J---=-1室宗一ーでー 底 縦板 縦杭桟木

古語扇 萌 1面弱
1J1!1 

D40 M55 八 1

五弓EF亙耳 目
カラマツ

マツ属複維管東亜属
トウヒ属

ヒノキ 1 1 1 1 15 

サワラ 1 20 1 2 2 4 14 1 4 1 2 4 78 

ヒノキ科 2 1 2 1 1 1 18 
広葉樹

コナラ節 4 11 

クリ 1 1 2 

ケヤキ 1 2 
カツラ 1 1 

合計 1 22 1 6 2 4 白 17 4 5 3 1 2 1 1 4 1 134 

表4.種実同定結果
試料

泣構 出土位置 分類群 部{立 状態
数量 言!-iftlJf直・l

備考(特徴など)
番号 (個) 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm)

D20 l区 オーグノレミ 核 完形未満 20.6 + 20.0 + 19.6 表面激しく燈耗

2 D20 3層 オーグノレミ 核 破片 l 28.6 24.1 13.6 + わずかに欠損(4時，隔壁)

3 1)20 3層 オーーグノレミ 核 破片 20.1 + 26.9 12.2 + 欠損(8~2日寺，稲盛)

4 D20 3層 オーグノレミ 核 破片 31.2 27.9 14.1 + わずかに欠損(7時，隔壁)

5 D40 曲物内埋:1:: モモ 核 完形 l 19.7 15.5 + 13.1 背面ネズミ類食痕

日 D40 rJil物内 モモ 1安 半分 l 
22.7 + 18.1 8.8 頂部わずかに欠損

核内面の種子の窪みの大きさ16.7 11.2 5.2 

7 D40 Ilb物内 ウメ i安 完形 13.3 10.1 7.5 表面には円形の小凹点が分布
8 1)40 曲物内 アンズ 核 完形 15.8 14.3 9.6 表面は粗面，背面(下部)。ネスミ類食痕

9 D40 曲物内 モモ 核 完形 l 23.2 14.0 + 12.5 頂期i尖る，llii面ネスミ類食痕

10 1)40 Illl物内 モモ t主
完形未満

l 
20.8 15.6 7.5 + 縫合線に沿わず割れる，半分厚6.5mm

(ほぼ半分) 15.1 9.1 3.3 1亥内箇の種子の窪みの大きさ
11 D40 的物内 そ云そ云 車室 完形 l 21.1 17.0 14.3 頂部はやや尖り、丸みがある

12 D9 井戸枠内 オニグノレミ 核 破片 29.5 25.9 13.1 + 
表面 部炭化(頂部~側面)，
わずかに欠損(1 2時.6~8時)

* 1，計調11はデジタノレノギスを用いた。欠損部は残存値に I+Jで示す。
*2;オニグノレミ核の欠損部位は、 半在'Ii.luを12等分し、11寺計の短針に準ずる(卜部(頂部)が12時、下部(基部)が6時を示す)。
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表2-1 樹種掲載(1)
遺 j五量(an)

種 類・備考 出土地
遺 法量加古

種 類 出土~.
構 No. 器種

縦 骨量 厚み
木取り

(分類群) (名称)
構 No. 器種

縦 償
木取り

(分類群) (名称)
名 名 厚み

l 杭 37.3 5.2 3.5 分割材 ヒノキ thl 2 不明 31.7 5.3 0.7 トむ3

2 t!i 36.5 B 0.3 4正目 ヒノキ Nu2-1 3 部材 71. 5 5.2 2.7 N，，4 

3 板 34.5 6.3 0.3 本在日 サワフ 陥).2-2 4 抜 21 4 0.5 No.6 

4 板 37.5 12 0.5 布E目 サワフ No.3 5 板 26.5 3.6 0.3 陥).7

b 不明 37 15.5 3.2 本正目 サワラ No4 6 板 35.8 3.7 0.3 陥，8

6 桟木 93.5 6.3 3.8 柾目 ヒノ弐 ぬ5 7 板 22.2 4.8 0.7 No.9 

7 版 47.7 12 2 板目~柾目 サワフ Nα6 8 板 72 7.3 0.9 No.I0 

8 板 33 '1. 4 0.8 板目 ヒノキ 陥，7 9 板 40.3 6.3 0.3 No.11 

9 板 45 3.8 i 板目 ヒノキ No8 10 板 42 8.2 0.8 No.12 

10 板 46.5 9.5 1.2 tlE目 ザワフ No日 11 板 18.5 4.3 1.3 Nol3 

11 板 35.8 10.7 0.6 tiE目 サワフ No.IO 12 板 40 16.5 3.3 No.lo 

12 桟木。 73 i 4.2 分担l材 サワフ Noll 13 不明 23.2 5.5 0.5 陥ょ17

13 不明 20.5 18.2 2.3 板目 サワフ Nul2 14 不明 27.5 2.7 1.8 同.18

14 不明 24.7 13 3.2 妊目 サワフ No.I3 15 本t 64 5.2 2.1 トぬ21

15 不明 24 15.8 4 h下目 ヒノキ科 ぬ14-1 16 板 61. 5 9.8 1.8 柾目 サワフ No.22 

16 不明 2:1 11. 3 10.5 分割材 -tj-ワフ No.15 17 剖l材 59 10.5 主壬H サワフ No.23 

17 不明 30.8 13 2.5 板目 ザワフ NoJ6 18 主主 26 16.5 0.5 tlE目 サワフ No.24 
日6

tlE目 ザワフ18 不明 31. 5 15.2 3.7 地 17 19 板 57.8 17 1.5 板目 サワフ No.25 

19 板 34.5 17.8 3.5 主正目 サワフ NoJ8 20 板 65 10 2.3 板目 サワフ No.26 

20 板 26.4 12.6 3.5 tlE目 サワフ Nol9 21 板 53.6 10.5 1.5 中正目 サワラ No.27 

21 板 54 7.8 l 4正目 サワフ 一部炭化 N<>20 22 板 64 11 0.8 tlE目 サワラ No.28 

22 不明 26.5 1.6 0.8 一括l 23 板 87.5 15.5 l 柾目 ，)ワフ 崎、.29

23 間;料 29.5 '1. 8 2.5 一括2 24 杭 73.7 4.5 2.5 分割材 コナラ属コナラ直属コナフ節 No.30 

2'1 不明 16.1 13.2 2 一括3 25 主瓦 20.6 4.5 1.8 分割l材 クリ ぬ31

25 不明 30.8 11.:1 3.5 一括4 26 板 51. 5 9.2 0.5 llE目 サワラ i市>32-1

26 杭 24.8 10.6 9 一括5 27 板 43.5 7.5 0.5 ぬ32-2

27 不明 26.7 13.3 3 れlEEI サワフ 一括6 28 主主 29.6 6.5 0.5 陥ム32-3

28 杭 22 4.8 3 一括8 29 4長 43 11. 2 2.4 板目 一'tソフ No.33-1 

29 杭 19.7 10.3 8.4 一括12 30 不明 42 2.7 2 除、33-2

30 杭 18.3 8 1.5 M7 31 桜 37.7 10.6 1.2 4壬目 ヒノキ科 陥l.:H-l

31 不明 23 13.3 3 一括11 32 板 30.5 7 l No.34-2 

32 曲げ物底 22.5 10.2 0.8 I宜目 ヒノ当科柿渋痕?有 一括9 09 33 4宜 69.3 16.2 1.3 主正円 ヒノキ科 一部炭化 陥，35

33 不明 9.3 4 1.2 板目 ヒノキ手~. NO.14-2 34 部材 51. 8 12.9 0.8 本壬日 サワフ No..36-1 

34 不明 12.2 1.5 0.2 一括10 35 板 50.4 4.2 民λ36-2

1 縦板 51. 5 20.7 3 板目 ヒノキ科 一部に樹皮 No.l 36 板 37.5 6.5 0.8 Nu36-3 

2 縦板 51. 4 31. 1 3.8 毛皮 目 ヒノキ科 陥J.2 37 板 54.8 17.2 2.3 征目 サワフ ぬ37

3 板 52.5 12.5 2.5 桜田 ヒノキ No.3 38 主主 76 6.5 3.2 分割材 サワフ 出138

4 縦杭 44.8 7.8 7.4 分割|材 コナフ属コナフ亙属コナフ節 Nu.4 39 板 68.5 45.5 3.7 板目 サワフ ぬ.39

5 桟木 76 4.2 3.5 柾目 コナラ属コナラ亙属コナフ節 陥，.5 40 板 57.8 16.2 1.4 中HI サワフ Nn40 

6 縦板 52.3 29.5 2.8 板目 -l)トワフ No.6 41 杭 58.2 5 2.6 分割材 コサフ属コナフil"属コナラ節 No.'ll 

7 板 56.5 40 3.7 板目 サワフ No7 42 桟木ワ 54.5 5.2 3 分劃材 クリ No.42 

自 板 53.5 20.5 2.3 板目 ザワフ 品，.8 43 73.2 4.8 4.1 分割材 コ寸フ崩コナフ亜属コナフ節 No.43 

9 板 34 9.5 1.7 板目 ヒノキ科 No.9-1 44 板 49.7 32.2 3.6 板目 サワフ 陥ν14

10 板 41 8.8 1.7 板目 ヒノキ 陥.9-2 45 板 51. 6 4.8 0.6 主正目 サワラ N吋5-1

11 桟オて 78.5 5 3.5 分割材 コ十ラ属コナフ亜属コナフ節 陥'.10 46 板 43.5 5.1 0.6 才正目 サワフ No.45-2 

12 杭 44.6 4.3 1.5 板目 ヒノキ Noll 47 板 38.8 4.7 0.5 紅白 サワフ Fも45-3

13 縦板 53. 1 30.3 2.6 板目 サワフ No12 48 杭 74 5.2 2.6 分割材 コすフ属コナフ亜属コナラ節 No.46 

14 縦板 65.5 35.5 2.8 板目 ヒノキ科 Nol3 49 場 67.2 13.5 1 主正目 サワラ 見川7
[日

縦杭 分割材 コナラ属コ Fフ亜属コナラ節 板 本在日 サワフ15 44 8 6.8 陥.14 50 92.5 11 1.2 N，，48 

16 桟木 88.4 6.5 4.5 分割|材 コナフ属コトフ亜属コナラ飾 N臥15 51 板 33.4 5.6 0.3 柾目 サワフ 怜ν19

17 縦杭 73.3 8.3 7.5 分担沖オ コナフ属コナラ亙属コナフ節 No.16 52 板 36 8.7 0.5 tlE目 サワフ 陥).51

18 縦杭 56 8.8 7.4 分割材 コナフ属コナフ亜属コナフ節 陥.17 53 板 42.3 7.3 0.5 J，H層l
19 キ瓦 49.5 8.5 6.8 芯持材 マツ属i複維官'}巨亜属 N以18 54 杭 61. 7 5.5 2.5 五五下層2

20 縦絞 71. 5 27.7 2.2 板目 サワフ Nol9 55 板 47.5 5 0.7 最下層3

21 縦板 64.6 34 1.2 板目 ザリラ No.20 50 板 4'1. 8 8.2 lÞ:T"~{-i 

22 板 62.5 12.6 1.4 板目 ヒノキ No.21 57 板 32.7 5.5 1 最下層5

23 tn: 50.2 9 8.5 芯持角材 マツ属按維管束亜属 Ntl22 58 板 42.2 5 l i荘下焔6

24 不明 20 3.6 l 底1 59 板 38.6 4.5 0.7 最下層7

25 不明 9.6 2.2 1.8 底2 60 t置 49.4 8.8 0.7 I詮下層8

26 不明 6.5 1.7 0.4 底3 61 不明 53.6 2.9 0.7 最下脳9

27 不明 12.8 2.3 0.3 底4 62 中克 47 9.5 3.5 最下層10

28 箸り ¥9.5 0.5 0.3 一括 1 63 板 33 8. 1 0.6 最下層12

D9 I 1 不明 31. 2 8.5 1.8 日。2 64 部材 35 4.8 j佐下宿13
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表2-2 樹種掲載 (2)
遺 法軍(an)

種 類・備考 出土地
遭 法量(聞)

穏 類
構 No. 鵠橿

縦 償 厚み
木取り

(分類群) (名称)
構 No. 器種

縦 横 厚み
木取り

(分類群)
名 名

65 板 29 8 0.7 最下層14 40 杭 68 10.5 1.5 板目 サワフ 陥必7

66 板 25 8.5 0.8 最下層20 41 縦板 44 13.8 1.3 板目 サワフ No.38 

67 杭 19 6 0.3 l量下層24 42 縦板 111 35 3.8 板目 ヒノキ科 No.39 

68 曲げ物側 22.5 9 l 車主目 サワフ Nn50 43 板 106.2 35 3.8 板目~柾目 ザワフ No.40 

69 折敷ワ 18 5.3 0.5 最下層23 44 杭 59.6 5.4 0.8 No.41 

70 折敷ワ 17.3 2.9 0.5 最下層26 45 筏木 83.4 5 4.7 分割刺 サワフ No.42 

71 不明 10.7 6.1 0.3 Nnl 46 桟木 83.1 5.5 4.2 分審材 サワフ No.43 

72 板 14.3 5.7 0.5 Nn5 47 杭 83 5.5 3.8 分割材 ヒノキ1叫 No.44 

73 杭 17.7 3.3 2 No.l1 18 板 95.5 12.5 1.3 ト<0.45

74 板 11. 8 2.7 0.5 Nn16 49 杭 82.7 4.8 4.4 ト10.46

D9 75 板 8 2.6 0.2 最下層11 50 部材 33.9 2.3 0.7 中正目 ヒノキ No.47-2 

76 杭 14.5 9.2 2.2 最下層15 51 杭 58.3 14. 1 2 No.48 

77 板 11. 3 7 0.8 最下層16 52 板 95.6 12.9 1.2 尚.51

78 板 14 5.7 最下回17 53 板 74.7 13.2 1.2 板目 -lj'?フ No.52 

79 板 16.6 9.3 0.5 最下層18 54 板 74 8.6 0.5 板目 サワフ No.54 

80 部材 8.4 4.3 1.3 最F層19 55 板 41. 7 13.8 0.8 一指 l

81 部材 12 5 0.8 最下層21 56 板 :l2.2 5.2 0.5 一括 2

82 部材一 23 5.7 0.8 最下層22 57 不明 28 3.6 0.4 一活 4

83 部;本寸 12.2 2 0.5 最下層幻 58 木明 26.5 1.5 0.5 一括 5

84 板 13.6 6.7 0.5 木枠 59 不明 26.3 4.2 0.5 一指-6

85 主主 15日 2 0.5 最下層25 60 部材 31. 6 4.8 0.5 一括 8

l 桟木 76.5 4.3 4 分割材 サワフ Nn7 
063 

一括 961 不明 28.7 5.7 0.5 

2 九五 日l 4.1 3.5 No.8 62 折敷 33.9 11. 8 0.7 主主目 サワフ 陥，17-1

3 桟木 81 5.3 4.5 分審l材 サワフ No.I0 63 折敷 20.8 15.8 0.8 わモ目 ケヤキ No.50-1 

4 桟木 日2 4 2.5 分割材 ヒノキ科 Noll 64 折敷 33.7 24.4 0.8 tiE日 サワフ No.55 

5 不明 77 18.6 1.3 I正目 サワフ 見込13 65 折敷 32.5 14 0.7 主主目 ヒノキ 一括 3

6 版 62.3 17 1.6 主正目 -ljトワフ Nn15 66 板 7.3 2.8 0.8 崎両

7 縦板 81 18.2 1.5 木正目 サワフ Nn16 67 板 16.4 6.2 No.6 

8 板 96.8 33.2 3.9 主正目 サワフ ぬ17 68 杭 42.6 7.2 2 2 トも9

9 縦板 110.8 46.2 5.2 板目~柾目 サワフ No.18-1 69 不明 8 1.9 0.8 N.12-1 

10 板 60.3 16.5 l 柾目 サワフ No.18-2 70 不明 8.2 1.7 0.8 No.12-2 

11 不明 46.2 6.8 0.4 生正目 サワフ 恥.18-3 71 木片 3 1 0.2 ぬ14

12 板 80.5 10.5 2.4 板自 サワフ 地>19-1 72 不明 7.3 2.3 0.3 ぬ19-4

13 板 64.5 6.1 0.3 ト仏19-2 73 不明 14.7 1.5 0.8 持、24

14 板 57.1 5 0.3 No.19-3 74 不明 11. 5 2.3 0.6 ぬ32-2-3

15 板 97.3 18.2 2.4 4正目 ヒノキ科 N，，20 75 不明 6.8 6 0.5 No.50-2 

16 板 69.6 12.9 3.3 板目 -!jワフ N，，21 76 不明 7.5 7.3 1.2 ぬ50-3

17 板 73.8 12.1 0.5 板目 サワフ N札22-1 77 不明 3.2 8.1 0.9 No.50-4 

18 板 46.5 7.4 0.5 板目 サワフ No.22-2 78 不明 22.8 2.8 0.7 仙、53-1

19 不明 16.7 5 0.5 N.22-3 79 不明 6.7 4.7 No.53-2 

関320 縦杭 101.2 18.5 1.8 柾目 サワフ N.23 80 不明 15 3.5 3 一括ー7

21 縦杭 71. 3 10 8.8 芯持角材 7 ツ属複維管東亜属 N.25 日l 不明 20.4 3.3 0.4 一指 10

22 縦杭 70.7 12.1 9.8 芯持角材 7 ツ属複維管東亜属 No.26 椀。 9.2 5.1 0.2 破片 ヒノキ辛| No.卜l

23 縦杭 78.2 11. 5 10.7 芯持角材 マツ属複維管東亜属 N.27 じ2012 不明 6 3.5 0.3 品E目 ケヤキ No.I-2 

24 キ)t 119.2 12 10.3 芯持材 カフマツ ぬ28 3 木片 4.2 1.5 0.1 ぬ2

25 板 72.6 14 2.5 板目 ヒノキ科 Nn29 1 桟木 82.5 7.5 6.3 分割材 サワフ No.1 

26 板 68.2 7.8 1.2 柾目 サワフ N.30 2 桟木 86.7 6 5.3 分割材 サワフ Nふ2

27 板 44 12.2 1.5 柾目 サワフ No.31 3 桟木 83.8 8.5 4 分割材 サワフ ぬ3

28 板 74.5 37 3.3 板目 サワフ Nn32-1 4 桟木 86 6.2 5.3 分寄材 サワ 7 N町H

不明
D40 

29 35.5 4 0.8 陥，32-2-1 5 板 40.3 6.2 1.2 No.4-2 

30 不明 37.5 3.3 0.3 肱，32-2-2 6 板 38.3 5 0.9 品E目 トウヒ属 No.4-3.4 

31 不明 50.2 10.7 1.2 No.32-3-1 7 不明 70 6.3 5.3 一括 l

32 不明 45.2 6.7 1.3 No.32-3-2 B 曲げ物側 64.2 14 0.5 主宜目 ヒノキ科埋桶 No.5 

33 板 79.7 37.9 4.1 板目 ヒノキ N，，33 D 11 不明 37 4 3.3 木一1

34 縦板 75 16.2 2.6 板目 ヒノキ N.34 71 I 2 不明 27.7 4.3 4 木 2

35 縦板 79.7 34.2 3.2 板目 ザワフ 防.35 l 柱 16.2 10.3 4 分寄!材 ヒノキ P1ト10.1

36 板 77.3 29.7 3.5 板目 サワフ No.36-1 F181 2 本主 7 2.8 0.3 分割材 ヒノキ P21も3

37 不明 44.5 9.5 0.7 N，，36-2-1 3 柱 11. 5 9.6 4.5 破片 ヒノキ科 P4陥，2

38 不明 41. 1 4.7 0.5 尚.36-2-2F201 1 不明 6.1 3.2 0.7 破片 ヒノキ科 Pl 

39 不明 37.3 3.9 0.3 No.36-2-3 h巴5 i事椀 4 5.5 0.8 横木地板目 カツフ赤漆
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第2節大豆田遺跡N出土蓋型土器残存圧痕のレプリカ法調査

首都大学東京大学院 遠藤英子

土器圧痕にシリコン樹脂を充填してレプリカを採取し、それを走査型電子顕微鏡 (SEM)で観察するレプリカ法

は、圧痕を残した様々な原因物質の推定に有効な方法であるが(丑野 ・田)111991)、なかでも圧痕からそれを残

した植物種子を同定できる確実性の高い研究法として、 生業研究の分野で、近年急速に普及してきている。中部高

地では縄文晩期末から弥生時代前期にかけての資料の調査が数多く実施されており、 当該期この地方にアワ ・キ

ビの雑穀栽培が広く展開していたことが明らかとなった (中沢ほか2010、遠藤 ・高瀬2011、中山 ・佐野2012、遠

藤2012など)。今回、本報告書作成中に見いだされた、非常に多くの圧痕を残す蓋型土器について、 このレプリ

カ法調査を実施する機会を得たので、その結果をご報告したい。

この蓋型土器の詳細については本文 (N章5節)を参照いただきたいが、種子由来と推定される圧痕が土器内

面21点、外面29点、つまみ部分7点、断面11点の計68点観察された。 土器の遺存はおよそ全体の半分ぐらいであ

り、 また小さすぎ、て型取りが難しいと考え採取を見送った圧痕も多いため、本来はこの倍以上の圧痕が存在してい

た可能性が高い。圧痕は断面を含めた様々な部位に観察され、しカも全てが土器胎土をオーバーハングさせて内

部に潜り込んでいる圧痕形態で、あったため、おそらくは粘土の状態で種子が混入したものと推定される(遠藤

2014)。またこのような密度の高い圧痕の残存については、これまでの調査でも経験がない非常に稀な資料であり、

おそらくは土器製作者が意図的に圧痕を残したものと考える。

調査は、 まず肉眼および、10倍のルーべにより土器の内外面や断面を観察し、種子由来と推定される圧痕を検出

し、 圧痕内を柔らかいブ、タ毛歯ブ、ラ、ンなどで、クリーニングしたうえで、①離型剤 (アセトン+パラロイド"8-27)の塗布、

②シリコン樹脂(トクヤマデ、ンタル社製トクヤマフィットテスター)の充填、③レプリカの取り出し、④アセトンによる

離型剤の除去、 ⑤レプリカの走査型電子顕微鏡 (KEYENCEVE-8800)による観察、撮影、同定、記録品、う、

福岡市埋蔵文化財センター方式(比佐 ・片多2005)に基づく手順で実施した。

また種子の同定は、現生種子との形態的比較により行うが、主な栽培穀物の同定基準は以下の通りである。

①イネOryzasativa :玄米が内外頴に包まれた籾の状態で検出されることが多い。 籾の側面観は紡錘

形で，維管束が腹面，両側面，背面に各l本ずつ縦走することから、内外頴組織で凹凸のある表面

形態を呈している。 内外頴の表皮細胞には頼粒状突起 (直径約50μ)が観察される。

②アワSetariaitalica (L) P，8eauv. :内外頴の残存した有ふ果の状態で観察されることが多く、背腹面観は卵状

円形~楕円形で、先端は鈍頭であまり突出しない。側面観は、やや狭い卵状楕円形になり、背面 (外頴)側

が膨らみ、腹面 (内頴)側がやや平坦な個体が多いが、両方が膨らむ場合もある。 内外頴の表皮細胞にはエ

ノコログサ属特有の乳頭状突起が認められ、特に外頴の乳頭状突起の直径が15-20μmで、あることや、それぞれ

の突起が畝状に連なることなく独立している特徴は、アワの野生種エノコログサ (8-15μm)との区分の指標の

ーっとされる (Nasuet al 2007)。内外頴の境目には乳頭状突起のない滑らかな部位が三日月状に観察される。

内外頴の剥けた頴果の状態で観察されるレプリカ資料もわずかにみられるが、この場合は粒長の2/3ほどの長さ

でA字形をした匹がみられる。

③キピPanicummiliaceum L. アワと同じく有ふ果の状態で観察されることが多いが、アワと比べて大型で、背腹面

観は倒広卵形、側面観は内頴倶!Jと外頴側の両方が膨らむ個体が多い。内外頴の表皮は平滑で、アワのような

乳頭状突起はない。果皮がアワより厚いので、外頴が内頴を包み込む部分で明瞭な段差がつく。頴果の状態

で観察される資料もわずかにみられ背面の中央には粒長の112ほどの長さの匹がみられる。

68点のレプリカを採取し走査型電子顕微鏡で観察したところ、イネ籾3点、アワ有ふ果18点、頴果1点、キビ有ふ

果11点を同定した。

先行研究からは水田稲作の定着が遅れる中部高地においても中期後半の栗林式期には本格的な水田稲作が開

始され、 それ以降確実に水田稲作が拡大していくと理解されていると思われるが (中山2010、小山2014など)、 今

回の調査ではイネ3点に対してアワ ・キビが30点と、栽培穀物のパッケージは雑穀がおおきく上回る結果となった。

とはいえ今回はたった1点の出土資料を対象としたデータで、あり、この結果から遺跡全体の栽培穀物を推定すること

に
d
'
E
i
 

q
/
“
 



は早計であろう。土器圧痕は非常に限られたチャンスで、形成されると予測されるため本来は出土資料全体を対象と

した悉皆調査が望ましい。従って分析は今後の調査に委ねたいが、実は中部高地や関東地方のレプリカ法調査で

は同様の結果が得られており、たとえば水田や水利施設が検出され埼玉県下における本格的な水田稲作社会の

到来と考えられてきた熊谷市北島遺跡や隣接する前中西遺跡、また中期から後期の時間l幅を持つ和光市午王山

遺跡でもイネと雑穀が相半ばする結果を得ている。一方フローテーションによる炭化種子データで、も志木市田子山

遺跡の弥生時代後期住居l軒からはイネ81，481点にたいしてアワ194，993点が同定されている(高瀬 ・遠藤2010)。

今回の箱清水期の蓋は、本格的な農耕社会成立後は次第に稲作に特化してしてと考えられてきた予測とはやや様

相の異なる、多様な弥生農耕の展開を想定させる資料となるカもしれない。もちろん佐久地域内においても遺跡立

地による栽培形態の差異も予測される。今後のデータの蓄積が望まれる。

引用文献

丑野毅 ・田川裕美19911レプリカ法による土器圧痕の観察J~考古学と自然科学j]24 日本文化財科学学会 1 3-36

頁

遠藤英子20121縄文晩期末の土器棺に残された雑穀J~長野県考古学会誌j] 140長野県考古学会43-59頁

遠藤英子20141種実由来土器圧痕の解釈についてJ~考古学研究j] 60-4考古学研究会62-72頁

遠藤英子 ・高瀬克範20111伊那盆地における縄文時代晩期の雑穀J~考古学研究j] 58-2考古学研究会 74-85

頁

小山岳夫20141佐久地方北部の弥生集落の変遷一主として栗林期~箱清水期ーJ~熊谷市前中西遺跡を語る』

関東弥生文化研究会/埼玉弥生土器観会263-278頁

高瀬克範 ・遠藤英子 20101埼玉県志木市因子山遺跡第31地点弥生時代21号住居跡出土炭化種子の分析J~古

代学研究所紀要j]12明治大学3-13頁

中沢道彦 ・佐々木由香 ・那須浩郎 ・米田恭子・竹原学 2010 1長野県松本市石行遺跡出土縄文時代晩期末

氷 I式土器のアワ圧痕とその評価に向けてJ~ 日本考古学協会第76回総会研究発表要旨集j] 46-47頁

中山誠二2010~植物考古学と日本の農耕の起源』同成杜

中山誠二 ・佐野隆20121縄文時代終末期のアワ ・キビ圧痕一山梨県屋敷平遺跡の事例J~山梨県考古学協会

誌j]21 85-97頁

比佐陽一郎 ・片多雅樹2005~土器圧痕レプリカ法による転写作業の手引き』福岡市埋蔵文化財センター

Nasu，H. Momohara，A.Yasuda，Y.He，].2007 The occurrence and identification of Setaria italica(L.) P， Beauv. (foxtail 

millet) grains仕omthe Chengtoushan site (ca.5800cal B.P.) in central China， with reterence to the domestication 

centre in Asia Vegetation history and archaeobotany 16:481-494 

第l表種子同定一覧
番号 百日位 倹出面 同定 種子の形態 図版番号 番号 百日位 様出面 固定 種子の形態 図版醤号 番号 部位 積出面 同定 種子の形慰 図版番号

0001 つまみ 外面 アワワ 有ふ果 0026 胴部 外面 アワ 有ふ果 0047 胴剖1 内面 キビワ 頴果

0005 つまみ 外面 アワ 有ふ果 図1-3 0027 胴郁 外商 キヒ 有ふ果 図2-2 0048 胴部 内面 キビ 有ふ果 図2-5

0007 つまみ 外面 キピ 有ふ巣 図1-4 0028 月阿部 外面 アワ 有ふ果 0049 !阿部 内面 キビ 千)ふ果

0008 胴部 外面 イネ 籾 図1-5 0029 )洞部 外面 キビワ 不明 0051 月同部 内面 アワ 有ふ果

0010 月同部 外面 アワ 有ふ呆 0030 胴部 外国 アワ 頴果 IjgJ2-3 0052 I1阿部日 内面 イネ 籾 図2-6

0011 月間部 外面 アワ 有ふ果 0031 )洞部 外面 キビ 有ふ果 図2-4 0053 H阿部 内面 アワ 有ふ果

0013 !阿部 外面 アワ 有ふ果 図1-6 0033 月同官官 外面 アワ 有ふ果 0054 胴部 内面 アワ ワ 有ふ果

0015 I1阿部 外面 キビ 有ふ果 図1-7 0034 )阿部 外面 アワ 有ふ果 0056 』同部 内面 キビ 有ふ果

0016 月阿部 外国 キヒ 有ふ果 0036 H岡部 外面 アワ 有ふ果 0058 日岡部 |折面 キピ 有ふ果

0018 胴音I1 外面 アワ 有ふ果 図1-8 0039 胴部 内面 アワ 有ふ果 0059 胴部 断面 キビり 不明

0020 胴部 外面 アワ 有ふ果 0040 A同部 内面 キピワ 不明 0063 月同官官 断面 アワ 有ふ果

0021 胴部 外面 イネ 1壬手L 0043 胴部 内面 キビ 有ふ果 0065 !阿部 断面 アワ 有ふ果 図2-7

0022 !阿部 外市 アワ 有ふ巣 図2-1 0045 目阿部 内面 アワ? 有ふ果 0067 月同部 断面 アワ 有ふ果 図2-8 I 
0025 胴部 外面 キビ 有ふ果
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図1-5紡錘形で、維管束による凹凸、表面に穎粒状突起のあるイネ籾

図 1-4表面が平滑で内外頴の境目に段差があるキビ有ふ果

図 1-6内外頴境目に平滑な三日月状部位が観察されるアワ有ふ果

図1-8内頴側の乳頭状突起と平滑な三日月状部位が見えるアワ有ふ果
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図2-4内外頴の段差と平滑な表面状態が観察されるキビ有ふ果

図2-5キビ有ふ果が2点重なりあって観察された 図2-6基部に小穂軸が観察されるイネ籾

図 2-8やや平坦な肉頴側に乳頭状突起が観察されるアワ有ふ果
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第3節大豆田遺跡から出土した動物遺体

植月 学

はじめに

木稿では佐久市大豆田遺跡IVから出土した動物遺体について報告する。遺構の年代は弥生時代、古代、 中世、

近世に分かれるが、資料の大部分は中世に属する。

1.方法

同定は現生標本との比較によった。部位や種の同定に至らなかった標本についても記録し、一覧に記載した。

計測はDreisch(1976)の方法を基本としたO ウマ臼歯の歯冠高については植月 (2011)に示した方法により、上

顎歯については中心と頬側で、下顎歯についてはこれに舌側も加えて計測した。

年齢推定は西中川・ 松元 (1991)の方法によりおこなったが、歯根中心が破損している場合には舌側や頬側

(両方の場合は平均)の計測値を用いた。 この場合には中心での計測値と比較して若干の誤差が生じる可能性が

ある。

年齢推定は臼歯L点ごとの推定を集計した結果と、同一個体と思われる標本の推定値を平均した個体ご、との結果

の2通りで示した。後者の方が集団の年齢構成を示すにはより正確だが、同一個体が離れて出土した場合には認

識できず、重複してカウントしてしまうとしづ問題点がある。前者は残りの良い個体の値が強く反映されることになる

が、この条件はどの遺跡でも同じなので、年齢構成を相対的に比較する上ではより公平だと考えられる。なお、同

一個体の左右臼歯列が存在し、計測を省略した場合にも年齢推定値は左右両側で集計している。

2.結果

(1)組成

約123点の標本が含まれていた (細かく破砕された破片の数はいちいち数えていなし、)。このうち種の同定に至っ

た標本は96点だ、った。 内訳はウマが93点、ウシが2点、ヒトがL京で、あった。同定されたのは臼歯の標本が主体で

ある。獣骨も出土しているが、遺存状態が悪く、部位の同定にも至らない標本がほとんど、で、あった。大形の標本が

多く、歯の同定結果からウマの骨が主体となる可能性が高い。

時期別にみても、この傾向は変わらない。内訳は下記のとおりである。

古代 :ウマ3、中世:ウシ2、ウマ80、近世 :ウマ5。なお、弥生時代の遺構からウマ3点、ヒト1点が出土してい

るが、ウマは混入と考えられている。

(2)年齢構成(図1)

古代、近世は傾向を論じるには標木が少ない。中世は全標木でみると4歳前後の若い個体が多く、9歳、12歳前

後がこれに次ぐ。 13歳以上は少ない。 個体別でみると9~ 1 2歳の割合が増える。

(3)大きさ

馬歯は加齢による摩耗と共に歯冠長を減じてしてので、他の標本との比較の際には歯冠高も考慮する必要がある。

そこで、歯冠高が判明した標本について、植月 (2011)において集成した東日木の古墳時代~中世遺跡出土馬

歯の言十測値の散布図へフ。ロットした (図2)。高さと長さの両方を計測できた標本は多くない。最大となる3個体分

が計測できた下顎P3、ivl1、ivl2で見ると、平均よりも大形の個体2点、平均的な個体がL点みられた (歯種によって

異なるが、おおむね三ヶ所遺跡標本を大、塩部遺跡標本を平均、大師東丹保遺跡標本を小とした場合)。

高さ/長さが計測可能で、あった15点について、中世遺跡の基準3標本の平均的な変化曲線との偏差により求めた

LSl (Log Size Index)の平均値は0.0225で、あった。この値はこれまでに筆者が調査した古墳時代~中世の東日本

の馬歯としては最大級の値である。3他l体程度の平均なので、この値が遺跡全体を代表しているとは断定できない

が、かなり大形の個体が飼育されていたことは間違いない。

3. まとめ

本遺跡で出土した動物遺体は遺存状況が不良で、骨の多くは同定が岡難で、あった。 同定可能だ、ったのは主に臼
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歯であり、得られる情報は限られるが、以下のような特徴が指摘できる。

(1)晴乳類(少なくとも大型獣)の中で、はウマが主体となる。 この傾向は古代から近世まで一貫しているが、中

世以外は標本数が少なく、詳細は不明である。

(2) ウマの年齢は5歳前後を主体とし、半数程度が8歳までに死亡している。類似の傾向は他の古代~中世遺

跡でも見られ、近世になるとより高齢の個体に偏るようである。その背景について、今後遺跡の性格を含め

て検討していく必要がある。

(3) 東日本遺跡出土馬の中で、も大形の臼歯を持つ個体が存在した。

末筆ながら貴重な資料を分析する機会を与えていただいた佐久市教育委員会および富沢一明氏に深く感謝申し上

げる。
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表1 出土動物遺体一覧
整浬
遭科署 グリッド 区・睡 No 時期 種 吉町立 位置 ~右 苦且

通し番号
備考 年齢 殴耗 殴痕 燐け

番号 (樋月〕

i m ][豆 骨 中世 哨乳類 不可 299 

1 ¥11 ][豆 骨 中IU ウマ 下顎歯 ¥11 左 l 306-1 306-2と同一個体か

2 ¥11 I区 'Iof' 中世 ウ7 下暫ljN ¥12 左 1 306-2 306-1とliil一個体か

3 Ml I区 骨 '1'~ 1 ウマ 上顎歯 ¥11/2 右 302 

4 ¥113 I区 近 111 ウ7 切歯 破片 。 309 

υ F ¥11 E区 中世 ヴシ/ウ7 山!技骨 300 

6 ¥11 1!R q-'世 ウマ 下顎歯 1'2 左 303-3 

6 ¥11 H区 中I!!: ウマ 下顎歯 P2 右 303-4 

6 ¥11 E区 中世 ウマ 下顎1'lf 1'3/4 右 303-5 

6 Ml 日区 中世 ウ7 上顎歯 1'2 右 303-1 

6 ¥11 E区 中世 ウマ 団員歯 1':3/4 右 303-2 

6 ¥ll 日区 '1'世 ウマ 切歯 ‘〉 11 303-6 

i ¥11 IlPZ 骨 中世 ウマ 下顎ai ¥13 左 304-2 304-3と同一個体

i Ml H区 骨 中世 ウマ 下顎歯 ¥13 右 304-3 304-2と同 ー個体

t ¥11 E区 中世 ウマ 上顎歯 ¥11/2 左 304-1 

円

Ml E区 '~ 中世 ウ7 切前 .-， 3 304-4 

8 Ml E区 '1'世 時i乳類 四!技官 297 

9 m E区 i手 中世 勺マ F";:血世T 1'2 左 305-1 305寸ベて同一個体Jト

9 ¥11 日区 中世 ウ7 下顎由I 1'4ワ 土王 305-2 305すべて同一個体か

9 Ml IlIR 中世 ウマ 下顎歯 ¥11 左 305-3 305すべて同一個体か

9 ¥11 III互 肖 中世 ウマ 下顎歯 ¥12 ll!.. 305-4 305すべて同個体か

10 ¥11 日区 '骨 中III ウ7 切前 ワ 2 307 

11 ¥11 H区 中世 ウγ 下顎附 P/¥I 政片 左 308 近心

12 ¥11 E区 4 中1!!: 町有乳類 不可 301 

13 ¥11 。戸 中世 ウマ 様月 骨幹 左 375 

14 Ml E区 i'i'6 中世 H甫乳類 同月支骨 298 

15 Ml 日I烹 7 中11上 町有乳類 不可 296 

16 ¥11 日区 Jト:fS '1'世 1)"7 上腕骨 述佼端 右 332 

17 Ml 9 中世 ウ7 航自'目 骨幹 左 377 

18 Ml H区 骨10 中世 ウマつ 中手骨? 近位端。 左 329 

19 Ml E区 骨 11 中世 ウマ 上顎歯 1'2-¥13，切歯X2 左+右 294 原位置。骨質部消失

20 ¥11 田区 円12 中世 ウマ 石官 左右 l 333 

21 ，¥11 日区 骨 13 中世 ウマ 下顎胃 [P234MI23] 左+右 l 293 骨質部ほぽ消失 SJ~ 

22 Ml 日区 14 中l止 ウ7 切歯 .-， 6 326 ~i ~戸J 

23 ¥11 日区 15 中世 崎乳類 つ 破片 つ 33'1 

24 Ml 日区 骨16 中世 日甫乳類 ワ 破片 ‘矛 331 

25 ¥11 日l正 17 中tlt 日市乳類 つ 破片 ワ 335 

26 Ml 日区 18 中世 勺マ F顎jft ¥13 右 313 他に骨片あり

27 ¥11 日区 19 rjJ世 ウγ ド顎世f 1'3/4 左 328 

28 m 田区 骨NO.l 中世 ウシ/ウマ 四肢骨 破片 り 3:30 

29 111 骨No.2 中!日 ウシ/ウマ 四!技甘 破片 .-， 1 325 

30 ¥11 3 中世 ウシ/ウマ 四肢'H 面白片 .-， l 324 

31 ¥19 E区 古代 町Ii乳類 ? 破片 つ 316 + 

32 M9 I区 合代 円rti乳類 ? 破片 ワ 2 315 + 

33 MlO H区 古代 ウγ 切t誼 。 1 319 

35 ¥114 近世 ワマ 下型iijir ¥11/2 右 312 

36 ¥114 2 近世 ウマ F顎歯 1'/¥1破片 つ 318 

37 M14 1 近世 つ つ Mi!， つ 3 317 

38 ¥114 4 近I!l: ウマ 上顎at ¥13 右 320 

39 ¥114 5骨 近世 りマ 上顎歯 1'3/4 左 323 

40 ¥117 中世 ウン/ウマ 四!伎骨 破片 。 378 

41 Ml8 中世 ウシ/ウマ 四肢骨 破片 。 311 

42 ¥118 3 中世 ウシワ 距肯ワ 勺 l 321 

43 Ml8 4 中世 ウマ 下顎歯 P/¥I破片 つ l 311 

44 ，¥118 5('自) 1.!.1世 ウマ 下顎歯 1'2-¥13 右 I 310 若

45 ¥118 中世 :ヲ子 上顎幽 1'/11 破片 ? 1 322 

46 ¥118 '骨 中世 ウマ 上顎歯 ¥11/2 左 l 313 

47 ¥127 中111 昨Il乳類 つ 破片 つ 1 336 

48 ¥127 XV Il-l '骨 中世 ウシ 下顎官 [¥123] ?王 l 283 宵消失進む

49 ¥127 XV Il-5 中l止 日甫乳類 不可 {政片 278 

50 ¥127 XV 1-5 中世 ウマ 上容i歯 ¥1112 右 I 284-1 若

50 ¥127 XV 1-5 中世 ウマ 上顎歯 1'2 左 l 284-2 

50 ¥127 XV 1-5 中世 ウマ 上顎歯 ¥11/2 左 284-3 

51 M27 XV 1-5 中世 ウマ 上顎歯「 ¥13 左 l 282-1 282内に複数個体分

51 M27 XV 1-5 中世 ヴマ 上顎歯 1'3/4 左 i 282-2 

51 ¥127 XV 1-5 中世 ウマ 上顎歯 P3/4 左 282-3 
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51 1127 :¥V 1 ~5 q:r世 ウマ k顎前 )13 右 282~4 歯根部肥大

51 ¥12i XV 1 ~5 中jjt ウマ 上顎前 .¥11/2 左 282~5 

51 ¥127 XV 1 ~5 中Ilf ウマ 上顎歯 1'3/4 左 282~6 老 ~gt 

52 ¥127 X~2 1 中世 ヴマ 上初歯 )11/2 右 28" 

53 ¥127 :¥V 1 ~5 中世 ウマ 下型ilk P3/4 左 287 

64 1127 XV日 5 Il'世 ウマ 上顎歯 M3つ 右 290 近心

ο5 ¥127 XV II←2 中世 ウマ 上顎歯 似片 ワ l 291 

56 M27 1 :\~25 'fj '1'出 ウマ 下顎歯 Ml/2 右 28 1~ 1 

56 M27 1 X~25 円 中w ウ7 下顎歯 Ml/2 左 281~2 

01 1127 :\~22 中世卜 ウマ F顎歯 P3/'1 左 I 289 

58 1127 XV Il ~4 中w ウマ 下顎歯 Ml/2 京 280 

59 M27 XV日 l 中W ウ7 調 破片 292 ?盟理番骨、種名確認(抜けていた)

60 M27 :¥V j]-'I 骨 中w ウマ 下顎Ni 111/2 左 285 

61 ¥127 :¥V 1-5 '間 中刊 ウγ 歯 mJ/2/3 右'_1:: 286 2宣理信号確認(抜けていた)
62 ¥127 XV 1-5 中世 ウマ 上顎!11 111/2 右 279~ 1 

62 ¥127 XV 1-5 中 I~ ワ7 切歯 ‘〉 2 279-2 

63 ¥129 巾世十 ワ7 下暫ittJ 日1/2 左 372 

64 ¥133 2 巾世 ワマ 大腿'H 遠位部 右 :179 

65 ¥133 'I"W ウシ/ウマ 四肢7i 破片 。 376 

66 ¥133 1"11世 11市乳類 ワ 破片 369 

67 ¥133 q'j止 ウマ 下顎歯 1'2，3 ti 370 

68 ¥133 中jM ウマ 切Ilr 。 371 

69 ¥135 古代 "ill乳類 ワ lVUJi ? l 374 

70 ¥162 近世 ロ市乳類 ? 破片 ? 373 + 

71 日64 2 中世 口市乳類 ? 1直片 ? 342 

i2 M67 l 中世l 11市乳煩 つ 破片 つ 340 

7:1 M67 2 中1li ウシ 中足骨 j~'車車 ‘〉 339 

74 M67 3 中世 ウγ/ウマ 四肢刊 硲L片 " :338 

10 M67 4 "i"W ウ7 上顎lii 1'3/4 右 341 

76 M67 
" 中世 ウマ 大腿1'1 近位部~述位都 左 368 

11 ¥167 6 中世 日市乳類 つ {政片 ワ 337 

80 検出 X Il~ 1 ウ7 下顎歯 ¥11/2， ¥13 左 365 

80 検出 XIl-l ウマ 上顎歯 P/M 破片 右 1 l66 

81 じ11 2971 弥生 口市乳類 つ 破片 ワ 363 + 

82 じ11 68 'i!"生 ウ7 P/11 破片 ? 3.17 混入の可能側

83 じ11 712 弥生 ウ7 1'/¥1 破片 ? 3.16 混入の ι可能組

84 III 4338 弥生 11;11乳類 つ 破片 ワ 356 

85 03 弥生 ヒト 歯 361 

86 D3 弥生 土器片 362 

87 D9 中世 ウマ 上顎耐 ¥1112 生壬 364 

88 020 古代 ウマ 下型血Itt P2~\13、切ilix6 左右 lHO 

89 1)'18 弥生 口市乳類 9 破片 ワ 355 

90 1>48 功、必E "ill乳類 つ E庄片 つ 359 寸r

91 048 初、ノ1: lI;jj乳類 ワ 破片 つ 360 ト

92 048 4 弥生 日出乳類 ? 破片 348 

93 048 t 抗生 H市乳類 ? 破片 ? 357 ふ

9'1 048 14 弥生 日市乳類 つ 破片
。

338 + 

95 。.18 72 弥生 日前乳類 ? 破片 ? 350 + 

96 048 85 弥生 哨手L煩 勺 破片 ワ 351 + 

97 048 107 弥生 円1I乳類 ワ 破片 ? 352 + 

98 048 119 弥生 日I~ì乳類 つ 破片 ワ 353 + 

99 050 弥生 内1I乳類 つ 破片 つ 354 + 

100 日50 弥生 附1乳類 つ 椴片 349 + 

101 D99 弥生 ウマ 下顎歯 P/M (，位片 ワ 367 nliJ明不雌実
つ MI 日区 8 中世 町Ii乳類 ? 破片 つ 327 

Tal 田区 古代 ウマ P/M 破片 つ 345 

Tal I区 古代 ワマワ P/¥I 破片 り 344 
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表2 ウマ歯計測 ・年齢推定結果
権定年齢

整理 通し
上下 左右 歯種 備考 し岐合面 + 殴耗/萌出 HL + HC + HB + 個体平 + 

番号 番号 1 2 平均
均 未満

2 306-1 左 Ml 23.5 2'1 27 25 14.5 1.1.6 1-1.3 
2 306-2 下 左 M2 24.5 29 30 30 141 14.1 

3 302 右 M1I2 24.1 X 43 7.8 9.0 8.-1 8.4 
6 303-1 よ 右 P2 32.5 X 30 9R 日目 11.0 
6 303-2 上 ~:， P3/4 27 34 :35 11.2 12.0 11.6 
6 303-3 下 左 P2 29.6 23 25 25 11.1 11.1 
6 303-4 一て 右 1'2 29.4 20 23 23 11.9 11.9 

6 303-5 下 右 P3/4 265 33 35 36 10.2 10.8 105 

7 304-1 上 左 )11/2 25.6 X 64 3.6 4.9 4.3 4.3 
i :l04-2 下 左 M3 X X X X 

7 304-3 下 右 M:l X 64 X X 5.2 52 5.2 
日 305-1 下 左 P2 34.1 23 24 24 11.5 11.5 10.4 
9 305-2 下 左 P'Iワ 28.9 '11 41 40 9.0 90 

9 305-3 下 戸主 )11 26.1 38 39 38 10.3 10.3 

9 305-4 下 左 M2 27.1 40 40 42 10.8 10.8 

19 294 上 1五 P2 右側lあり。省略 4.0 1.0 4.3 
19 294 1壬 P3 右{WIあり。省略 4.4 1.-1 
19 294 上 f正 P4 右側lありι2 省略 4.0 1.0 
19 29'1 上 li. M1 右側あり。省略 5.2 5.2 
19 294 上 !:i. M2 右側lあり。 省時 'Ll 4.1 

19 294 上 左 )13 右側ありn 省略 'i.3 4.3 

19 294 上 右 P2 
P2-P4 : 97.1、MH口 74.8

37.6 X 50 1.0 4.0 
PHI3: 169.5 

19 294 上 右 P3 30.3 X 62 '1<1 4.4 

19 294 上 右 P4 29.5 X 70 4.0 1.0 
19 29'1 上 右 M1 25.3 54 (10 59 5.2 

19 294 上 右 M2 26.1 X 70 'Ll -Ll 
19 ~94 右 M:l 22.5 未完 X 63 + 4.3 1.3 未満

21 293 下 左 P2 ハミ痕(セメン ト消失) 33.2 45 4.8 4.8 4.8 

21 293 下 左 P3 29.5 57 5.1 5.1 

21 293 下 左 P1 296 69 4.4 -14 

21 293 T 左 Ml 26.5 植立

21 293 下 Li M2 27.3 植ずF

21 293 T j_i_. M3 26.3 植立

21 293 T 右 P2 tr.側あり。省略 .1.8 4.8 

21 293 下 右 P3 左側ありa 省略 5.1 5.1 

21 293 下 右 P4 左側ありの省略 1.4 '1.-1 
21 293 下 右 M1 左側あり。省略

21 293 右 M2 左側あり。省略

21 293 下 右 M3 左{II!Iあり自省時

26 343 下 右 M3 30.4 X X 51 7.9 I.9 I_9 

27 328 下 1主 P3/4 29.9 34 33 32 108 11.4 11.1 111 

35 312 下 右 M1/2 24.7 37 X 41 10.3 111 10.7 10.7 

38 320 上 右 M3 前恨未形成 24.6 60 '1.8 4.8 '1.8 
39 323 上 左 1'3/4 :103 X 。F 円i 53 ~ . ， 0.0 5.5 

44 310 右 1'2 33.8 43 15 44 48 1.8 4.4 

44 310 下 右 1'3 30 64 66 65 3.8 38 

1<1 310 下 右 1'4 1釘恨未形成 28.4 

44 310 下 右 Ml 27.3 61 63 62 '1.6 1.6 

44 310 下 右 M2 歯恨未形成 277 68 69 4.1 4.1 

'1-1 310 下 右 M3 fft根未形成 28.5 来完

'16 313 上 左 M1/2 23.4 32 35 11.1 12.1 11.6 11.6 

50 284-1 上 1， )11/2 X X 日l 4.0 ;).3 4.7 l.i 
50 284-2 上 左 P2 X 41 40 6.1 6.1 6.1 
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51 282-5 上 左 Ml/2 24.5 48 51 6.5 7.13 7.2 7.2 
51 282-6 _I: 左 1'3/4 25 25 22 a2 15.6 1-1.9 11.9 

53 287 下 左 1'3/4 28 52 55 S2 5.4 60 。i 5.7 

56 28H 右 M1/2 25.6 66 X 65 4.2 4.9 46 4.8 

56 281-2 下 左 M1/2 25.8 63 X 61 4.7 5.5 5.1 

57 289 下 左 1'3/4 313 68 X 67 ¥7 4.5 11 l.l 
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75 3'11 上 ，('1 P3/4 25.6 38 38 9.9 10.6 10.:3 [0.3 

80 365 T 左 m/2 253 38 38 40 10.6 11.4 11.0 11.0 

80 365 下 左 )13 30.6 46 48 48 8.6 86 8.6 

87 364 r. 安ー 日1/2 24.5 59 X 4.'1 5.7 5.1 5.1 

88 380 下 左 P2 321 29 32 32 86 8.6 8.6 

88 380 F 左 P3 27.9 '16 45 48 7.5 (_;) 1.';) 

88 380 下 左 P4 27.6 植立 65 4.7 47 

88 )80 下 宇E )11 23.8 植立 日l

88 380 下 左 112 24.2 植立 62 5.6 5.5 5.5 

88 380 下 左 It:l :l9_2 fi6 植立 66 '1.8 4.8 4.8 

88 380 ト 右 1'2 左側|あり。省略 8.6 8.6 

88 380 下 右 P3 左側あり。省略 7.5 7.5 

88 380 下 右 1'，[ 左側あり。省略 4.7 4.7 

88 380 下 右 m 左側あり e 省略

88 380 下 右 ¥12 左側あり。省略 C戸1.5 5.5 

88 380 下 右 ~1:3 左側あり【!省時 4.8 4.8 
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第VI章調査の総括

本遺跡の調査では、第N章調査の成果で述べたとおり、縄文から近世・近代に至る長い時間幅の遺構・遺物が検

出された。本章で、はこれら今回の発掘調査により明らかとなった成果をまとめ総括としたい。内容はまずL黒目として、

遺跡の時代別利用状況を縄文、 弥生、古代、 中世についてまとめてみたい。なお、まとめにあたっては、近年調査報

告された周辺遺跡の成果もふまえつつ概観したい。もう一点は、本文中でも触れたが弥生後期の所産と考えられる、

縄文施文の土器についてである。外来からの影響と考えられるこのような土器がまとまって出土したのは本遺跡が佐

久地域では初めてとなろう。その発見意義等に触れてみたい。

第1節大亘田遺跡Nとその周辺地域の時代的概観
(1 )縄文時代

今回の調査では縄文時代の遺構として落とし穴と考えられる土坑2基と杭列遺構が検出された。調査商積から考

えると非常に閑散とした風景であるが、近接する中部横断道分の周防畑遺跡群でも落とし穴が1基、北側に隣接する

宮の前遺跡でも集落は発見されず、落とし穴が調査されている。近接する縄文集落は田切を隔てた北西側台地の近

津遺跡群に立地すると考えられる。西近津遺跡咽からは縄文後期の士坑群が検出され、石棒や士偶等が出土して

いる。このように、縄文時代の本遺跡周辺は狩猟場として利用されていたと考えられる。

(2)弥生時代

弥生時代になると中期後半の集落が形成されるが、場所は中部横断道側の調査地点で、尚且つ南側に広がる低

地を超えた微高地上である。よって大豆田遺跡や宮の前遺跡、が立地する台地上では中期後半の栗林期の集落は発

見されていない。台地全体に生活の場が広がるのは弥生時代後期の箱清水期で、あるO 後期になると住居や周溝墓

が台地上で検出されている。今回の大豆田遺跡Nの調査範囲では住居士止と土坑、掘立柱建物土l上が検出されたが、
調査区を接する周防畑B遺跡、のA地区とB地区、北に接する宮の前遺跡では、円形周溝墓や方形周溝慕が検出され

ている。これら集落と墓域はある程度の距離を持ち混在しないようであるが、先に述べた中期後半の集落が調査され

た中部横断道調査範囲の5区については周溝墓と住居祉が近接し、一部重複関係にある。これは低地内の限られた

範囲の微高地上に遺跡が立地する為と考えられる。

周辺部で検出されている後期の集落は、田切や低地、或いは墓域に区切られて、各々一つの村落的な立地を示

している(第l図参照)。今回の調査範囲である大豆田遺跡Wも微視的にはU7.9.11遺物集中区の範囲は黒色土が堆

積し、 地形的にはやや低くなる。よって周防畑B遺跡の集落も含め、 遺跡内で西側の集落エリアと東側の集落に分か

れると考えられる。このように見てしてと、周辺で、発見された集落グループは中部横断道2.3区ーで、30軒以上、宮の前遺

跡40軒以上、 大豆田遺跡西側J24軒、大豆田遺跡東側10軒以上となる。 各グ、ルーフ。はいずれも重複関係があり、一

時期の集落数の把握は難しいが、大豆田遺跡西側グループ。は比較的重複が少なく、住居主軸方向もほぼ一致する

ことから、同時併存を20軒前後と試算してもよしせ考える。

よって、中部横断自動車道に伴う調査の西近津遺跡群部分が未報告であるため、詳細は分からないが、住居規

模が18.0X9.5m品、う超大型住居を含む西近津遺跡群の弥生後期集落を母村的な位置づけと捉えられれば、周辺

の台地や微高地に20軒前後で立地する集落は、母村を取り囲む子村的な立地と推定できる。これら集落の集団が

目指したものは、眼前に広がる濁川が形成した沖積低地の水田開発であろうことが想定される。

(3)古墳時代

今回の調査では古墳時代の遺構として弥生末から古墳前期の住居祉1軒、後期の住居i止1軒、構状遺構1本しか

検出されず、古墳時代については不明な部分が多い。また、中部横断道側の2.3区においても古墳時代の住居壮は

検出されておらず、宮の前遺跡についても数は少ない。よって大豆田遺跡周辺の台地は古墳時代において積極的

な土地利用は無かったと考えられる。ただ、本遺跡のM7号溝状遺構から5.6世紀の土器が出土し、 当該期の所産と

考えた。溝は東西方向に伸び、台地と沖積低地の境界付近に立地することから、何らかの土地区画を目的とした行

為が考えられ、全くの無人の荒野的な情景で、はなかったと考えられる。
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(4)古代(奈良“平安時代)

奈良・平安時代になると、弥生時代後期同様に台地全体に活動の場が広がる。検出された遺構としては住居址・

掘立柱建物址・土坑・溝状遺構等である。遺跡全体の特徴としては、周防畑B遺跡も含めると住居址16軒に対して、

掘立柱建物址が27棟と、掘立柱建物址の比率が高いことが挙げられよう。勿論、両遺構の同時併存の確定は非常に

難しいが、累計として見た場合でも西隣りの中部横断自動車道調査地点が住居址41軒、掘立柱建物址11棟であり、

比率の差は歴然である。これらの事から、今回調査が行われた大豆田遺跡Ⅳ周辺の台地上は集落域というよりも、掘

立柱建物址を主に使用する生活域と考えられる。当遺跡の南側前面が沖積低地であり、水田としての生産活動域で

あろうことが予想されるため、この掘立柱建物址群は集落域と生産域の中間に位置し、水田耕作のための倉庫群と

捉えられないだろうか。今一歩想像をたくましくすれば、これら倉庫群に収められていたものは、もちろん生産品であ

る「籾」を第一に、耕作にかかわる農具、水田維持の為の資材等が考えられ、主軸方位や形態の差は収蔵物の違い

に起因するのではないであろうか。このことは集落内での集団と個人における農具保有・管理の問題を解明しなけれ

ばもちろん証明できないことであるが、今回記載したことはあくまでも想像であり、何らの考古学的・文献史学的な証

拠は今のところないが一考の価値はあるように思う。
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(5)中世

今回の調査では中世の遺構として掘立柱建物土止や溝状遺構や土坑が検出れた。掘立柱建物i止については4棟を

比定したがし、ずれも確定的な出土遺物は無く、形態と覆土の状況からの判断である。ただ、掘立柱建物として組めな

かった単独ヒ。ットが800個以上検出されており、これらの中に建物i止となるものも多いと考えられる。土坑については

特に井戸士止と考えられるものが多かった。中でも木枠の形状が良好に残存しているものとしてD8.9.40.63号士坑があ

り、特にD40については埋め桶も残存していた。これら井戸士止の深さは平均2mの深さで、北側に接する道常遺跡検

出の井戸が平均3m以ヒの深さがあるのに対して浅かった。これは遺跡の立地の差であり、 湧水層が低地に近い本

遺跡の方が高し、ことに起因する。

次に、溝状遺構は本文中でも触れたが、南北と東西にそれぞれ伸びる溝が直行することが最大の特徴で、ある。ま

たこれらの溝は位置を少しづっ替えながら掘り直しが行われており、結果何本かの溝状遺構の集合体のような状況

で、あったO 本遺跡、において古代までの溝状遺構は、北東方向から南西方向に斜めに地形を横切るものがほとんどで

あった。この中世段階になり、整然とした南北・東西方向を志向する溝状遺構が出現するとし、うことは、この時期に新

たな地割や水路建設がなされたことを意味し、条理的な風景がこの段階から現れたと考えたい。

これら中世所産の遺構から出土した遺物は青磁類や尾張・常滑系の陶器類、北関東や県内産の須恵質系すり鉢

などがあった。これらはいずれも13""'14世紀代のもので、占・められ、本遺跡、の井戸や溝状遺構の帰属年代の根拠とな

っている。中でも特に注目される遺物として遺構外からの出土であるが、輸入陶磁器の緑紬盤がある。長野県内では

中央道建設に伴う松本市の北栗遺跡より出土した破片に次ぐもので県内2例目となろう。また、近世以降の溝状遺構

からの出土で、あるが龍泉窯系の青磁香炉などもあった。

ただ、佐久地域においては特殊と考えられるこれらの遺物が出土しているが、遺構群の状況としては溝に固まれ

た範囲に井戸と小規模な掘立柱建物祉がまばらに建つ状態で、館や町屋といった様相は見受けられない。また、道

常遺跡のような竪穴状遺構が密集するような一般的な集落域とも異なっている。ただ、形態的にしっかりした井戸は

つくられている。これらの状況から本遺跡の性格づけに苦慮する。井戸の使用目的が日々の人々の暮らしにのみ使

用されたものなのか、或いは何らかの生産活動と関連するのか、現状では答えを持ち合わせない。この点について

は今後の課題とした。 しかし、佐久地域において発見例の少ない13""'14世紀代の中世前期に比定される木遺跡は

希少な発見例である。

(6)近世・近代

近世・近代に属する遺構は溝状遺構が多く、その多くは圃場前の水田畦畔や水路と重なるものが多い。また、南

北に伸びる中世の溝状遺構は圃場整備前の道路下に位置し、中世の区割りが道として近世・近代まで踏襲された好

例であろう。なお、近世以降は水田として利用されていたと考えられるが、先に述べた水路や地割しか発見されてい

ない。これは、昭和55年以降の大規模圃場整備による掘削や、 基本属序で、述べた近世の水田耕作土と考えられる

IV.V属を表士剥ぎ段階で除去した為である。

注

1.中部横断道自動車道関連で、調査された西近津遺跡群の弥生・古代・中世の遺構配置図は、長野県埋蔵文化財

センター 年報 27に掲載された全体図から現地説明会資料等を参考に再トレースしたもので正確な帰属時期

を示すもので、はない。詳細については長野県埋蔵文化財センター刊行の本報告を参照されたい。

2.田切地形及び低地を示した範囲は、昭和田年の圃場整備以前の水田形状や水路、周防畑B遺跡の調査成

果を参考として作成した。
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第2節弥生後期の縄文施文土器について

今回の調査で、は箱清水式土器と伴に弥生後期所産と考えられる縄文施文の土器が多く出土した。これらは、所調

関東に分布域をもっ「赤井戸式土器jや「吉ケ谷式土器」と呼ばれる土器群に似る。今日までにこれらの土器が佐久地

域において一遺跡からまとまって出土したことはなかった。ここでは、これら資料を今一度精査し、今回の出土資料の

位置づけを試みたい。

大豆田遺ー跡Nから出土した縄文施文の土器は主に土坑やU7やUllとし、った遺物集中区から出土しており、今回

の調査された住居社からは出土していない。しかし、隣接する周防畑B遺跡からはY2号住居士止やY16号住居士止から

全体の器形を知りうるような土器が出土し、 また他の住居士止からも破片資料であるが出土している。遺物集中区でも述

べたが、 U7やUllの土器群は西側に展開する集落土il:から持ち込まれた可能性が指摘できる為、これら縄文施文の土

器群は今回の調査範囲でも西側に展開する集落や接する周防畑B遺跡の集落内で使われていたものと推測される。

佐久地域で弥生後期段階のこれら縄文施文土器の出土遺跡としては、管見に触れたものとして下記の表と地図に

|種見IJ 形状 時期 |

護 ~命積み痕口縁部 折り返しき筆 | 

費 型買部破片 縄文RL 覆土より

畿 .)妥合後にほぼ完形 :裂 弥生後期後半

4 I吋削 T. n 

5 大豆田遺跡、1. n 
6 辻の前遺跡

Hl 

ト13[士一 区
SB55住居

77住居
I 8 周防畑遺跡群

M509)j形集溝墓

SD05号満社 主主 口縁音I1破片

I 9 周防畑B遺跡 竺竺
ド ョー Y16号 査

10 I西一本柳遺跡XI 1Ml 裂

|11同ト本柳遺跡X -lH27 査

第4図縄文施文土器出土遺跡位置図

一 230-

2片出土

2片出土



これらの分布図から解ることは、明らかに佐久地域内の弥生後期集落の中で縄文施文土器を出土する遺跡が偏

るとし、うことである。一番の中心は今回調査が行われた大豆田遺跡周辺で、今一歩微細にみると土鼎器形が解るよう

なものを出土するのは、低地に近い或いは低地内微高地に立地する遺跡であり、台地上に展開する大規模集落内

からは今のところ出土報告がない。今一つの位置は西一本柳遺跡周辺である。ただ、こちらの範囲からはいずれも小

片の出土に止まっている。このように、佐久地域における縄文施文土器を出土する遺跡は極めて限定された遺跡か

らの出土であり、尚且つその中心は今回調査が行われた大豆田遺跡IVの西側を含む周防畑B遺跡で検出された集

落であることが予想される。

では、現在までに当地域においてどのような土器が出土しているか整理してみたい。先に掲載した表でも解るよ

うに、その主体は墾であり、少量の査が含まれる。赤井戸並びに吉ヶ谷土器系譜と考えられる高部や吉ケ谷式で特

徴的な壷口縁部の突帯状粘土帯に刻みを施した飾りの査などは見られない。ただし、本遺跡のM10号溝状遺構出

土の高j不脚部(第106-31)などは坪部と脚部の接合部に吉ケ谷式に見られる突帯状の粘土帯が巡る。 このような形状

は箱清水式には見られず、或いは赤井戸 ・ 古ケ谷式の影響とも考えられる。 まず査については第5図に示した1~3

が査と考えられる。しかし、 1と2は器形が箱清水式と考えられ、施文のみが影響を受けている。3は赤彩が施された

壷で、縄文庖文が段状になる赤井戸・吉ケ谷式に近い。奮は今回多くの形態が出上している。ただし、全容を把握で

きる土器は少ない。4は査か饗か判断に苦しむが、器形と縄文施文は赤井戸・吉ケ谷式に近い。しかし、 両形式が行

わない沈線による区ー画を施す点は箱清水式的で、ある。7はほぼ完形の翠で、口唇部に刻みを持ち、胎土も在地とは

異なる感じがある。 1l~ 13は赤井戸 ・吉ケ谷式に特徴的な輪積み痕を残す縄文施文の輩口縁部で、ある。 7と1l~ 13

は搬入品の可能性がある。他のものは器形が箱清水式的なものが多く、櫛描を縄文に置き換えたようなものも多い。

また14のように赤井戸・吉ケ谷式ではあまり見られない口縁部に無文帯を持つ土器がある。胎土も在地としてはやや

異なる感がある。箱清水式の饗でも口縁部に無文帯を持つ資料はあまり見受けられない。このような文様構成は信州

にあって中期栗林的な要素で、あり、関東側では後期の樽式や岩鼻式に見られる文様構成と理解している。14のよう

な土器は在地化と考えるべきなのか、或いは群馬県前橋市荒砥北三木堂遺跡31号住居士止から1::l::I二|てしている中期後

半の縄文系土器に似ていると思うのは無理があろうか。

このように、 今回の大豆田遺跡からの出土資料の多くは縄文施文土器と一概に言っても、赤井戸・吉ケ谷式がスト

レートに地域内に搬入されているとし、うものではなさそうである。佐久地域で変容し、在地化とまでは言わなくともオリ

ジナルからだいぶかけ離れた+:器群と捉えられよう。では、なぜこのような土器が一遺跡からまとまって出土するので、

あろうか。住居土l上内から出土する多くの土器は在地箱清水式で、ある。そこに混在するように縄文施文土器が出土する

とし、うことは、集落全体での人々の移入品、うことは考えずらい。とすれば婚姻や少人数の移動などが考えられるが現

況の考古学的資料ではここまでである。ただ、今一度確認したいのは、大小さまざまな後期箱清水期の集絡が展開

するこの地域で、大豆田遺跡のみにこのような土器が集中して出土する理由は、今後考えてし、かなければならない

大きな課題の一つである。

最後に今回の資料は、並行関係、が追えれば赤井戸・吉ケ谷式成立の問題にも一助となるのかもしれない。 ただ、

今回は縄文施文土器しか取り上げなかったが、この問題をまとめるにあたって、櫛描文土器である樽式や岩鼻式の

←1:器の搬入について考えてし、かなければならない事に気づいた。従来より弥生中期栗林段階から北陸や北関東か
らの外来系土器については注視がされてきた。しかし、中期・後期段階における関東側からの竜見町式・樽式の地域

内への搬入がどのような様相であるのか把握はされていない。この問題を扱うことが今回の縄文施文土器の位置づ

けをより一層深化させることにつながる。佐久地域はその立地から特に取り組まなければならないと考える。今回は紙

面の都合上ここまでとして、改めて別稿としたい。
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